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    ［プロローグ］


    



    「ついにゲームの中に入ることができるんだってよ！」


    　エアコンのきいた涼しい教室の中、陽はる翔とがいつもの幼なじみたちとそんな会話を交わす。


    　その情報は小学三年生になって夏休みがそろそろ待ち遠しくなる頃、陽翔が見ていたネット番組のコマーシャルで突然、流れて入手したものだ。


    　陽翔たちが生まれる前にＶＲバーチヤル・リアリテイという技術が世の中を席せつ巻けんしつつも、それはあたかもゲームの中にいるように思わせるまでで、視界以外の情報は現実のままだったし、ディスプレイで観られる映像もやはりゲーム感は拭ぬぐえないものだった。


    　しかし、巨大企業プレローマインダストリィによって開発された、人の情報を完全にデジタル化するというテクノロジーは、それらを一掃することとなった。元々、医療やスポーツなどに役立つと思われた技術は、ゲームという分野でいち早く活いかされることになったのだ。


    　長年、ゲーマーの夢だった、人がゲームの中に入れる時代が、本当に間近に迫っていた。


    　難しい技術的な話について陽翔はちんぷんかんぷんだったが、それでもコマーシャルを見た瞬間から期待値は上がりっぱなしだし、嗅きゆう覚かくや味覚も表現できると聞いては興奮を抑えられるわけもない。


    　それは未知への誘いざないだった。


    「アレは絶対にやりたい！　すげーよ、ファンタジーの世界に入れるんだぜ？」


    　陽翔は矢や継つぎ早ばやに捲まくし立てる。それだけで皆も陽翔の入れ込みようを察した。


    　だが、未知のゲームに意気込んでいるのは陽翔だけではなかったらしい。


    「あたしも見た見た！　すっごいよね！　入ってみたい！」


    　旭姫あさひも陽翔と同様、興きよう味み津しん々しんな様子だった。オーバーアクション気味に大きく手を広げて、目を星のようにキラキラとさせている。


    「ゲームの中に入れる、ね。なんてタイトルなんだ？」


    　訝いぶかしげな表情で貴たか法のりが尋ねた。彼自身も興味は持っているようだが、陽翔や旭姫に比べれば冷静に振る舞っている。


    「「《ユニオン》」」


    　陽翔と旭姫の声が嬉うれしそうに重なった。


    　苦笑しながら貴法がＷｉｔｈウイズを取り出して検索した。ディスプレイには様々な情報が溢あふれている。ゲーマーたちはかなり沸いているらしく、インターネットで話題になっていた。そこかしこで真偽不明の噂うわさが流れているが、それだけ大きな期待を寄せられているのがわかる。


    「へー。なんだか外国の写真みたいね。ヨーロッパとか、その辺？」


    　咲さ月つきが横からディスプレイを覗のぞき込み、感心したように言う。


    　彼女の瞳ひとみにはプレイヤーの視点であろう、フィールドの映像が映っていた。好奇心が湧わいたように笑みを浮かべる。


    「映像だけならば、このレベルのゲームはすでにある。今じゃ映画のＣＧだって、本物と見み紛まがうものが多いだろう。問題は本当に中に入れるのかどうかじゃないか。解像度が低かったりしたら、ゲームだとすぐにわかってしまうし」


    「でも、これだけ入れるって宣伝してるんだから、嘘うそは言ってないんじゃない？　それに、これだけ綺き麗れいなら、きっとゲームの中も現実みたいになってる気がする」


    　貴たか法のりとのやり取りを終えた咲さ月つきは、貴法のディスプレイを自分の指でスライドさせていく。それが、とある画面が見えたところで止まった。


    「この綺麗なエフェクト……魔法とかも使えるのかな？」


    　咲月の疑問に、その辺りはすでに予習済みの陽はる翔とが率先して得意げに答える。


    「えーっと……。『闘気』『心奏』『天理』『変幻』『夢境』があって……それに『魔導』があるから、多分これだと思うぜ」


    「陽翔は、性格的に完全に闘気よね。それ以外、ピンと来ないし」


    　呆あきれ混じりに言うが、陽翔はよくぞわかってくれたとばかりに笑顔を返してくる。


    「そうだな。俺は闘気を使いたいぜ。このオーラを纏まとって敵をぶちのめしたいしな。ちゃんと選べるといいんだけどな！」


    「あたしも闘気がいいなー。アニメの主人公みたいにビームみたいなの撃ってみたい！」


    　旭姫あさひもそれに乗って、わいのわいのと騒がしくしていると、


    「……ね、ねぇ。も、盛り上がってるのに、ごめんね……」


    　希のぞみが俯うつむきがちに貴法の隣でＷｉｔｈウイズを操作しており、皆に向けて控えめにディスプレイを見せてきた。


    「……限られた人しか入れないって、書いてあるよ？」


    　こういう時、希は性格からか、注意書きまでしっかりと目を通す。


    　陽翔たちが希の指さした画面をよくよく読むと、


    『ゲームプレイには指定の施設での診断が必要であり、適性のある方のみとなります』


    　とあった。


    　診断は開発会社の親会社であるプレローマインダストリィが指定する施設であれば、どこでも無料で可能ということだ。


    　陽翔は苦虫を噛かみつぶしたような表情を浮かべる。そんな都合の悪い話は、目の端にすら入っていなかった。


    　貴法もすぐにその注意書きを発見し、小さく息を吐く。


    「ゲームの中に入るのに、適性が必要なのか？　そもそも、どういう技術なのかもわからないが、体調でも崩したりするのか？」


    「で、でも……ゲームの中だよ、怖くない？　どうやって入るんだろう……。入ってる間、わたしたちの身体からだがどうなるのかも書いてないし……」


    　貴たか法のりの言葉に、希のぞみが眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを不安そうに震ふるわせた。


    　だが、


    「診断を受けて大丈夫ってなれば、絶対安全ってことだろ？」


    　あっという間に気分を持ち直していた陽はる翔とは、皆の心配を吹き飛ばすように言う。


    　当然のように、旭姫あさひもそれに乗った。


    「そうそう。だから、学校終わったら皆みんなでさっそく行こうよ！　診断自体は今日からやってるみたいだし！　ゲームで遊べるのは来週末からだからね！　安心してゲームやりたいし！」


    　自分たちに適性がないなどとは、まったく考えていない顔だった。


    　その顔に絆ほだされたのか、なし崩し的に今日の予定が決まる。


    　反対意見は出なかった。希は不安そうではあったが、関心はあるようで、「し、診断だけなら……」と、皆についていく。


    　そして、放課後になって五人は、診断を受けに向かった。


    　陽翔たちの学校から一番近かった施設──駅ビルの中にあるテナントに入ると、


    「病院みたいね」


    「研究室ではないのか？」


    　と、咲さ月つきと貴法が言った通り、明るく清潔感の溢あふれる場所だった。


    「なんか診察に来てるみたいで落ち着かないなぁ。この前みたいに血を採られそう……」


    　旭姫は周囲をキョロキョロと眺めながら、顰しかめっ面をしている。どうやら注射を怖がっているらしい。


    　旭姫の不安をよそに医師のような白衣を着たスタッフによって診断が始まったが、特に痛みを伴うものでもなかった。ヘッドマウントディスプレイのような機器を頭に取り付けるだけだ。


    　それが別の機械に繋つながっており、モニターには幾つもの波線が流れている。


    　試しにゲームの中に入れるのかと陽翔は期待したが、検査では音を聞いたり、光を見たりしていただけだった。


    　すべてが終わって、受付で結果を紙で渡された。


    　無事、五人とも合格。


    　それぞれに認証コードを割り当てられ、エンセファロンというハードを買う際に、このコードを見せれば購入できるということだった。アカウントの登録でも必要らしい。


    「皆、問題なくてよかったね！」


    　旭姫が嬉うれしそうな笑顔で言う。


    「そうだな。僕らの前後にいた大学生っぽい男性二人とたぶん社会人の女性の三人組は不合格だったようだし。二割か三割ぐらいじゃないか、合格できたのは」


    「な、何を、見てたんだろうね……？　合格と不合格の差って、なんだろう……」


    　貴たか法のりの言葉に、心配そうに呟つぶやく希のぞみ。


    　だが、陽はる翔とはそんなふたりの背中を軽く叩たたく。


    「いいじゃんか。これでとにかくゲームができるんだからさ！」


    　旭姫あさひも嬉うれしそうにうんうんと頷うなずいた。


    「週末には皆みんなでゲームの中で遊ぼうね！」


    　しかし、盛り上がりをよそに希は浮かない顔をしている。


    「わ、わたしは……その、怖いから……ちょっと……」


    　皆が行くので診断には来たものの、ゲームに入るのは不安なようで、まだ決心がつかないようだった。


    「うーん。希にも入って欲しいけど……あ、じゃ、あたしたちが先に入ってくるね！　楽しいってことを希に教えればいいんだ！」


    「う、うん……」


    　旭姫の勢いに、希はおっかなびっくりといった様子で思わず頷く。


    　結局、ゲームの中に向かうのは、陽翔、旭姫、咲さ月つき、貴法の四人となった。


    　それから、待ちに待ったサービス開始当日の土曜日。正午、十二時。


    　機材の設定やアカウント登録など、すべての準備を整えて、各々が自宅で待機していた。


    　陽翔たちは時間を合わせて一斉に《ユニオン》の中に入る。


    



    　そして、衝撃を受けた。


    



    　街の喧けん噪そうも。


    　時折吹き付ける風も。


    　人の温ぬくもりも。


    　すべてが、現実のようで。


    　フィールドも、海も、空も、肉眼では見たこともないような美麗な風景で。


    　出てくる生き物すら、生きているように生々しく。本当にゲームなのかと疑ったほどだった。


    　これから、物語のような冒険ができるんだ、と心が躍った。


    　やりたいことや現実ではできないことが次々と目の前に湧わいてくる。


    　モンスターと戦う、ダンジョンに潜もぐって仕掛けを解く、頼まれたクエストをこなす、武器を作る、防具を探す、未知のアイテムを試す──そんな簡単なことから始まったプレイングは、拳こぶしで壁を壊して洞どう窟くつのショートカットをする、空を飛んで浮かんでいる大地に向かう、迷いの森を炎を頼りに踏破する、街へ攻めてきたモンスターの大群と戦う等々、できることが増えていく。


    　そのできることは、まるで無限にあるようで、もっと先へと思わずにはいられない。


    　陽はる翔とたちは毎日のように希のぞみに連絡を取り、怖くない、めちゃくちゃ楽しいと伝える。


    　そして、しばらくすると希もついにログイン。何よりも貴たか法のりが、いつになく熱中していたのが決め手だったのだろう。最初はおっかなびっくりな様子だったが、すぐにゲームの世界に馴な染じんでいく。


    　ほどなくして、《ユニオン》で、無二の親友、クライヴとも出会い──。


    〝スバル〟は、伝説へと足を踏み出した。

  


  
    ［第一章　反撃］


    



    〝グノーシス〟第三者、カイン打倒。


    　海底洞どう窟くつを破壊し、海洋のど真ん中にできあがった舞台で繰り広げられた激闘は、かろうじて天羽あもう陽翔の勝利で幕を下ろした。


    「手て強ごわいやつだったな」


    　今の《リユニオン》は真夜中で、空には星が瞬またたいている。月明かりだけが差す中、陽翔は自身の闘気を消したまま戦場だった場所を眺めていた。


    　中心付近が半球状に陥没している。すでに洞窟だった時の原形は何ひとつ残っていない。


    　地面にはそこら中にクレーターができ、至る所に剣けん閃せんの痕あとが刻まれていた。


    　海水の浸入を防いでいるなだらかな壁も、一部が崩れ落ちている。水が浸透して、ちょろちょろと流れ込んできていた。


    「ホントによく勝てたわね」


    　碓氷うすい咲さ月つきが陽翔に近づきながら、半分呆あきれ、半分感心したように呟つぶやく。


    　相手は闘気と魔導のデュアルセンス。


    　かつてない火力と魔導の搦からめ手てに、闘気ひとつの陽翔は明らかに不利だったはずだ。


    　だが、陽はる翔とは皆を見渡しながら首を振る。


    「俺ひとりじゃ勝てなかったよ。希のぞみの剣があって、咲さ月つきに、貴たか法のりに、エリシア……全員の力が七星剣プレアデスに込められていたから勝てたんだ」


    　ふと、手に持った七星剣へと視線を落とした。


    　力を貸してくれないと思ったら、こうして実力以上の力を出させてくれる。


    　未いまだに底の見えない不思議な剣だった。


    　もう一方の剣──創星剣オリオンはすでに消えている。創つくり手である日下くさか希は戦いが終わるとすぐに維持をやめていた。使い手の生命力を吸い取る剣を出しっぱなしにしておくわけにはいかないのだろう。


    「陽翔。封印石はちゃんとあるだろうな？　あの戦いの中では、いつ壊れるか不安だったぞ」


    　少しだけ呆あきれた声で、御み門かど貴法が確かめるように問う。


    「大丈夫だよ。壊れちゃいない」


    　陽翔はアイテム用のＵＩユーザーインターフエースを操作し、封印石を取り出した。


    　ルビーのような赤き石。


    　旭姫あさひのセンスと記憶が封じられているという。


    　透き通るような赤の中を覗のぞき込むと、何かエネルギーのようなものがうっすらと渦巻いていた。


    「これを旭姫ちゃんに戻せばいいんだね」


    　希が封印石を見ながら、決意を込めたように言う。


    　旭姫の封印を解く、最後の小さな石。


    〝グノーシス〟が間違いなく欲しているであろう、重要なキーアイテム。


    「さて。一旦、ここから離れようか。もう用はない」


    　エリシアが皆に向かって言う。


    　彼女の表情は、いつもとさほど変わらないが、どこかくだけた印象があった。


    　やはり失われていた記憶が復活し、〝スバル〟七人目の仲間だと再認識したからか。


    　戦いの最中、封印石からはかつて仲間だった時の記憶が流れ込んできていた。


    　もう気兼ねする必要もない。


    「エリシア。離れるのはいいのだが……やつの言ってた『狭はざ間ま』というのはなんだ？」


    「そこに、旭姫ちゃんが囚とらわれてるんだよね？」


    　貴法と希の言葉に、エリシアは頷うなずいた。


    　陽翔との一騎打ちを望み、自分が負ければ旭姫の居場所を教えるという約束をしたカイン。彼はそれを違たがえることはなかったが、陽翔たちには理解できないワードを残した。


    「もちろん教えるよ。だが、一度アジトに戻ってからの方がいいだろう」


    　まるで早くここを離れたいと言わんばかりの口調だった。


    　その言葉が合図となったかのように、微かすかな地響きの音が耳に届く。


    「……何かな、この音？」


    　と、希のぞみが訝いぶかしげな様子で首を傾かしげていると、音はどんどん大きくなっていった。


    「まさか壁が壊れて海水が……!?」


    　貴たか法のりが周囲を凝視しながら、眉まゆ根ねを寄せて呟つぶやく。


    「戦いの余波で壊されていったからね。カインが隆起させていた堤防もどきの土はよく持ったものだよ。だけど、ここで話さなくてもいいと思ったんだ」


    　エリシアはまるで慌あわてていない。


    　いや、この中に危険を少しでも感じている者はいなかった。


    「……対処するのも面倒ね」


    　咲さ月つきが溜ため息いきを吐つく。


    　彼女にとっては些さ末まつなことだ。土を盛り上げる、海を凍らせる、風で防ぐ──防ぐ手段は多岐に亘わたる。


    　咲月が皆にこっちへ来いとジェスチャーした。


    　陽はる翔とたちは意図を察し、咲月に寄ってそれぞれ肩を掴つかむ。


    「──纏まとえ、アクゼリュス。翠みどりの風ふう鎧がい」


    　全身が翠色の気流に包まれた。風の力が込められた、人に浮力を生み出す魔導だ。


    「──奔はしれ、アクゼリュス。翠の暴走」


    　そして、咲月の鞭むちで一発地面が叩たたかれると、そこから押し上げるような突風を纏った陽翔たちは、ロケットのように空へと跳ね上がった。


    　同時に堤防が完全に決壊。壁がガラガラと崩れ始めて次々と落ちていく。障害物のなくなった海水が、一気に雪な崩だれ込こみ、先ほどまでいた場所は波に沈んでいった。


    　空中から見下ろすと、すでに波打つだけの普通の海となっている。そこに洞どう窟くつがあったことなど、想像もつかない。


    「あのね、エリシア」


    　空に浮きながら、呆あきれた目つきで咲月がエリシアを見る。


    「なんだい」


    「もう少し前に言ってもらえないかしら……」


    　疲れたように愚ぐ痴ちる咲月。だが、


    「君たちなら不意に海水に飲み込まれたところで、どうにでもできるだろう」


    　エリシアは素知らぬ顔で、しれっとそう言った。


    　冗談でも皮肉でもなく、本気で思っているらしい。


    　咲月はこれ見よがしに溜息を吐き、諦あきらめたように肩を落とした。


    「そう言えば、あんたそういう性格だったわ。そりゃクライヴと気が合うわけよね」


    「咲さ月つきに褒ほめられるとは思ってもみなかったよ」


    「褒めてない！」


    　希のぞみがそれを見て小さく笑う。


    「そう言えば、こんなやり取りも多かったよね。忘れてたのに、すごく懐かしい。なんだか不思議な気分」


    　咲月が何とも言えない顔をして口を引き結んだ。彼女も希と同じ気持ちなのだ。ノスタルジーすら感じてしまう。


    「漫才はそのぐらいにしてくれ。長く留まる場所でもない」


    「漫才じゃないわよ！　炎で炙あぶられたいの!?」


    　貴たか法のりの指摘に律りち儀ぎに返す咲月。


    「まったくもう。さっさと行くわよ」


    　そう言って、風の魔導を手繰ろうとする咲月だったが、その指が止まった。


    　探るように目を眇すがめて眼下を見る。そこに何かが見えているように……。


    「咲月、どうした。別に敵は近くにいないぞ」


    　陽はる翔とが念のために闘気を纏まとって気配を探ったが、特に何があるわけでもない。海中にモンスターがいるぐらいだ。


    「……いるのよ」


    「何がだよ。俺には何も見えねーぞ」


    「精霊が、ね」


    　咲月は切なげに、呟つぶやくように言う。


    　寂さびしそうな目で何かを見送っていた。


    「精霊とは、もしやカインの？」


    　貴法の言葉に咲月は頷うなずいた。


    「プロメテウスとイージス、カーミラ……そして、ニケ。契約者がいなくなったからね。存在自体が消えたわけじゃないから……主あるじを捜すように彷徨さまよってる」


    「ふむ。ならば咲月。あの精霊たちと契約できないのか？　凄すさまじい精霊だったのは確かなのだ。間違いなく君の力になると思うが」


    　そう貴法が問うと、希もうんうんと頷いた。


    　カインが見せた四体の中でも、特に約定の精霊であるニケは異質だ。


    　代償さえ払えば、運命すら操ることができるのだから。


    　しかし、咲月は力なく首を振る。


    「主人を失った精霊は、すぐに翻意したりしないわ。それに、あれほどの精霊だから、私が認められるための時間もかかるだろうし。こんな時じゃなかったら、ね……」


    「……そうだったな。精霊の契約には何度も付き合わされたが、強い精霊ほど己おのれの力を示す必要があった」


    「簡単に強い力は手に入らないってことよね」


    　残念そうな顔で、咲さ月つきはもう一度だけ眼下を見る。


    「──導け、シャリス。天の鳥道」


    　天の精霊を顕けん現げんさせた。薄い白の光がふわりと浮かぶ。


    　それはレールのように長く延びていった。


    「お願いね」


    　そう言って天の精霊を送り出す。小さな精霊は咲月から離れ、ニケへと近づいていった。


    「どうしたの？　咲月ちゃん」


    　不思議そうな目で見る希のぞみ。


    「精霊も力を使い切って元居た場所への道標が必要かもと思ってね」


    「契約できるわけじゃないんでしょ？」


    「でも、これが終わったら絶対に契約しに行くからね。万が一でもあったら困るし？」


    　咲月が得意げに言うと、希は小さく笑った。


    「【精霊の女王イノセンシア】だもんね」


    「そ。女王は臣下に優しくなくっちゃね」


    　悪戯いたずらっぽい笑みを返す咲月。


    「じゃあね、精霊たち。あなたたちの主あるじは本当に凄すごかったわ」


    　咲月は思いを振り払うように高度を上げていった。


    



    　大陸を一望できる高さから見下ろすと、一部の場所だけに集中して明かりが灯ともっていることがわかる。


    　そこが街や村だ。決して明るい光ではないが、それでも夜の空においてはこれ以上ない目印となるもので、おおよその位置を掴つかむことができた。


    　夜の中、咲月は少しずつ大地へと向かっていく。何度も行き来したアジトだ。方角さえ見失わなければ迷うことはない。


    　大量の巨岩が積まれた岩肌の前に降り立つと、陽はる翔とはすぐに入り口を塞ふさぐ石をどかした。


    　中に入り、いつものように同じ場所に座って向かい合う。


    　エリシアは旭姫あさひの席の後ろに立った。


    「そこってお前の定位置だったんだな」


    「君らがアジトを作った後に、入らせてもらったからね。席は六個しかなかったし、そこまで長居するとも思わなかったんだよ」


    　それで結局、旭姫の後ろで落ち着いたのだ。


    「立っているのも悪くないよ。皆みんなを見渡しやすいからね」


    　昔と同じ表情で、同じ台詞せりふを言うエリシア。


    　陽はる翔とと咲さ月つきが苦笑する。まるで六年前に戻ったかのように──。


    「エリシアと旧交を温めたいのは山々だが、今は時間が惜しい」


    　貴たか法のりが腕を組んで、場を引き締めるように口を出す。


    「最終目的は〝グノーシス〟に攫さらわれた旭姫あさひの救出だ。それが成せなければ、赤い石を入手したことも含めて、すべては無意味となる」


    　貴法の言葉に、全員が真剣な表情で頷うなずいた。


    「それで、カインの言っていた旭姫の囚とらわれている場所──『狭はざ間ま』とはどこにある？」


    　貴法がエリシアに向き直ると、陽翔たちの視線が彼女に集中した。


    「主に《リユニオン》の開発陣が実験のために使うワーキングスペース──通称、『狭間』だ。現実と仮想を繋つなぐ中継サーバー。だから、『狭間』と言われている」


    「実験だと……？」


    「《リユニオン》はセンスの扱いを容易にしつつ、現実をエミュレートしたプログラムだからね。サーバー上で一時的に、プログラムを試験する必要がある。ゲームのバグを取り除いたり、問題がないかどうか確かめるためにね。そんなスペースだよ」


    　エリシアは神妙な顔を作り、続けた。


    「そこでの試験には、もちろんセンスの実験も含まれる」


    　貴法は眉まゆ根ねを寄せる。


    「ということは、やはり《リユニオン》は──」


    「おそらく皆みんなも、薄々気付いていたと思うけど……」


    「運営も、連中の手の内ということか」


    　貴法の言葉にこくりと頷くエリシア。


    　陽翔たちも、失望したような表情をしていた。


    「元々はセトがセンスをデジタル上で扱えるシステムを、プレローマインダストリィに売り込んだところから、開発がスタートしたんだよ」


    　陽翔は複雑な思いを顔に滲にじませる。


    　前身となる旧世界──《ユニオン》が始まった時は、これ以上ないほどワクワクした。


    　現実とは違う世界に、胸を高鳴らせ……。


    　かつてない冒険に、心を躍らせ……。


    　ありとあらゆることに一喜一憂したあの輝かしい日々が、すべて敵によって作られたものだとわかっても、簡単に割り切ることなんてできない。


    　だが、今は旭姫の救出に集中するべきだった。


    「ゲームを開発するにあたって、第二者ナハシュがスタッフたちを現実で洗脳し、今に至っているということだよ。もっとも、彼らに洗脳されているという自覚はないだろうけどね」


    「ということは、開発スタッフたちは何も知らずに、セトの望んだゲームを作っているということか？」


    　眉まゆを顰ひそめた貴たか法のりの質問に、エリシアはこくりと頷うなずいた。


    「連中の上う手まいところは、ガワの部分を開発陣の自由にやらせているところだよ。ゲーム部分を作り込めば作り込むほど、真の目的を覆おおい隠す霧になる」


    「なるほど。かつて、テロにおいてＭＭＯＲＰＧが連絡のための温床になったようなものか。どれだけ不穏なことを言ったところで、ゲームであればそういうこともあり得るかと納得してしまったというからな」


    「ただ、センスの向上や進化を促うながすという部分だけはセトがコントロールしていたようだけどね」


    　すると、貴法が臍ほぞをかむような顔で尋ねる。


    「僕たちは……そもそも創造主──開発陣と戦う必要があるのか。システムが連中の思う通りになるなら、僕たちに勝ち目などないじゃないか」


    　一プレイヤーが、ゲームの中で開発陣に刃向かう。


    　それは普通に考えれば、不可能なことに近い。彼らは創造主なのだから。せいぜいが、ペットがケージの中でむずかっている程度なのではないか。


    　皆が気落ちした表情を浮かべる中、エリシアは安心させるように首を振る。


    「開発陣が敵だからと言って恐れることはない。セトの作り上げたシステムは、《リユニオン》自体を縛っているのだからね」


    「どういうこと？」


    　咲さ月つきが不思議そうに、目を瞬しばたたかせた。


    「センスのエミュレートを優先するあまり、人のデータと基幹システムを密接に絡からみ合わせた結果、簡単に人のデジタルデータを弄いじれなくなっている。迂う闊かつに操作すればシステム自体が連鎖崩壊してしまうんだよ。これはどちらかというと、君たちの時代のデータベースシステムでは性能的に限界があって、そこまで対応しきれなかったと言う方が正しいけど」


    　すると、陽はる翔とがポンと手を叩たたいた。


    「もしかして、連中の手の甲に刻まれた紋章って……」


    「察しがいいね。あの紋章は強引にデータベースへと介入する暗号キーなんだ。あれは短い時間、サーバーの処理能力を上げ、デジタル処理を優先して弄れるようにするものだよ。ただし、使い続ければ、今度はサーバーが悲鳴をあげてシステムダウンする。だから、複雑な処理──アカウント停止やステータスの永続的な増減などはできない」


    「限定的なチートみたいなもんか。ま、デリートボタンひとつで俺らが消されないなら、それで充分だ」


    「少し先の時代だったら危なかっただろうけどね。ここから世界はシンギュラリティ技術的特異点を迎えて、電子技術は飛躍的に発達していくから」


    　悪戯いたずらっぽく笑うエリシア。


    「こ、怖いこと言わないでよぉ、エリシアちゃん……」


    　希のぞみが困った顔をしながら囁ささやく。


    「重要なことだが、その『狭はざ間ま』にはすぐにでも行けるのか？」


    　貴たか法のりが尋ねると、エリシアは首を振った。


    「あのプログラムスペースは基本的に閉じている。だが、開発のために現実時間で十時と十八時に十分だけ開くんだ。だから、今すぐには無理だよ」


    「現実時間で十八時というと……あと三時間といったところか」


    　ホログラフィックインターフェースを表示して現実の時間を確認すると、貴法はすぐ行けないことに不満そうな表情を浮かべる。


    　可及的速やかに旭姫あさひを救い出さなければならないのに、それができない。


    　それは陽はる翔とたちも、同じことだった。


    「気持ちはわかるが、焦あせるな」


    　エリシアが皆を鼓舞するように告げる。


    「こちらには封印石がある。これが連中の手に渡らなければ、旭姫が害されることは決してない」


    　昔からそうだったが、彼女の言うことには妙な説得力があった。


    　六年前から何度も励まされ、大切なことを教えてもらっている。


    　エリシアというピースをはめたことで、陽翔たちは〝スバル〟という名で呼ばれ始め、伝説となったのだから──。


    「さて。わたしは転送装置に仕掛けを施ほどこして、『狭間』に行けるように繋つないでおく。それまで君たちは回復に努めてほしい。あと、行く前に作戦会議をしておきたいから、二時間後にはここにきてくれ」


    　そして、エリシアは陽翔たちの返答も聞かずに、転送装置のある奥の部屋へ向かった。


    　四人が残され、手持ち無ぶ沙さ汰たとなる。


    「二時間か。中途半端な時間だな」


    「少なくともログアウトするようなものでもない。元々、彼女を助けるまでログアウトするつもりもなかったが……」


    　陽翔と貴法が揃そろって顔を突きあわせていると、咲さ月つきが立ち上がった。


    「少し付き合いなさいよ」


    　陽翔の腕を掴つかんで同じように立ち上がらせる。


    「え？　何かやるのか？　連携を確認するのもいいけど……」


    「違うわよ、バカ。ちょっと街まで行きましょ。二時間ぐらいなら丁ちよう度どいいし」


    　戸惑う陽はる翔とに咲さ月つきは仕事を迫るような表情で言った。


    　陽翔は少し考え、こくりと頷うなずく。どうせやることもないのだ。なら、気分転換のために街に行くのも悪くはない。


    「まあ、いいけど」


    　引っ張られながら、咲月について行く陽翔。


    「問題はないだろうが、気を抜くなよ」


    　アジトから出ていこうとするふたりに、貴たか法のりが注意喚起するように声をかける。


    「大丈夫よ、大丈夫」


    　咲月は手をひらひら振って、そのまま陽翔を連れて出口へ向かった。


    「おい。引っ張らなくても行くっての」


    「いいじゃないの、別に。減るもんじゃないでしょ」


    「減るもんじゃないって……」


    　強く掴つかまれていたため、陽翔は振り解ほどくことをせずに付き従う。


    　アジトの外に出ると、すでに日が昇りつつある。山の間から差す太陽の光が、とても眩まぶしい。


    　咲月は腕を伸ばして体をほぐし始めた。


    「ところで街ってアルトガーデンにでも行くのか？」


    「どこでもいいのよ。貴法と希のぞみをふたりにするための方便なんだから」


    　それで陽翔も納得がいったように「あー」と声を出す。


    「わだかまりがあるわけじゃないでしょうけど、戦いに行く前にふたりで話したいこともあるだろうからね」


    　要するにふたりに気を利かせたのだ。


    「じゃ、俺たちはここで二時間暇ひまを潰つぶすのか」


    　と、陽翔がなんとはなしに言うと、咲月は苦虫を噛かみつぶしたような顔になる。


    「……あんたもあんたで気を利かせなさいよね。別に本当に街に行ってぶらついてもいいでしょう」


    　不満そうに漏もらす咲月。


    「ま、あんたに甲か斐い性しようなんて期待してないけど」


    「あ、あのなぁ」


    「買い物とか店巡りに付き合いなさいよ。それとも一緒に歩く女子は、旭姫あさひじゃなきゃ絶対に嫌いやなの？」


    「そういうことで言ってるんじゃなくて……」


    「いいから、私で我慢しなさい」


    　そして、咲月はこれ以上の問答は無用とばかりに、陽翔の腕を掴んで魔導を発動。風の精霊を呼び出した。


    「──奔はしれ、アクゼリュス。翠みどりの暴走！」


    　大地から吹き上げた強烈な風が、強引にふたりの身体からだを空へと運ぶ。


    　咲さ月つきは風を手繰りながら大陸と海を見渡せる高度まで上がると、そのまま東のアルトガーデンへと向かった。


    「うおおおお……。たっけぇ……」


    　陽はる翔とは眼下を見ながら震ふるえた声を出す。


    「なんだ。やっぱり高所恐怖症、治ってないじゃないの」


    「な、なんで治ったと思ってたんだよ」


    「海に入った時、崖がけから飛び込んだはずでしょう。私たちから時間置かずに水の中に来たし」


    「あれはなんつーか……命が惜しくなかったからというか」


    「……ホント馬ば鹿かなんだから」


    　咲月は陽翔に聞こえないよう小さく呟つぶやく。


    「なんだ？　聞こえないぞ？」


    「ちょっとはこっちの気持ちも考えろって言ってんのよ！」


    　ヤケクソ気味にそう叫ぶと、咲月は人差し指をやたらめったらに動かした。


    　それと対応するように風の向きや力が変化し、飛行の軌道が不規則になる。蛇行したり、回転したりと、曲芸飛行のような動き方をし始めた。


    「うああああああああああああああああっ！　やめろっ、馬鹿っ！　酔うだろ！」


    　乱暴な飛行に付き合わされた陽翔の目が回る。


    　しばらく無軌道に飛び続け、アルトガーデンが近くに見えてきたところで、咲月は通常飛行に戻した。そのまま高度を下げて、街へと降り立つ。


    　陽翔は咲月から離れて即座に壁に手をつき、下を向いてずるずるとしゃがみ込んだ。


    「死ぬかと思った……。気持ち悪い……」


    「まったくやわなんだから。そこも昔みたいに戻しなさいよね。宇宙まで行こうぜ！　とか言い出すのがあんたでしょ」


    「お、お前なぁ……」


    　無茶を言われているのに、怒る気にもなれない。


    　少し深呼吸を続けていると、陽翔の酔いも少しずつ治っていった。


    「それで、ここで何をするんだよ。買い物とか店巡りとか言ってたけど」


    「買い物とか店巡りって言ったら、デートに決まってるでしょ。本当に気が利かないわね」


    「は……？」


    　何を言われたのか、すぐには理解できず聞き返してしまう。陽翔の顔が間抜けだったのか、咲月が呆あきれたように小さく溜ため息いきを吐つく。


    「ふたりきりでデートよ。察してよね」


    「い、いや、あのだな……」


    「どうせやることもないんだからいいでしょ。適当に装備とか道具でも見み繕つくろっていきましょ。役立つものがあるかもしれないし」


    　有無を言わせずに、咲さ月つきは再び陽はる翔との手を掴つかむ。


    　陽翔は反対することもできずに、それに付き従った。


    「……お前、サバサバしてるな」


    「前も言ったでしょ。一晩泣いてもうスッキリしてんの、こっちは」


    「こっちは戸惑うしかないんだが」


    「ふーん。そうなの。でも、私の知ったことじゃないし」


    「知ってくれ……」


    　こちらの気持ちなどまったく関係ないと言わんばかりの気のない返事だった。


    　もう何もかも諦あきらめ、陽翔は溜ため息いきを吐つく。


    「ほら、行くわよ」


    　目的地を決めているのか、咲月はしっかりとした足取りで歩き出した。


    　目抜き通りを東に進み、そこから脇道に入って連れて来られたのは、


    「アクセサリーショップか」


    　こぢんまりとした個人経営店だった。公式ではなくプレイヤー自身が自由に装具を作っている店だ。


    「気休めにしかならないと思うけど、耐性なりステータスなり、上げられるかもしれないし。掘り出し物でもあればね」


    「ま、それならそれでいいけどさ」


    　薄暗い店内に入ると、店主は不在だった。代わりに店員として雇っているのであろうＮＰＣがスタッフとしてレジに立っている。こちらから話しかけない限り、反応を返さない設定にしているのだろう。目を瞑つむったままＮＰＣは動かない。


    「さて。何がいいかしらね」


    「俺は攻撃力とＨＰが多少でも上げられればいい」


    「私はスピードかな」


    　棚には幾つもの装飾品が並べられている。指輪、腕輪、ブローチ、ネックレス、ピアスなど定番なものから、何らかのキャラを象かたどった置物もある。


    「どれもそこそこだな。それなりに値が張るけど」


    「序盤はこういうアクセサリーにはお世話になったわよね」


    「センスを活いかせるようになるまでは、ステータスは重要だしな。少しでも上げるためにアクセサリーを過剰につけてたときもあったし……。懐かしい話だな。武器や防具もステータス重視だから、見た目も統一感なかったし」


    　指、首、足首、手首……至るところに装飾品はつけることができる。


    　ただし──。


    「過剰につけたらつけたで、ステータスが下がるしね」


    　装飾過多だと、それはそれでデメリットもあるのだ。


    「でも、別にお前ぶっちゃけアクセとかいらねーだろ。頼るようなセンスでもねーし」


    「そりゃそうだけど、ちゃんと服とかに合ってないと気分が滅め入いるの。色合いとかのバランスだってあるのよ」


    「見た目の問題かよ」


    「それ以外に何があるのよ。こういうのは重要よ？　センスは精神の影響を受けるんだし」


    　基本的に効率を重視する咲さ月つきだが、服装に関しては妙なこだわりを見せる時がある。


    「つか、そういう見た目で選ぶなら希のぞみを連れてきた方がよかっただろ。俺、そっちのセンスまったくねぇぞ」


    「あんたにそんなの期待してないわよ」


    　なら、なぜ連れてきた……という悪態が口を衝ついて出そうになるが、不機嫌にさせそうなので口を噤つぐんだ。


    　しかし、咲月は顔だけで陽はる翔との真意を見抜いたらしい。


    「こういうのはね。好きな男にプレゼントされるのがいいの」
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    　その言葉を聞いて固まる陽はる翔と。


    　咲さ月つきはあっけらかんとした顔だ。もう何も隠していない。頬ほおがほんのりと赤く染まっているだけだ。


    「お、お、お……お前、そういうことを平然と……」


    「何よ。ここで嘘うそ言っても仕方ないでしょ」


    「も、問題はそこじゃなくてだな」


    「うだうだ言わないの。事実なんだからどうしようもないでしょ。だからほら。早く私のために、ちょっとでも役立つアクセ買ってよ。それで私はやる気が出るんだから」


    「……もしかして、六年前にアクセサリーを使わなかった腹いせか？」


    「知ーらない」


    　何とも表情の読めない咲月から目を逸そらし、陽翔は棚に並ぶ商品を見渡した。


    　注目するように眼めを凝らすと、長方形のホログラフィックインターフェースが現れ、商品名と効果、値段などが一覧で表示される。


    「お。これなんかどうだ。火属性のセンスの効果補正プラス２パーセントだってよ」


    　陽翔が見つけたのは、無骨なリング。


    　ルビーのように赤い、大きめの宝石があしらわれたものだ。


    　それを見た咲月は、絵に描いたような不満顔になる。


    「ダメ。デザインがどう見ても女の子向けじゃないし」


    「あのな……。だからそっちのセンスには期待するなっての」


    「もう少しいいの選びなさいよね。あんた、旭姫あさひのアクセこういう風に選んでたら、あの子も呆あきれるわよ」


    「んなこと言われてもな……」


    　確かに微妙そうな旭姫の表情が脳裏に浮かんだ。愛想笑いをしている。


    「あの子を助け出すなら、未来を想像しなさいよ。決めるときにダサい指輪プレゼントされたら、百年の恋も冷めるわ」


    「……容赦ないな、お前は」


    「振られたのに、なんで遠慮しなきゃいけないのよ」


    「お前、その前から遠慮なかっただろ」


    「何ですって！」


    　咲月の目が吊つり上がる。


    　いかにも怒ってます、というように。


    　しかし、本気で怒っているわけではないことは、陽翔でもすぐに察せられた。傍はたから見ればただの痴ち話わ喧げん嘩かだ。


    「これとかどうだ」


    「どれどれ」


    「この腕輪。七種類の石が北斗七星みたいに並んでるやつ」


    「へー……。ふむふむ」


    　ひとしきり形状を眺めてから、咲さ月つきは手首に試着する。


    　そして嬉うれしそうに見つめた。


    「効果もいいわね。これにするわ。お会計はこっちの人にお願い」


    『畏かしこまりました』


    　咲月に言われたＮＰＣの店員は、陽はる翔とに近づいて金銭を要求するように手を差し出してくる。


    「はぁ……ほれ」


    　二千ユロを支払うと、店員は『ありがとうございました』と頭を下げた。


    　先ほどまで表示されていたインタフェースの商品札が消え、正式に咲月の所持品となる。


    「ま、役に立つかどうかはわからないけど、ありがたくもらっておくわ」


    　咲月が腕輪を右手につけて、嬉しそうに微笑ほほえんだ。


    「へいへい」


    　商品を見終わったふたりは、店の外に出た。


    　約束の時間まではまだまだ一時間以上余裕がある。


    「さーてと、どこに行こうかな」


    　大通りに戻ってから、咲月が周辺を見渡した。《リユニオン》自体は朝の時間だが、街はまるで昼間のように盛況だ。


    「中途半端な時間なんだよな」


    「時間の潰つぶし方なんて限られてるし、適当なお店に入りましょ。スイーツのある店がいいかな」


    　陽翔の意見も聞かずに、ずんずんと大通りを北へと進んでいく咲月。陽翔はやむなくそれを追いかける。


    「ああ、そう言えば、ここってまだ入ってなかったのよね」


    　しばらく歩くと、目の前にはオープンテラスもある二階建ての喫茶店があった。


    「この店でいい？」


    「いいぞ。了解」


    　咲月と陽翔が店内に入ると、店員のプレイヤーにテーブルへと案内される。


    　置かれていたメニューを見て咲月は、


    「これとこれとこれとこれ」


    　と言って、指をさして注文していく。


    　すべてケーキ類のようだった。


    「俺はこの果実水だけでいいわ……」


    　咲月の注文を見るだけでお腹いっぱいになりそうだった。


    　オーダーを取ったスタッフがテーブルから離れ、厨ちゆう房ぼうらしき場所へ引っ込んでいく。


    「ここでそんなに食って大丈夫かよ……」


    「大丈夫よ。リアルでもこっちでも、この程度で動けなくなるほど軟弱じゃないし。こっちはいくら食べても太らないのがいいわよね」


    「お前、体重気にしてたのか……」


    　太らない体質だと言っていたのは覚えているが。


    「多少は気にするわよ。その分、運動だってしてるしね。というか、あんたは食べないの？」


    「こっちで食べると、ログアウトしたときの反動が大きいからな」


    《リユニオン》でも食べ物は、普通に食べられる。


    　もちろん、ステータスを一時的に向上させるためという意味合いが大きいが、味についても美う味まいところは美味い。こだわっている者はこだわっているのだ。


    　特に天理の使い手は容易に味を操作しているし、夢境の使い手は正体は不明だが味わい深い食材を使っている。


    　洞どう窟くつに攻略で籠こもっている時に絶品の料理を食べると、気力が充実していくのを実感できる。食事って大切なんだなと思う瞬間だ。


    　どういうプログラムが組まれているのかはわからないが、ここで食べると実際に満腹感を覚える。ステータスの向上も僅わずかにあるが、何よりも満足感がある。


    　しかし、ゲームをログアウトした途端に、それが裏返るような感覚に襲おそわれるのだ。ここでハンバーグを食べれば、現実でもハンバーグを食べたくなる。サブリミナル効果に類する何かかもしれないと、昔の貴たか法のりは自分の予想を陽はる翔とたちに話していた。


    「景気づけよ、景気づけ」


    「ゲームオーバーになる前の最後の晩ばん餐さん……とかじゃないだろうな」


    　陽翔が不安そうに尋ねると、


    「馬ば鹿か言わないでよ。そんなつもりのわけないでしょ。まだ私は現実のスイーツも、《リユニオン》のスイーツも食べ尽くしてないんだから」


    　咲さ月つきは不敵に笑った。ゲームオーバーになることなどまるで考えていないように。


    　愚ぐ問もんだったな、と陽翔もつられたように小さく笑う。


    「そう言えば今頃、ふたりはどうしてるかしらね」


    　今気付いたように、咲月が楽しそうな顔で口にした。


    「貴法と希のぞみか」


    「そうそう。話が弾んでるといいけど」


    「話が弾むようなふたりじゃないと思うが」


    「そうかしら？　話すことはいくらでもあるんだし、希も自分から積極的に話せるようになったからね。今頃、貴法もしどろもどろかもしれないわよ？」


    「そういや、今日の朝、貴たか法のりのやつ、希のぞみに頼まれごとをされたとか言ってたけど……」


    「あー、その話ね。それが聞きなさいよ。あいつ、一緒に入ってからギルドメンバーに任せたらしいわ。女性の服を男の僕が選ぶべきではないって。聞いた瞬間、は？　ってなって思わず平手打ちしそうになったわ。希の苦労が忍ばれるわね」


    　咲さ月つきの愚ぐ痴ちを耳に入れながら、なんとなく気まずくなった。


    　似たようなことをしてしまっただけに何も言えない。


    「ま、まあ、紳士的な対応じゃないのか」


    「ただのへたれって言うのよ、それは」


    　貴法へのフォローも虚むなしく、咲月は容赦なく一刀両断。


    　こういう竹を割ったような性格は昔から変わっていない。というよりも、陽はる翔とたちと付き合っているうちに元に戻ったようだった。


    「それにしてもさ。今いま更さらだけど、お前もよく希を許したな。言われ放題だったのに」


    　ふと陽翔は気になっていたことを尋ねる。


    「まあ、戦ってるときは、旭姫あさひにやったことも含めて、どんだけ殴ってやろうか考えてたわよ。でも、自分を取り戻した希を見てね。ああ、変わってないんだなぁって思ったのよね。そこで引っぱたいたりしたら、私が悪者だし。あの子はホントズルいわ。庇ひ護ご欲を掻かき立てられるし。本能的に可か愛わいいって思って許しちゃうのよね」


    「そうか？　俺はすげー変わったように思ったけど」


    　特に陽翔たちにかつて苦戦したボスモンスターたちをけしかけてきたのは記憶に新しい。


    「あんたは女子に対してはホント鈍感だからね。気付かないわよ。そういうとこだけ、貴法とそっくりだわ。鈍感コンビでも組めばいいんじゃないの」


    「……あ、そう」


    　言われたい放題だったが、何も反論できなかった。


    「なんだかんだで、あの子のことはなんとかしてやんなきゃって思うのよ。もうそんなの迷惑かもしれないのにね。読モとか、私の知らない世界だし」


    「でも、六年間努力して成長したってことだろ。それはすげえって思うな」


    「まあね。何。あんたも私とか旭姫が読モで写ってたら、驚く？」


    「は？」


    「何よ、その反応は……」


    　少し傷付いた顔をしていたが、


    「おまえらはふたりとも可愛いだろ。読モで載ってても大して驚かねーよ」


    　言われて咲月は途端に真っ赤になる。


    「こ、この──バカ！　どーして、あんたはそういうことを脈絡もなく平然と言うのよ！」


    「な、なんだよ。悪口言ったわけでもないのに、なんかおかしなこと言ったか？」


    「べーつに。私の言動はおかしくないわよ。あんたがおかしいだけ」


    「ひでぇな、ホントに……」


    　咲さ月つきは頬ほおを染めながら、顔を逸そらして不機嫌そうだ。


    　どうしたもんかな、と陽はる翔とが頭を掻かいていると、


    「お待たせしました」


    　タイミングよく、注文していたものがやってきた。


    　テーブルに多数のケーキが並ぶ。ただ、現実と違い、色合いが不気味なものもある。


    　ショートケーキやチョコレートケーキ、モンブランといったカテゴリーに囚とらわれない、妙な何かとしか言いようのないケーキだった。


    　陽翔がそれだけでお腹いっぱいという顔をして、


    「食えるのか、それ」


    「ひとつはメニューに一番人気って書いてあったし」


    　蒼あおや緑という色はまだしも、輝くケーキというのは現実ではそうそうお目にかかれない。


    　ひとつは飴あめ細工なのか、あるいは別の何かなのか、色とりどりな小石サイズの宝石をちりばめたようになっている。


    　ぱっと見、綺き麗れいで芸術的ですらあるとは思うが、食欲をそそるかと言われると別の問題だ。


    「へー。なかなか美お味いしいわね」


    　だが、咲月は気兼ねなくフォークで切り崩し、口に運ぶ。


    　ゆっくりと舌で味わっているようだった。


    「……何の味がするんだ？」


    「なんだろ。果実のような、プリンみたいな、グミなのか、アンコかも……」


    　咲月の言葉を聞いても、まったく味が想像できない。


    「気になるならあんたも食べなさいよ」


    「遠慮しておく」


    　口に入れたら別の世界を覗のぞいてしまいそうで怖い。


    　しばらく、現実では見られないケーキを食べる咲月を眺める。実に幸せそうだった。


    「確かエンセファロン買いに行った時も、ふたりでこうしてたっけ。その頃に比べると、随分と状況も変わったよな」


    「そうね。あの頃は貴たか法のりも拗こじらせてたし、クライヴはいないし、希のぞみも入ってきてないし。〝スバル〟復活なんて夢のまた夢って思ってた」


    「六年の壁は大きかった……はずなんだけどな」


    　高校二年の夏休みになって、すべてが〝スバル〟復活のために動き出して。


    「一か月経たたないうちに全員が集まって、エリシアのことを思い出して……混乱しそうなのに、心ここ地ちよくて」


    「激動とかそんな言葉じゃ済まないよな」


    「ホントよね。親に話したら、強制入院させられそう」


    「でも……たぶん、これからもっと大おお事ごとになるだろうな」


    　咲さ月つきが小さく首を傾かしげた。


    「あら。どうして？」


    「だってさ」


    　陽はる翔とはひとつ呼吸を置いてから、抑えきれないように言う。


    「旭姫あさひが、戻ってくるんだから」


    　すると咲月がクスッと笑った。


    「そうね。皆みんなどんな顔するかしら」


    「きっと……すごく驚いて、真実を知って怒って……めちゃくちゃ喜ぶんじゃないかな」


    　大騒ぎになるだろう。


    「だからこそ、勝たなきゃな」


    「ええ。負けないじゃダメで……」


    「ああ、勝つんだ。旭姫を救うために……」


    　決意を新たに。


    　陽翔と咲月は笑いながら、力強く頷うなずき合った。
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    　アジトの奥ではエリシアの動く音や、何かを叩たたいているような音が響いている。


    　咲月と陽翔が出て行ってから、貴たか法のりと希のぞみはお互い無言でじっとしていた。


    　無関心なわけではない。先ほどからチラチラと視線を交わしては逸そらしている。


    　気まずい空気が流れていた。


    　そんな雰囲気を嫌いやがって動いたのは──希だった。


    「貴法くん」


    「……なんだ？」


    「ちょっと、外に出ない？　どこかに行くわけじゃなくて、光を浴びに」


    　もしも咲月から彼女の想いを聞いていなければ、「僕はここで待ってるから、好きにするといい」と真顔で言っただろう。


    　貴法はいい加減、向き合う覚悟を決めて立ち上がった。


    「わかった。行こう」


    　そのままふたりは外へ出る。


    　朝日が容赦なくふたりを照らした。


    「今はこっちも夏なんだね」


    　陽ひ射ざしを手で遮さえぎりながら、希のぞみは空を見上げる。


    「そうだな。この大陸には四季もある。暑さにストッパーはかかっているから、不快ではないがな」


    「わたしは……夏って好きだったな。現実でもそこまで暑さを感じないし」


    「そう言えば、君は真夏でも汗ひとつかかなかったな。旭姫あさひと咲さ月つきが羨うらやましがっていた。……だが、だった……とは」


    　希は切なそうに目を伏せる。


    「旭姫ちゃんが夏に死んで……。〝スバル〟の皆みんなも仲なか違たがいして……。それにわたし自身も転校しちゃったから……どうしても色々と思い出しちゃって、今は好きって言えないんだ」


    「そう、か……」


    〝スバル〟の仲違い。


    　その引き金を引いたのは、貴たか法のりだ。


    『お前のせいで旭姫は死んだんだ』


    　未熟な感情に任せて吐いた言葉は、すべての歯車を狂わせてしまった。


    「後悔してたんだ。もし、あの時、勇気があれば……貴法くんを引っぱたくことができたのかなって」


    「ひ、引っぱたく？」


    　貴法は意表を突かれたように目を瞬しばたたかせる。


    「だって……ひどい台詞せりふだったもの」


    　希は当時を思い出すように、厳しい顔付きになった。


    　貴法もそれを見て、小さく息を吐く。


    「……否定はしない。陽はる翔とに殴られても文句は言えなかった」


    　一方的に、陽翔を悪者にした。


    　自分は悪くないと思い込むための現実逃避。


    　自身の弱さが生み出した、過去の後悔。


    「でも……わたしはそれをただ見てただけで……。ふたりともすごく傷付いてたのに、自分が傷付きたくないからって、何もせずに傍観者でいた。転校するまで時間もあったのに……。わたしも、同罪だよ」


    　後悔するように俯うつむく希。


    　もし、あの時に戻ることができたら──。


    　正しい道を進めていたかもしれないと、思っているかのように……。


    「結局、自分のことしか考えられなかったのは、わたしも同じ」


    　胸に手を当てて、ギュッと拳こぶしを握る。


    「今もそう。再会した時に陽はる翔とくんや咲さ月つきちゃんにもヒドいこと言っちゃったし。貴たか法のりくんのことを、言えないよ」


    「僕が言うようなことじゃないが……人は感情の生き物だ。そこからは逃のがれられない」


    「……かもしれないね」


    　そう言って、希のぞみは貴法を見据えた。


    「結局、わたしは貴法くんのことを忘れられなかったもの」


    　上品な笑みを浮かべて。


    　貴法は少し恥ずかしくなって目を逸そらす。


    「……正直なところ、僕は君に好かれるようなことをした記憶がないんだが」


    「ううん。会った頃からずっとあなたは助けてくれたよ。ひとりで掃除してた時も、上級生に絡からまれた時も、プールで溺おぼれた時も……」


    「陽翔だって、君を助けただろう？」


    「そうだね。陽翔くんも優しいから……。でも、現実で弱かったわたしをずっと守るように気を配ってくれてたのは、いつだって貴法くんだったから」


    　気まずくなったのか、誤ご魔ま化かすように頬ほおを掻かく貴法。


    「常に厳しいことを言っていた記憶もあるぞ。ぼやぼやしすぎだとか、注意力が足りないとか、本気を出していないとか」


    「だけど、わたしをいつも待ってくれてた。先に行く皆みんなを引き留めて、わたしが来るのを……」


    「それは……」


    「わたしはもらうばっかりで、貴法くんに何も返してなかったなぁって、転校してから気付いたんだ」


    　申し訳なさそうな表情を浮かべる希。


    　すると貴法は目を見開き、それから首を振った。


    「それは違う。希」


    「え……」


    「言ったはずだ。僕は常々、君を尊敬していたと」


    　貴法は何かを思い出すように、空を見上げる。


    「正直なところ、君の行動には常に疑問が付きまとった。自分の欲望に素直だった旭姫あさひや陽翔と違い、君はいつも一歩下がって人の望みを優先していただろう」


    　自分を殺して、他人のために。


    　言うのは簡単だが、決して楽なことではない。


    「当時は……いや、今もか。僕には他者への思いやりが欠如していたからな。だから、それがとても尊いように思えた。もし、君のようにふるまう度量があれば、陽翔にあんな言葉をぶつけることもなかっただろう」


    　思えばそれが、父が私立小学校の入試に不合格となるよう手を回した原因なのだろう。


    　今だからこそわかる。あの頃の貴たか法のりは、人への気遣いが著いちじるしく欠けていた。


    「住む世界が違うのだと思ったよ。絵本のような綺き麗れいな世界にいる君に、僕のような人間が近づいたら、君を怪け我がさせてしまうんじゃないかって」


    　すると、希のぞみは「違うよ」と小さく呟つぶやいた。


    「わたしは綺麗なんかじゃないよ。ずっと嫉しつ妬としてた。旭姫あさひちゃんに、咲さ月つきちゃんに……自分の持っていないものを持ってる皆みんなに」


    　訥とつ々とつと語る希。


    「いつまで経たっても自信が持てなくて、だから自分が望みを叶かなえるよりも、他の皆が望みを叶えて楽しんでるほうがよかったの。そのほうが嬉うれしかったし……楽だったから、そうしてただけ。ただ、わたしは面倒を避けて、逃げてただけなの」


    　仕方なさそうに笑う。


    「でも、もうやめたんだ」


    「自分の望みを叶えることを優先する、ということか？」


    「ううん、違う。自分の望みも叶えるの。そして、他の皆の望みも叶える。そうすれば……きっと、もっと楽しいから」


    　貴法はきょとんとした顔をして。


    　それからすぐに楽しそうに笑った。


    「そう、だな。その方が楽しそうだ」


    「うん。だからね……」


    　隣に立っていた希が、貴法の前に行き、ぐっと近づく。


    　そして、両手を掴つかんだ。


    「それを……貴法くんにも手伝って欲しいなって思うんだ」


    「の、希……」


    「ダメ、かな？」


    　貴法は首を振る。


    「ダ、ダメということはない」


    　それを聞いて希ははにかむように笑い、


    「よかった」


    　と、耳をくすぐるように囁ささやいた。


    　貴法は彼女の積極性に驚くばかりで、まだまだ彼女を見ていなかったのだなと痛感する。


    　彼女の変化を改めて実感し、ようやく再会できたのだというように、感慨深い表情を浮かべていた。


    



    
      ◇　　　　　◇　　　　　◇

    


    



    　陽はる翔とと咲さ月つきのふたりが予告した時間通りにアジトへ戻ってくると、座っていた貴たか法のりと希のぞみの頬ほおがほんのりと赤かった。


    　なんとなく何かがあったことを察して、咲月が微笑ほほえむ。


    　希もそれに気付いて、小さくウインクを返した。女子たちだけの秘密と言いたげな仕草で、陽翔にその意図がわかろうはずもない。


    「戻ってきたようだね」


    　陽翔たちが座ろうとしたタイミングで、エリシアが転送装置の部屋から顔を覗のぞかせた。


    　全員を確認すると、無言で手招きする。


    　中に入ると装置の模様に上書きするように、淡い光で複雑な魔法陣が描かれていた。


    「これは……」


    　貴法が眼鏡めがねの位置を直しながら、つぶさに見る。


    　しゃがみ込み、魔法陣に触れて天理で確かめながら、難しい顔をしている。


    「未来のフェーズ昇降用のプログラムさ」


    「なによ、それは……」


    「未来が人のランクによってフェーズごとに分かれているという話はしただろう。フェーズ間は特殊なプログラムを使うことでしか移動できないんだ。そして、『狭はざ間ま』というのは、わたしたちのいるここよりもフェーズランクが上になってるんだよ」


    「つまり僕たちの上流にあるということか？」


    　貴法の言葉にエリシアは頷うなずく。


    「そういうことだね。下流は恩恵を受けられるときもあるが、下流が嫌いやだからと言って、簡単に上に移動できたりはしないんだよ、わたしたちの時代は」


    　皆が黙り込む。エリシアはふうとひとつ息を吐き、


    「……未来の話は置いておこう。重要なのは現在の話だ」


    　真剣な表情で全員を見渡す。


    「さて、『狭間』へのゲートが開くまで残り一時間だ。少々、ここでわたしたちの目的を明確にし、向こうでの作戦を練っておきたい」


    「作戦はいいが……そもそも向こうがどういう状況なのかも僕らにはわからない。そこを聞かないと、策の立てようもないぞ」


    　貴法が指摘すると、エリシアは頷いた。


    「『狭間』は無味乾燥な、暗くて石の迷路のようになっている場所だよ。ただ、様々なプログラムを走らせてる影響で常に構造が組み変わる」


    「行ったことがあるのか？」


    「……六年前、〝グノーシス〟が旭姫あさひを捕らえた場所がそうだったからね。加えて言うと、希のぞみもそこで捕らえられている」


    「そうだったのか。じゃあ、エリシアが旭姫を助けてる時の映像は……」


    「ああ。あれが〝狭はざ間ま〟だ」


    　エリシアはこくりと頷うなずく。


    「予測不能で組み替えられるダンジョンを探索しながら、私たちは旭姫を捜す必要があるってわけね」


    　咲さ月つきが神妙な顔でそう言うと、エリシアは首しゆ肯こうした。


    「さて、話を続けよう。仮に旭姫を見つけられたとしても、彼女はおそらく意識を奪われているはずだ。動けない状況にある」


    「それって……あの第二者、ナハシュって人に？」


    　希が厳しい目付きに変わる。


    　希を洗脳したのがあの男であるだけに、その憤いきどおりが雰囲気で伝わってきた。


    「おそらく。やつこそは未来に於おいてもセトの右腕であり、比類なきセンスの使い手だ。心奏と変幻のデュアルセンス。旭姫の意識を取り戻すためには、やつにセンスを解かせるか……」


    「あるいは、ナハシュをゲームオーバーにするしかない、ということか」


    　貴たか法のりは不機嫌そうに漏もらす。希だけではなく旭姫まで。大事な仲間を毒牙にかけた敵に対して、強い不快感を抱いている口調だった。


    「旭姫を助け出すだけであれば、戦いを回避することに徹してもいい。わざわざ敵に有利な場所で戦う必要もない。だが、旭姫をそこから救えたとしても……」


    「〝グノーシス〟から狙ねらわれることは変わらない……というわけか」


    「どう足あ掻がいても、セトとの戦いは避けられない。どれだけ逃げても、セトは旭姫を付け狙ねらうのだからな」


    　エリシアが歯は痒がゆそうに、歯を食いしばる。


    「セトに勝つためには正直なところ、わたしの封印の力だけではまだまだ足りないように思う。陽はる翔との闘気でも心こころ許もとない。もちろん、力を取り戻した七星剣プレアデスがある以上、前回と同じような展開にはならないが──それでも、真正面から戦って勝つのは……厳しい」


    「わかるのか？」


    「未来で戦った時のやつは尋常じゃなかったからね。わたしは……そこで大事な人たちを失った。今でもあの光景は夢に見る……」


    　身体からだを両腕で抱くようにして、ぶるっと身震ぶるいするエリシア。過去を思い出しているのか、苦く悶もんの表情を浮かべていた。


    「だが……旭姫を目覚めさせてしまえば別ということだろう」


    　貴法が言うと、それを咲月が補足するように続ける。


    「〈未来視プロフエアータ〉ってことね」


    　エリシアが頷うなずき、


    「そうだ。旭姫あさひの意識を取り戻し、封印石の記憶を彼女に戻して、〈未来視〉を完全覚かく醒せいさせる。彼女に、正しい未来を選んでもらえれば……それですべての運命は決まる。その間、彼女を守りきれば、わたしたちの勝利だ。〈未来視〉は歴史すら操作できる決定的なセンスであり、セトですら、そこに介入はできない」


    　そこで貴たか法のりは難しい顔をして唸うなる。


    「エリシア。セトのセンス……あれは何なんだ。少なくとも六種の系統では説明がつかない」


    　前回、手も足も出ずにやられたことを思いだしたのだろう。苦々しい声だった。


    　その言葉にエリシアは、小さく息を吐く。


    「神覚……と呼ばれるものだ」


    「神覚、だと？」


    「現状の六種には収まりきらない特殊なセンスだ。旭姫の持つ〈未来視〉もこれに当たる」


    〈未来視〉が心奏では不可能なことは、すでに説明されている。


    　エリシアと再会した時に伝えられていたのだ。


    「これに関してはまだ正体を完全には掴つかめていない。一説には世界に干渉する能力……とも言われているよ」


    「世界への干渉……。さながら、ゲームの開発者が中の世界を弄いじるようなものか」


    「そう。わたしたちがやつに受けた攻撃は氷山の一角ということだ」


    　改めて敵の強大さを噛かみしめる。


    　六種はあくまで世界のルールの中で扱うセンス。


    　しかし、神覚はそのルールの外にあるセンスとしか思えない。


    　だからこそ、セトに打ち勝つためには、同じ神覚の旭姫の力が必要となるのだろう。


    「あの攻撃の理屈だけでも知っておきたいわ」


    　咲さ月つきが悔しそうに漏もらす。


    　貴法もまた苦い顔をしていた。


    　陽はる翔とも気持ちは同様だ。


    　確実に避けられないであろう攻撃を、無効化されたのだから。


    「……あいつの攻撃は薄々だけど、わかってる」


    　陽翔がそう言うと、皆が目を見開いた。


    「わかっていたのか？」


    　エリシアが意外そうに呟つぶやく。


    「俺が真っ先に攻撃を喰くらったからな。俺と同じように攻撃を喰らってたら、たぶん咲月も貴法も気付いたと思う」


    　陽はる翔とは真剣な表情で続ける。


    



    「あいつは過去に戻って、俺たちの攻撃を無効化したんだ」


    



    　咲さ月つきと貴たか法のりが揃そろって驚きの表情を浮かべた。


    「まさか……」


    「そんなことが……？」


    　しかし、すぐにハッとした顔を見合わせる。心当たりがあるかのように。


    　陽翔は頷うなずき、


    「俺たちが喫茶店で喰くらったセンスは覚えてるだろ？」


    　時間を先に送られて、まるで未来に行ってしまったような現象。


    　それからすぐに元の時間へ戻ってきたが、何もかも不可思議な事態だった。


    　しかし、今ならわかる。


    「あれから推測すれば、やつのセンスは時間に関するもんだろう」


    「だが、それでなぜ過去に戻ったと言える？」


    　貴法が訝いぶかしげに尋ねた。さらにセトのセンスを暴こうとするかのように。


    「まずは俺たちの連係攻撃が、跡形もなく打ち消されたことだ」


    　陽翔がセトと対たい峙じし、貴法と咲月と共に、連係攻撃を仕掛けた時。


    「あの時放った〈獅閃・烈エストレヤ・ペサーロ〉は、完全に発動してた。どう足あ掻がいても攻撃は決まる。仮に何らかの形で回避できたとしても、その痕こん跡せきが周囲のどこかに残っているはずだ。だが、それがどこにもなかった」


    　陽翔はさらに説明を続けた。


    「あと、もうひとつ。俺の身体からだに攻撃を喰らった感触が残ってたことだ」


    「そりゃ、攻撃を受けたんだから当然じゃないの？」


    　咲月が不思議そうに尋ねるが、陽翔は首を振った。


    「あの状況でセトから攻撃を喰らっていたら、攻撃最中ってことによるシステム判定でカウンター扱いになったはず」


    　だが、攻撃を喰らった感触はあるにもかかわらず、カウンターの処理になっていなかった。


    「通常時に攻撃を当てられたような反動だったんだよな」


    「そもそも、カウンターとなった場合、陽翔が生きているわけがない……ということか」


    「〈獅閃・烈〉のダメージを返されたら、そりゃ俺は間違いなくゲームオーバーだ」


    　貴法が得心がいったように、目を瞬またたかせる。


    「つまり過去に戻って、僕たちが攻撃する前にそれを打ち消したというのか……？」


    　貴法の言葉に、陽翔は頷いた。


    「俺の考えが正しければな。あいつに聞こうとしたら、『考えている通りだ』って返されたし。やつにとってはバレても、さして問題のないセンスなんだろう」


    　貴たか法のりが大きく息を吐く。


    「そういうことか……」


    「過去に戻って、こちらの攻撃前に一撃を与えたところで戻る……そりゃこっちは何もできないわよね」


    　エリシアが満足そうに頷うなずいた。


    「そう。それがやつのセンスのひとつ、〈時遡コンストラクタ〉だ。未いまだにわたしたちの未来世界では、一度も破られていない。過去に戻って相手を無力化し、その結果を現在へと引き寄せることで、相手の攻撃をなかったことにしている」


    　咲さ月つきが唇くちびるを尖とがらせて、頭を悩ませている。


    「……とんでもないわね。でも、ネタが割れているなら対策の立てようはあるわ」


    「うん。ちゃんと準備しておけばどうにか……」


    　話を聞いて、俄にわかに活気付く。


    「頼もしいね。だが、やつはそれだけではない。〈時遡〉以外にも、危険なセンスがある」


    　アジトが静まり返った。


    「それでも攻撃を知っていれば、多少は有利になる。わたしたちのセンスを重ねれば、もしかしたら封じることができるかもしれない。未来でわたしと仲間たちが喰くらった攻撃を今から伝える。覚えて対策を立てていこう。出発の時間まで……」


    　その言葉に、全員が覚悟を決めたように頷く。


    「神覚だかなんだか知らんが、絶対に破ってみせるぜ」


    　陽はる翔とは拳こぶしを握って、自信満々にそう言いきった。


    



    　一時間後──。


    　作戦会議も終わり、すべての準備が整ったところで、全員が転送魔法陣の中に入っていた。


    《リユニオン》では昼を迎えたが、時刻は現実で十八時。


    『狭はざ間ま』への門が開いたであろう時間だ。


    「準備はいいかな、皆みんな」


    　エリシアが言うと、皆が迷うことなく頷く。


    「……クライヴは間に合わなかったわね」


    　咲月が溜ため息いき混じりに漏もらす。


    「覚かく醒せいに失敗したのか、あるいはゲームオーバーになってしまったか……」


    　貴法が不吉なことを言う。


    　だが、あり得ないわけではないだけに希のぞみの表情も暗かった。


    「……行こう」


    　切り替えるように陽はる翔とが言う。


    　もちろん本心ではクライヴがいないことが、どれだけ心に大きな穴を開けているのか。それは全員がわかっている。


    　ただ、彼は約束を破るような男ではない。


    　ここで終わるようなら、彼はとっくのとうに消えていたはずだ。


    「残念ではあるが……時間がない。ここが開いているのは、僅わずかな時間だけだからね」


    　エリシアが急せかすように言う。


    「大丈夫。彼は……必ずわたしたちを助けてくれる。だからこそ、わたしが最初に接触したんだからね」


    　皆、顔に未練を残しつつも、頷うなずくしかなかった。


    　それを見たエリシアが魔法陣に手をつく。


    「ゲートウェイ、オープン。アクセス。プロトコルコンバート。アースリティ、フォーゲリィ」


    　何事か言葉を呟つぶやくと、魔法陣が強く輝き出す。


    　赤、青、黄、緑……様々な色が螺ら旋せん状に混じり、重なり合い、また上書きされていった。


    　すべての色が連なり、白の輝きが陽翔たちを包んだその瞬間──。


    〝スバル〟の六人は、魔法陣の上から掻かき消えた。

  


  
    ［間章　追憶　～the side of "Subaru" act.1～］


    



    　デジタルで構築された、もうひとつの現実アナザーワールドである《ユニオン》。


    　クライヴが陽翔たちのパーティに加入してしばらくした頃──。


    「ようやく貯まったな」


    　パーティ全員の資金であるユロの合計数を確認する。


    　約五万ユロ。


    　ある目的を達成する時が来た。


    「これでアルトガーデンに土地が買えるのね」


    　咲さ月つきも笑みを浮かべている。


    　全員の表情が達成感に満ちていた。


    　すべては、拠点となるギルドホームを作るためのものだ。


    「いやはや。キツかったねえ。装備はなけなしのものしか買えないし。ナイフが買えないから、石からナイフを作る変幻が随分と上う手まくなっちまったもんだぜ」


    　そう言って適当な石を拾って、鉄のナイフに変化させるクライヴ。彼は元々、二刀流のナイフ使いだったが、ここに来てナイフを投げる戦い方がメインになるなど、スタイルも随分と変化していた。


    「俺の防具も、かなりガタが来てるんだぞ。鉄すら買えないから、竹を使ってさあ。まあ、こっちの方が軽くて動きやすいから性に合ってるけど」


    　陽はる翔との防具もボロボロだ。元は鉄の鎧よろいを着込んでいたが、今は竹を使った防具で代用している。せめて革製品にしたいところだったが、それでも値段が高いため、目標額が貯まるまでは我慢の日々だった。


    「あたしもいっぱい、モンスター解体したんだよー。いっぱい、部位集めて。もう絶対に蜘く蛛もの解体とかイヤだからね！」


    　モンスターから取れるドロップ品は、貴重な収入源だ。だからこそほぼ全員が解体に加わっている。


    「ご、ごめんね。さすがに、わたしは……解体とか、無理だから……」


    　希のぞみはどうしてもそれができずに、夢境で生み出した素材を細々と売っていた。ただ、実際のところ、実入りが一番よかったのは彼女だったが。


    「何にせよ、拠点が作れれば、冒険の効率も上げられるだろう。店を開くのもいいかもしれない。最近になって魔力渦動トラベルドアの原理もわかってきて、それを応用した転送も実用段階に入ってる。可能性は間違いなく広がるはずだ」


    　貴たか法のりの言葉に皆が沸き立つ。


    　そして、陽翔たちはアルトガーデンの土地を管理する街土省へと向かい、前々から狙ねらっていた目抜き通りの土地を申請しようとしたが……。


    「取られた!?」


    　貴法の驚きの声が建物の中に響く。


    「すでに、〝リエンド〟というギルドが二か月ほど前に購入しております」


    　ＮＰＣの受付は抑揚もなく答えた。


    　リエンドは夢境や変幻、天理による素材の売買で商売をしてきた新進気鋭のギルドだ。かなりの人数を擁ようしており、今、《ユニオン》の中では最も多いのではないかと言われている。


    「だ、だが、あそこには建物が二か月も建っていないじゃないか。使っていないってことだろう。それに〝リエンド〟は他にも土地を持っていたはずで……」


    「ですが、購入は事実です」


    「じゃあ、他の土地は……」


    「ここ数日で、余っていた土地もすべて〝リエンド〟が購入しておりますね。ギルドホーム用の土地は、もうアルトガーデンにはございません」


    　結局、念願のギルドホームの話はご破算となってしまった。


    



    　アルトガーデンの目抜き通りを歩く陽翔たち。


    　旭姫あさひは難しい顔をしており、希のぞみは俯うつむいている。クライヴは「ま、しょうがないよね」と、そこまで執着はしていなかったようで、手を頭の後ろに組んで気楽に歩いている。


    　そして、貴たか法のりと咲さ月つきは、これまでやってきたことがすべて無駄になったのだと、ショックを隠せないようだった。


    「土地を買い占めだと……？　許せん。〝リエンド〟め。いつか絶対に叩たたき潰つぶしてやる」


    　貴法は物騒なことを呟つぶやいている。


    「ホントに。欲張りすぎよ」


    　咲月も怒り心頭な様子だ。手持ち無ぶ沙さ汰たなのか、鞭むちを地面に叩きつけている。


    　ふたりして、〝リエンド〟に殴り込みに行きそうな勢いだった。


    「やれやれ。おだやかじゃないね」


    「これまで苦労してきたからなぁ」


    　クライヴの苦笑に、陽はる翔とが仕方なさそうに返す。


    　それを聞いてクライヴがニッと笑った。


    「それにしちゃ、陽翔はさほど落ち込んでないじゃないか」


    「ま、普通にギルドホームってのも味気ないって思ってたし」


    　貴法や咲月がほしいと言っていたし、確かにあって困るものではないため、陽翔も特に反対はしていない。


    　ただ、もっと何かあるのではないかとひそかに考えていたのは確かだった。


    　そして、それは頭の中で纏まとまりつつある。顔がにやけ始めていた。


    　それに旭姫が目め敏ざとく気付く。


    「陽翔。もしかして、何かいいアイデアあるの？」


    「おう、あるぜ。たった今、思いついた」


    　すると、貴法と咲月が不機嫌そうに陽翔に顔を向ける。


    「なんだ。別の大陸にでも行こうというのか？　あっちは無理だぞ」


    「行くのだって大変だし、まだ街路すら整備もされてないらしいし、それなのに土地代は高いし。街もまだほとんどできていないわ。開拓が間に合っていないから仕方ないけど」


    　だが、陽翔は首を振った。


    「違う違う。このノアキス大陸で、だよ」


    「もう土地はないと言ってるだろ。それとも辺境の村にでも作るつもりか？　そもそも立地がいいから、アルトガーデンにしようと……」


    「だから、違うって。もっとさ。俺たちらしいことがあるだろ？」


    　陽翔はワクワクしたような口調で、早く気付いてくれよと言わんばかりだ。


    　痺しびれを切らしたように咲月が陽翔に迫った。


    「早く言いなさいよっ！」


    　そして、陽はる翔とは満を持して発表する。


    



    「秘密基地を作ろうぜ！」


    



    　そんなことを、得意げに言い放つ。


    「アルトガーデンから少し離れたところに切り立った崖がけのある森があるだろ。あそこからなら、いろんな場所に行けるしな！」


    　皆の反応は二分された。


    「面白そう！」と旭姫あさひは目を輝かせており、クライヴは「そう来たか！」と楽しそうにケタケタ笑っている。


    　貴たか法のりと咲さ月つきは、呆ぼう然ぜんとして口を半開きにしたまま沈黙していた。希のぞみも理解できずに首を傾かしげている。


    「ま、待て！　ひ、秘密基地を作る？」


    「そうだよ。あの森の中に、旭姫が見つけた大きな窪くぼみのある崖があっただろ？　住めそうだね、とか言ってたアレな。あそこをもっとくりぬいて、俺たちの拠点にしようぜ。俺たちならできるし、その方が俺たちらしいだろ？」


    　貴法が慌あわてて確認するように尋ねるが、陽翔は本気の口調だった。


    　アルトガーデンでギルドホームを作るつもりでいた貴法や咲月にとって、その発想は想定外だったようで、まだピンと来ていないらしい。


    　だが、旭姫とクライヴは、


    「賛成！　作ろう！　それってオンリーワンな感じでワクワクする！」


    「ギルドホームは作らなくてもいいじゃん。別にオレたちは、ギルドとして大きくなるつもりもないんだしさ」


    　と、陽翔に乗っかった。


    　貴法と咲月も皆の雰囲気に絆ほだされて、少しずつ前向きになる。


    　そして、作れるのかどうか、まずは試してみようということになり──。


    　結果的に上う手まくいった。


    　陽翔の闘気や咲月の魔導で岩を削っていき、貴法が天理で組成を操作して強固にし、クライヴの変幻で整形していく。


    　旭姫や希は使う資材を運び、彼らのバックアップに回って、手助けしていた。一度、夢境で何かできないかと模索して希はセンスを使おうとしたが、少々破壊的な事態が起こり、直接的な手出しを断念することになった。


    　中を空洞にしてからは、さらにこぢんまりとした部屋を作り、そこにテーブルやチェアを並べていく。


    　六人用の大部屋はあっという間に完成した。


    「よし。万が一、襲おそわれた時用に、この辺りに脱出用の地下通路も作っておこうぜ」


    「乗った。オレが整形していくから、ガンガン掘ってくれ」


    　瞬またたく間に、アジトはできあがっていく。


    　入り口を塞ふさぐ巨岩を成形したり、偽装のためにクライヴが外から変幻をかけたり、アイテムを入れるボックスを作ったり、他にも置物を飾る棚、中を照らせる燭しよく台だい等々……。


    　いざ作り始めるとアイデアや希望が続々と出てきて、咲さ月つきも貴たか法のりも、もうギルドホームのことなど忘れたように作業に没頭している。


    　そして、丸二日ほどかけて──陽はる翔とたちのアジトは完成した。


    「……すでにゴチャッとしてるな」


    　貴法が神経質そうに眼鏡めがねの位置を直しながら、溜ため息いきを吐ついている。


    　だが、それでも達成感が上回っているようで、やり遂げたような顔をしていた。


    「よっし！　拠点に設定して、ログインした時にここから始められるようにしようぜ」


    　陽翔が言うと、皆がインターフェースを弄いじり始めた。


    「ここが俺たちのアジトだ！」


    　もう誰も、気落ちした顔などしていない。そのことが、陽翔はすごく嬉うれしかった。

  


  
    ［第二章　終末へ至る道］


    



    　エリシアに導かれ、陽翔たちは『狭はざ間ま』に向かう。


    　ずっとジジジジジ……と、ノイズが聞こえてくる。


    　まるで何かを無理矢理こじ開けようとしている音が、遠くから響いてくるようだった。


    　それも一瞬──。


    「着いたよ。もう目を開けて大丈夫だ」


    　エリシアの声に、陽翔たちが閉じていた目をゆっくりと開ける。


    　しかし、目を開けても、目を閉じても、視界にまったく変化がない。


    　どこに視線を向けても、光を吸い込むような黒。


    　ダンジョンの中とは思えない。


    　自分は本当に立っているのか？　と疑問が浮かんでしまうほどだ。


    　風も感じられないし、温度も感じられない。暑いも寒いもない。存在以外のそういったすべてを認識できないような……そんな不気味な場所だった。


    　ただ、周囲に仲間たちの存在があることはすぐにわかった。


    「皆みんな、ちゃんといるよね？」


    　希のぞみが不安そうな声で尋ねてくる。


    　傍そばにいる者の気配が希薄になるほど、ここは闇やみが濃い。


    　闘気で感知する陽はる翔との感覚まで微かすかな影響を受けている。希が不安がるのも無理からぬことだった。


    「大丈夫だ。声は聞こえている。だが、場を支配するようなこの空気は……危険だな」


    「光をつけていいのよね？」


    　咲さ月つきの鞭むちが振るわれ、光の精霊によって明かりが灯ともると、ようやく仲間たちの顔が確認できた。五人、全員が傍にいる。


    　しかし、周囲の風景はやはり漆しつ黒こくだった。


    　黒曜石のような、ですらない。


    　光の反射すら許さないような、圧倒的な黒。


    　天井も低く、強くジャンプすれば容易に手のひらがつく。


    　未知の暗黒物質で構成された迷宮のようだった。


    　今は丁ちよう度ど、フォークのような形となった分岐路のある小部屋にいた。


    　貴たか法のりがガントレットをつけた腕で壁に触れ、天理での解析を試みる。


    「不可思議な物体だが、構造的には石と変わらないな。破壊自体は可能だが、一定以下の密度にされると、即座に戻る特性を持っているようだ。壊して進むのは避けた方がいい。石の中に閉じ込められるかもしれない」


    「要するに普通のダンジョンみたく探索しなきゃ駄目ってことか」


    　陽翔がまとめると、エリシアがこくりと頷うなずく。


    「様々なテストを行うために迷宮化してる。変更への耐久性を保つために、この壁自体がカプセル化されていて、こうなっているんだよ。要するに常にプログラムが変化しているから、何が起こっても不思議じゃない。突然、このダンジョンが形を変えることもあるだろうね」


    「あの希が作った城みたいに、センスが使えないようなエリアじゃなければいいわ」


    「あ、あれはわたしがそうしたわけじゃないから……」


    　咲月の言葉に、希が慌あわてて言い訳をするように返した。


    「ここはセンスの実験をする場でもある。センスを使えなくするような真似まねはできないし、しないだろう。運営に差し支えるだろうからね」


    　エリシアが補足すると、皆が安心したように小さく息を漏もらす。


    「センスが万全に使えるなら問題ないぜ」


    　陽翔は白金の闘気を纏まとった。目を閉じて、周囲を探る。


    「……モンスターの気配はないな。人──プレイヤーの気配はぽつぽつある」


    「〝グノーシス〟のメンバーだろう」


    　忠告するようにエリシアが言うと、貴法が厳しい顔で疑問を呈した。


    「ここで何をしてるんだ？　センスの実験やテストか？」


    　エリシアは首しゆ肯こうする。


    「この時点でセンスが様々な形で研究されているのは未来でも明らかだった。六種のセンスをどう社会に役立てるべきかという考察も行われている。魔導で天候を操る手段や、心奏による支配、夢境によるエネルギー生産とかね」


    「……ゲームという形で誤ご魔ま化かしているとはいえ、そこまで大規模な計画が秘ひ匿とくできているのは、例の第二者ナハシュが原因か？」


    「そう。センスの研究を行っている者やゲームの開発者たちは等しくナハシュの洗脳を受けている。情報が漏もれないのは、そのせいだろうね。彼らには先進的なゲームを作っているという認識しかないだろうね」


    　貴たか法のりは小さく舌打ちする。エリシアは続けて、


    「そもそも彼らには〝グノーシス〟のメンバーであるという自覚すらない。適度な自由と、偽いつわりの記憶を与えることで、この世界を満喫させているのだからね」


    　つまり彼らを倒したところで意味はないということだ。


    　元凶──ナハシュとセトを倒さなくてはならない。


    　そこで咲さ月つきが真剣な目つきで陽はる翔とに尋ねる。


    「それで、陽翔。旭姫あさひの気配はある？」


    「まだ捉とらえられないな……。そもそも今のあいつって気配を捉えられるのか？」


    「難しいところだね」


    　エリシアが悩ましそうに言う。


    「陽翔の闘気は、自我の放つ気配を受け取るようなものだからね。自我を消されようとしている場合、少々厳しい。消えかかっているものを探れば見つけられるかもしれないけど、それを捉えるのは骨が折れるはずだ。もっと近づけば気配を強く感じられるかもしれない」


    「オーケー。わかった。骨ぐらい、いくらでも折ってやる」


    　陽翔は力強く頷うなずいた。


    　──絶対に助けてやるぞ、旭姫……！


    　自然と拳こぶしに力が入る。


    「でも、ここ。なんていうか、分岐が多そうな迷路だよね……」


    　希のぞみが視線を巡らせながら呟つぶやく。


    「そもそもここはレベルデザインしたダンジョンでもなんでもないからね」


    　エリシアがそう言うと、次に貴法が補足する。


    「紙に書くような迷路は非常に複雑だが、一般的なゲームのダンジョンというのは俯ふ瞰かん的に見ると、分岐路の多いものにはなっていない。だが、ここは紛れもなく迷宮なのだろうな」


    「その上、脈絡なく通路が変化するかもしれないわけだろ。どうやって動くのがいいんだ？」


    　陽はる翔とはいつになく頭を悩ませる。


    「通常の迷路ならば左手の法則でも使えばいいのだがな」


    　貴たか法のりの溜ため息いきに、咲さ月つきが被かぶせるように言った。


    「左側の壁に手をついて壁沿いに進む方法ね。でも、あれは入り口と出口が一か所なら使える手段でしょ。旭姫あさひの発見と救出、そしてナハシュの打倒……やることが多いし、それじゃ時間がかかりすぎるわ」


    　とはいえ、今のままではどうしようもないのは確かだった。普通に踏破するには、人手も時間も足りなすぎる。


    「つまり、迷宮内を探っていく人がいればいいんだよね？」


    　希のぞみがこともなげに言う。貴法は悩ましげに、


    「そういうことではあるが、頼れるプレイヤーがいるわけでも……」


    「なら、わたしの出番だよ」


    　希が床に手をつき、何事か呟つぶやき始めた。


    「〈無限召喚エタニテイドライブ〉」


    　魔法陣が平面に描かれ、線に沿って光が輝く。


    　その上に、小さくファンシーな使い魔たちが現れた。形としては蟻ありで、まるで虫のようだった。


    　瞬またたく間に、乗算するように数が増えていく。三桁けたや四桁ではきかないほどだ。


    「踏み潰つぶしちゃいそうで怖いわね……」


    　咲月が見下ろしながら、蠢うごめく彼らを見る。


    「咲月ちゃん、お願いがあるんだけど……できる？」


    　希がにこやかな顔で、咲月に尋ねると、


    「……できるけど、あんた、それ処理できるの？」


    「わかんないけど……なんとかなるよ、きっと」


    「わかったわ。少し待ってて」


    　咲月が考えるような顔付きのまま、鞭むちを構える。


    「──伝えよ、キュクロープス、トール。鷹たかノ空眼」


    　二体の精霊が無数の使い魔たちに蒼あおき光を纏まとわせると、彼らから漏もれるように放たれた光が希の頭へと繋つながった。


    　その光が少しずつ消えていき、見えなくなる。


    　同時に、希は腕を振って指令を下した。


    「散って」


    　使い魔の蟻たちが蜘く蛛もの子を散らしたように、通路を進んでいく。


    　分岐路で分かれ、どんどんと減っていった。


    「なるほど。彼らに迷宮探索をやらせるわけか」


    　貴たか法のりが感心したように頷うなずくと、希のぞみが続けて指示を出していく。


    「今、わたしの中に少しずつ迷宮の情報が集まってる。咲さ月つきちゃんは図面用の板を、なんでもいいから出してもらえるかな？　手に持てる程度で」


    「了解。──据えよ、シェリダー。鋼はがねの正盤」


    　咲月の前に、鋼の板が現れる。


    　次に希はエリシアに顔を向けた。


    「エリシアちゃんは心奏で、わたしの心の中にある情報を貴法くんに渡して」


    「承知した。貴法。準備はいいか？」


    　貴法はすべてを察したのか、咲月の出した板に触れる。


    「なるほどな。センスによるマッピングというわけか」


    　鋼板に置かれた貴法の手が微かすかに煌きらめく度に、板が次々と削られて線が描かれていった。迷宮の分岐が明らかになっていく。


    　すると、陽はる翔とも何かを思いついたように、エリシアと貴法を見た。


    「エリシア、貴法。俺の闘気で感じてる気配もこれに映せるか？」


    「可能だ。では、陽翔。君の心も探らせてもらおう」


    「座標だけであれば問題ない」


    　エリシアと貴法が頷く。


    　板には陽翔の察知しているプレイヤーの情報も点によって描き出され、迷宮の全ぜん貌ぼうが少しずつ曝さらけ出だされつつあった。


    　全員のセンスをコラボして作りあげた、即席のマッピングだったが、思いの外ほか上う手まくいっている。


    「現状、フォークの先側は全部行き止まりね」


    　咲月が鋼板を見ながらそう呟つぶやく。


    「逆に持つ方の先は、大きく広がってるわね。部屋っぽいものもあるし、少なくとも旭姫あさひがいるとしたらこっちだと思うわ」


    「同感だ。旭姫を捕らえておく場所は、間違いなく多数の機材が置かれている。彼女は大きな水槽に捕らえられているからね。広くなければ無理だろう」


    　エリシアが言うと、全員が頷き合う。


    「ならば、この鋼板を描きながら行こう。変化があり次第、その都つ度ど、対応していくぞ」


    　貴法の言葉に、陽翔は「ああ」と返し、踵きびすを返してフォークの持ち手側へと歩いていった。


    　陽翔を先頭に迷宮を進んでいく。


    　板には今もリアルタイムで、構図を広げるように図面が描き出されていた。


    



    　複雑な迷宮内を、マッピングされた鋼板を見ながら突き進む陽翔たち。


    　鋼板は迷路を描き続けている。何万匹といた小さな使い魔たちが、あらゆる道を網羅しようと奮闘していた。


    〝グノーシス〟の研究者たちもまた、回避することができている。迷宮内は非常に複雑で一本道はほとんど存在せず、任意の地点へ行くためには幾つものルートがあった。


    「む……」


    　貴たか法のりが鋼板を見ながら何かに気付く。


    　通常の通路とは別の線が描かれたのだ。一部のみ太くなっている。


    「これは、部屋か？」


    　鋼板の一部を器用に拡大するよう削っていく貴法。


    　広い正四角形の空間。その中には幾人かのプレイヤーの気配もある。


    「おそらく作業部屋なのだろうね。試験や実験をしている場所だ」


    　エリシアの説明に、貴法が納得したように頷うなずいた。


    「ということは、ここに旭姫あさひが？」


    　だが、陽はる翔とが首を振る。


    「いや、そこに旭姫の気配はないぞ」


    　さらに、マッピング用の鋼板には次々と部屋が彫られている。


    「部屋は幾つか出てきているけど──」


    　咲さ月つきが目を眇すがめて鋼板を見ていると、丁ちよう度ど北西方向に少し離れたところに、今までのものよりも一回りも二回りも広い部屋が描かれた。


    「これは……当たりか？」


    　貴法が疑わしそうにエリシアを見る。


    　エリシアは頷きもせず、首を振ることもしない。


    「可能性はある」


    　そう、言っただけだ。


    「なら、まず行くべき場所は決まりだな」


    　陽翔が言うと、咲月が精霊を顕けん現げんさせた。


    「──導け、シャリス。天の鳥道」


    　すると鋼板に、自分たちのいるところから、目的となる部屋までの最短ルートが塗られた。プレイヤーも回避するように構成されている。


    「よし。まずはこのまま直進だ」


    　皆が走り出そうとすると──。


    　ずしりと重い、鈍い鐘の音のようなものが轟とどろいた。


    　その瞬間、鋼板の迷路がめちゃくちゃになってしまう。


    　咲月が描いていた最短ルートも、一部が切れてしまって、道を見失ってしまう。


    「どうしたんだ、希のぞみ？」


    　貴たか法のりが尋ねると、希は緊迫した面持ちで言う。


    「迷路の構造が変わったみたい」


    「この中で何かしらの処理がなされたようだね。その影響だ」


    　エリシアが小さく溜ため息いきを吐ついて補足した。


    「なるほどね。脈絡なく変化ってそういうこと」


    　咲さ月つきが納得したように頷うなずいた。


    「待ってて。使い魔たちをまた動かすから」


    　鋼板は再び、マップを描き出す。


    　特に切れたところを瞬またたく間に繋つなげていった。


    　そして、目的の部屋へのルートもはっきりと線が塗られた。


    「一旦、戻った方が早そうだ」


    　陽はる翔とたちは、引き返して線の通りに走り出す。


    「幾つか存在している広い部屋は、基本的に変化しないようだな」


    　マッピングの鋼板を見ながら貴法が呟つぶやいた。


    「実験部屋自体は動かせないのだろう。そこでの結果が通路の方に影響を与えてるんだ」


    　エリシアが説明すると貴法は頷く。


    　そして、先ほどのルート改変から十分後──。


    　再びあの音が強烈に響いた。まるでダンジョン全体を揺るがすような音だ。


    「またか……」


    　それからまたも鋼板のマッピングが修正されていく。


    「もし、希がいなかったらと思うとぞっとするわね」


    「そんなことないよ。ここにいる皆みんなのおかげで、こうしてマッピングができるんだし」


    　実際、ここで誰かひとりでも欠けていたら、迷路には迷っていたし、プレイヤーと遭そう遇ぐうして戦闘になっている可能性は高かった。


    　陽翔たちは、めげずに迷宮探索を続けていく。


    　そうして少しずつ、改変のルールについて把握しつつあった。


    　改変の内容に法則性はない。迷宮が入れ替わることが多いが、突如色が変わることもあれば、気温が変化することもある。


    　問題はそのインターバルだ。十分程度の間隔で行われている。


    　また前回の改変から十分を超え、いつ改変が行われてもおかしくない状況だった。


    「そろそろだな……」


    　エリシアが呟いた瞬間──重い鐘の音が鳴る。


    　今度は迷宮内の色が、一瞬だけ真っ赤になっただけだった。


    「次の改変までは充分な猶予がある。ようやく最初に定めた目的地に辿たどり着けるな」


    　貴たか法のりがホッとしたように息を吐く。


    　事実、部屋まではもうすぐだった。


    「……気配はひとつあるな。ただ……」


    　陽はる翔とは怪け訝げんな表情を浮かべる。


    　すると、貴法はすぐに険しい顔で尋ねた。


    「どうした？」


    「旭姫あさひのような気配がした」


    「本当か!?」


    「ああ。だけど……」


    「もうそろそろ着くよ！」


    　希のぞみの言う通り、陽翔たちは大きな部屋に出た。


    　天井の高さこそ今までと大して変わらないスペースだったが、これまでマップで見た部屋よりも遥はるかに広く、陸上競技場のグラウンドのような幅があった。


    　咲さ月つきが光量を上げると、四方の壁から通路が延びているのが見える。鋼板に刻まれている通りだ。


    　幾つかの機材やモニターは見えるが、それらは起動していないのか沈黙していた。


    　そして──もうひとつ。


    　部屋の中央に、誰かが倒れていた。髪も身体からだも水浸びたしで、あたかも水槽の中から脱出でもしてきたかのような様相。


    　それは、どう見ても──。


    「旭姫！」


    　貴法が真っ先に気付き、近づこうとする。


    「待て、貴法！」


    　それを咄とつ嗟さに陽翔が腕を掴つかんで止めた。


    「何をする？　お前はさっき旭姫のような気配を捉とらえたと……」


    「近づいてわかった。……あれは旭姫じゃない」


    　だが、なおも貴法は歯を食いしばって納得いかないように顔を歪ゆがませる。


    「し、しかし……」


    「冷静になって。貴法くん」


    　希も貴法を止めた。


    「旭姫ちゃんが逃げ出して、ここに来たってことなら、他のプレイヤーと遭そう遇ぐうしてもおかしくない。誰にも見つからずに逃げられるはずがないんだから」


    　そこで、貴法はようやく冷静さを取り戻す。


    　心を落ち着けるように大きく息を吐いた。


    「すまない、希のぞみ。……ということは、やつは」


    「間違いなく偽にせ者ものだ」


    　陽はる翔とが自信を持って頷うなずく。気配を探れば探るほど、確信を抱いていった。


    「……ひどいよ、皆みんな」


    　倒れていた旭姫あさひが、水を滴したたらせながら、ゆっくりと立ち上がる。


    　悲ひ愴そうな涙を浮かべて、恨みがましくこちらを睨にらんだ。


    「……センス悪いわね。こんな時に、旭姫はそんな顔しないわよ」


    　咲さ月つきが嘲あざ笑わらうように言い放つと、旭姫は薄気味悪く笑う。


    　そして──。


    「……偽者は以前、シモンが使っていたのだったな」


    　旭姫の頭から爪つま先さきまで、白い波が走る。


    　それが身体からだを塗り替えたように姿が変化した。


    　灰色のローブにフードを被かぶった男。


    　手に鈍く輝く数本のメスを持っていた。右手の甲にはやはり奇妙な赤い紋章が刻まれている。


    「この程度には引っかからないというわけか」


    　変幻と心奏、デュアルセンスの持ち主──第二者ナハシュ。


    　フードを取ると、そこには狂気に満ちた顔があった。


    　目の焦点は合っていないのに、何かを睨むようなその眦まなじりからは凄すさまじい殺意が放たれている。


    　身長は低く体形も小柄で、ひどく老けているにもかかわらず、殺気が双そう眸ぼうから迸ほとばしっていた。


    「まさかそちらから来るとはね。第二者ナハシュ。腰こし巾ぎん着ちやくのようにセトについていると思ったのだけど」


    　エリシアが皮肉交じりな口調で言うと、ナハシュは苛いらついたように目端を吊つり上げる。


    「【失刻の魔女アルターピリオド】。貴様のせいですべての計画は破は綻たんした!!」


    「当たり前だ。わたしの役目は、その計画を破綻させることだからな」


    「ふざけおって……！　セト様は未来の改変者と言っていたが、そんなものは認めぬ！　セト様と旭姫と、儂わしの作る世界に、貴様のような不純物が存在するはずがない！　未来から来たというのなら未来の素晴らしさに殉じているに違いないのだからな！」


    「素晴らしい未来だと？　ふざけるな、あれは狂信者が生んだおぞましい箱庭だ。わたしは絶対に認めない」


    「減らず口を叩たたきおって……！　今、この場で！　何よりも惨むごたらしい死を与えてやる！」


    　ナハシュが激しく表情を歪ゆがめながら、メスを指揮棒のように振るう。


    　眼球を突出させんばかりに目ま蓋ぶたを大きく開きながら、まるで楽団の指揮者のような仕草をし始めた。


    　すると──陽はる翔とたちを包囲するように、突如としてプレイヤーたちが現れる。


    　百人はいるだろうか。


    　しかし、総じて虚うつろな表情で、自我が窺うかがえない。まるでゾンビのようだ。


    「〝グノーシス〟の中でも選えりすぐりの、儂わしの手て駒ごまよ。貴様らにも勝るとも劣らないセンスを持っている」


    　それを見て貴たか法のりは、


    「フッ」


    　──鼻で笑った。


    「自分ひとりでは敵かなわないから数で圧殺か。腰こし巾ぎん着ちやくならではの発想だな」


    　ナハシュは分かりやすく目を剥むいた。


    「侮辱は……侮辱は許さんぞ……！　貴様らごとき、セト様の手を煩わずらわせるまでもない！　ただ、最も惨むごたらしい死を与えるために、数を用意したまでよ！」


    「その発想こそ貧困だ。まあ、僕たちとしてはお前がのこのこ姿を現してくれて手間が省けた。程度の低い変幻といい、こんなのが幹部ではセトも苦労しただろうな。やつも人を見る目がなかったということだ」


    「き、貴様貴様貴様!!」


    　挑発すると、ナハシュの視線が貴法に集中する。


    「許さんぞ！　儂への侮辱も許せんが、下げ賤せん如ごときが、セト様を侮辱するなど、あってはならないことだ！　神を侮辱するなど……！　御み門かど貴法！　貴様には安らぎの死すら許さんぞ。永遠の苦痛を与えてやる！」


    　そのすぐ傍そばで咲さ月つきが陽翔に、希のぞみがエリシアに視線を送った。


    　ふたりはそれに呼応したように、小さく頷うなずく。


    　そして──。


    「〈原子繁殖ルインブート〉！」


    　貴法が床に手をつくと、部屋の中の壁が膨張したように一気に膨ふくれあがる。


    　そして、もう一方の手で陽翔の体に触れていた。その陽翔の身体からだにエリシアが触れている。


    「〈転送〉！」


    　陽翔とエリシアが瞬間移動した。部屋の東側通路のすぐ傍へと。


    　通路への出入り口は貴法の〈原子繁殖〉によって塞ふさがろうとしている。


    「むっ……」


    「一定以下の密度にされると元に戻る素材ならば、増やす分には問題ない」


    　陽翔とエリシアは閉じられる前に、その中へと飛び込んだ。


    　振り返ると、部屋の中では貴法が拳こぶしを掲げている。


    「頼んだぞ！　陽翔、エリシア！」


    「おう！　貴たか法のり、咲さ月つき、希のぞみ！　そっちも気をつけろよ！」


    　穴が塞ふさがり、中にいる者たちの声が聞こえなくなった。


    　すべては作戦通り──。


    「ナハシュと出会ったら、貴法と咲月、希が足止めする。上う手まくいったな」


    　陽はる翔とがふてぶてしく笑うと、エリシアが頷うなずく。


    「ああ。その間に、わたしたちで旭姫あさひを捜すんだ」


    「おう、わかってる」


    「貴法も油断してはいないだろうが、やつは狡こう猾かつだ。人を追い詰める手管を山ほど持っている。旭姫を助けた後、すぐに救援に戻ろう」


    　陽翔とエリシアは、通路の奥に向かって走り出した。
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    　貴法は咲月と希の前に立って、ナハシュと対たい峙じする。


    　その瞳ひとみは寸分の狂いなくナハシュを捉とらえ、決して逃のがさないというように睨にらみつけていた。


    「お。おお……ああああああああああああああああああああああああああああああああ！」


    　だが、ナハシュは陽翔たちの去った方向を見ながら、半狂乱で叫び、膝ひざをつく。瞳から滝のような涙を零こぼしていた。


    　おぞましい何かを目撃したかのように、貴法はギョッとする。


    「わ、儂わしの役目はここで〝スバル〟を捕えることだったというのに！　その中でもよりにもよって、最も注意すべき人物をふたり逃してしまうなんて!!　どう……どう詫わびればいいというのだ！」


    　何も目に入らないとばかりに天を仰ぎ慟どう哭こくするナハシュ。


    　第三者カインは寡か黙もくで、まったく意図の読めない男だったが、この男はこの男で感情が不安定すぎて理解ができない。


    　だが、貴法は躊ちゆう躇ちよすることなく、ナハシュに向けて構えた。


    「〈竜影撃フラーレン〉！」


    　ガントレットから黒き竜の波動が放たれる。


    　炭素分子が周囲の分子と共有結合を起こし、鉱物を伴った黒き竜巻が発生。ナハシュを噛かみ砕かんと黒竜が襲おそいかかる。


    　ナハシュはまともに喰くらい、その奥にいたプレイヤーたちもまとめて吹き飛ばされた。


    　喰らった全員が奥の壁に叩たたきつけられる。


    「後悔したまま消えろ、下げ衆すめ」


    　ずるずると床にへたり込むナハシュ。


    「申し訳ありません、セト様……。申し訳ありません……。儂わしはあなたの言う通り、あなたの望むほどの才能がないのかもしれませぬ……！」


    　しかし、その口はまったく止まらない。


    「気味が悪いのよッ！　──凍れ、エーイーリー、シェリダー。白き氷ひよう蝕しよく」


    　ナハシュの周囲が少しずつ冷えていく。


    　空中に漂ただよう水分が凝固し、ナハシュを固めていった。


    　身体からだに氷がこびりつき始め、閉じ込めるように覆おおっていく。


    　しかし──。


    「ああ、なんと!!　なんとお詫わびすればよいのか！　もしや、貴方様のお手を煩わずらわせてしまうのではないでしょうか!?　そうなったら、儂はどう詫びても許されざる！　ああ、なんという……！　なんということをしてしまったのだ！」


    　ナハシュの呻うめくような謝罪は止まらない。


    　すべて氷で覆われているはずなのに。


    　その時ピックで砕くように氷が小さく割れていき、


    「ああ、本当に、なんと謝ればいいのか」


    　最後には弾はじけて消えてしまった。


    「……効いてないの？」


    　咲さ月つきが目を眇すがめて、ナハシュを注意深く見る。


    「……傷ひとつついてないし、服も破れてないよ」


    　希のぞみが言った通り、ナハシュにはまったく変化がない。


    　貴たか法のりの黒竜も、咲月の魔導も、まともに喰くらったはずだというのに。


    　そして、何事もなかったかのように立ち上がる。


    「それでも、儂は今できることをしなければならない！」


    　羅ら刹せつの如ごとき、恐ろしい怒りの表情を浮かべ、腕を掲げた。


    「さあ……この連中を弱らせろ、貴様ら！」


    　その手を貴法たちに向けて振り下ろす。


    　包囲していたプレイヤーたちが、まったく視点を合わすことなく襲おそいかかってきた。


    　闘気使い、魔導使いたちが、剣で槍やりで斧おので弓で、炎で氷で風で土で。


    　攻撃という攻撃で、貴法たちの逃げ場を塞ふさぐように覆っていく。


    「この程度ッ！　──築け、キムラヌート。土の塁壁」


    　土の防壁を張る咲月。


    　しかし──。


    　向かってきた攻撃は壁をすり抜けて、咲月たちを襲った。


    「な──!?」


    　寸前でどうにか避ける。


    　だが、何発か喰くらってしまった。


    　咲さ月つきだけでなく、貴たか法のりと希のぞみもだ。防御が間に合わず傷を負う。


    　そして、間かん髪はつ容いれずに再び放たれた攻撃が咲月たちを狙ねらっていた。


    「──防げ、フェーローニア、アクゼリュス！　翠みどりの城じよう塞さい！」


    　咲月たちを守るように竜巻が発生する。


    　それはすべての攻撃を風によって押し戻す魔導。


    　だが、プレイヤーたちの攻撃は、またもすり抜けて咲月たちへと向かう。


    「魔導を素通りしてくるなど、そんなこと、あり得るのか？」


    　貴法が納得いかない顔で言うが、あり得ない。


    　塁壁は防御力以上の攻撃力があれば破壊されるし、竜巻も城塞も風力以上のエネルギーがあれば突き抜けることは可能だ。


    　しかし、それらをすり抜けるように攻撃が来ている以上、その類たぐいのものではない。


    「そもそもなぜ解析できないのだ、この攻撃は……」


    「なら、答えはひとつよ」


    「そうか、幻まぼろし──！」


    　ナハシュは心奏と変幻のデュアルセンス。


    「塁壁がすり抜けられた時点で察してたけど……！　傷や傷みまで再現されたら普通の攻撃と変わらないじゃないの！」


    「実体と変わらない幻……！　これが第二者ナハシュのセンスか……！」


    　こちらに来る前の、エリシアの説明を思い出す。


    『ナハシュのセンスのひとつは、〈眼界治世エイドス〉。やつの目が捉とらえた者の、視界を操作する力だ』


    　つまり、咲月たちの見ている攻撃はすべて幻。ナハシュに与えたと思ったはずの攻撃も、視界を操作されて見せられたものなのだ。


    「くっ！」


    　咲月が防御を突き抜けてきた剣の一いつ閃せんを喰らってしまう。ダメージが入る。


    　実際には存在しない、幻による攻撃だ。


    『やつの幻は君たちの深層心理に深く、突き刺さっていく。最後には心に、幻を本物だと思い込ませてしまうんだ。だから、それを防ぐには──』


    　精神力でカバーしろ、とエリシアは言った。


    　気を強く持つことで、幻のダメージを無効化、軽減できるという。


    『視界に収めていればいいという破格の条件の反動か、精神への侵攻は非常に遅い。だから、それまでに打開して倒すことだ。もし、速攻で倒すことが出来なければ……やつの心奏が君たちの魂たましいを完全に掌握し、ナハシュの洗脳は完成する』


    　再び、貴たか法のりたちを幻想の全方位攻撃が襲おそう。


    「これは──幻想だッ！」


    　貴法が攻撃を見据え、覚悟を決めたように叫んだ。


    　だが──。


    「幻まぼろしだけだと思っているのか？」


    　貴法たちに攻撃が次々と命中していく。それは幻ではなく、プレイヤーたちの放った本物の攻撃だった。


    　凄すさまじい量の白煙が周囲に散る。


    「こざかしい真似まねを……！」


    　貴法が苛いら立だたしげに舌打ちすると、咲さ月つきが動いた。


    「それなら！　──奪え、ニュクス。闇やみの天涯」


    　ナハシュの身体からだが、周囲から集まってきた闇の雲によって包まれた。


    「あいつの目がこっちの視界を操作するのなら、それを奪ってしまえばいいだけの話よ」


    「愚おろかな！　愚かな、愚かな、愚かな！　浅はかな人類よ！」


    　ナハシュが嘆くように言葉を吐き続ける。


    「咲月ちゃん！　幻の攻撃が消えないよ!?」


    　希のぞみが悲鳴をあげた。


    　咲月たちの周囲には未いまだに、幻と実体の攻撃が飛び交っている。


    「なるほど……そういう原理か」


    「何かわかったの？　貴法！」


    「簡単なことだ。心奏は他者の魂たましいに働きかけるセンスだ。その五感を共有することも可能なはず。洗脳している者相手なら、それは容易だろう」


    「……まさか」


    「そう。ナハシュはここにいる全員の視界で、僕らを見ているんだ」


    「つまり、全員の視界を塞ふさがないとダメってことね……！」


    　すると、ナハシュが勝ち誇ったようにクククと笑う。


    「猿にしては、なかなか敏さとい！　だが、それをどう破る？　ここにいる全員の視界を奪うか？　無駄だ。補充はいくらでもできるぞ！」


    　先ほどから貴法や咲月が反撃をして、逐一プレイヤーたちを倒しているのだが、その数がどういうわけか一向に減らない。


    　ナハシュの言う通り、次々と量産されているかのようにプレイヤーが現れる。それが異常なことは貴法も察しているが、原因を確かめる余裕もない。彼らは貴法たちへの攻撃手段でありながら、ナハシュの目としての機能も持っているのだから、速やかに無力化する必要がある。


    「……さすがに手て強ごわいね」


    「腐っても第二者ということか」


    　押されながらも、希のぞみの言葉に小さく笑みを浮かべる貴たか法のり。


    　そして、ガントレットを構えた。


    「幻まぼろしとは視覚であり、視覚とは光──」


    　貴法が右手に翠みどり色の球を浮かばせる。中で気流が渦巻いていた。


    　それを握り潰つぶすと緑の光が周囲に弾はじけて、貴法と咲さ月つき、希の瞳ひとみの中へと入っていく。


    　絶え間ない攻撃がすべて消え、静寂が戻った。


    「ならば、その光の構造を弄いじればいい。幻など見えはしない」


    　貴法がそう言った瞬間──。


    「馬ば鹿かめが」


    　矢が深々と、貴法の腹に突き刺さっていた。


    「ぐっ……！」


    　矢を即座に分子レベルまで分解し、すぐさま身体からだを書き換えて無理矢理止血する。


    「何が起こって──」


    　見えない刃が、見えない炎が、見えない氷が、次々と貴法を痛めつけていった。


    「貴法！　このっ！　──抉えぐれ、ハーデス。闇やみの螺ら旋せん」


    　貴法の真下から黒の竜巻が彼を包むように発生し、見えない攻撃を弾き飛ばす。全方位で守れば、物理的な攻撃はどこからこようと届かない。


    「どうなってるのよ！」


    「どうもこうもない」


    　咲月の背後から声が響いた。


    　ぞっとしたのも束つかの間ま、咲月の横っ腹に刃物らしき何かが突き刺さる。刺さったものが視界に映っていない。致命傷は避けられたが、傷は深かった。


    　血がぽたぽたと流れていく。


    「咲月ちゃん！」


    　希もまた見えない攻撃に襲おそわれ、それをどうにか避けていた。


    　避けられない攻撃は使い魔たちが必死に盾たてになっている。


    「……どういうことなの」


    　戸惑う希の横に、纏まとっていたはずの闇を払ったナハシュが立っていた。


    「いつのまに──！」


    　メスを希の胸に突き立てるべく、振りかざす。


    　勢いよく振り下ろされたそれは──あっさりと跳ね返った。


    「む……」


    　希の腕が、足が、腰が、背中が、頭が、肩が、髪が、純白で塗り潰された。


    　戦いくさ化粧の如ごとく肌が隠れ、希のぞみの姿が変化していく。


    　頭に鋭利な角が生え、腕が虎とらの前脚となり、足が竜の後ろ脚になった。背中に天使のような翼が生え、臀でん部ぶからは尾が伸びている。
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    　そして、身体からだ全体を強きよう靱じんな鱗うろこで覆おおっていた。


    「〈聖化夢想メイクアツプ〉！」


    　希が《リユニオン》で身につけた新たなセンス。以前のものは禍まが々まがしい姿だったが、心を取り戻した彼女の姿はとても神々しい。


    　そのまま希は貴たか法のりへ駆け寄り、右腕で抱え込んだ。次いで咲さ月つきに接近し、周囲のプレイヤーたちを蹴け散ちらしながら救い出す。


    「助かった」


    「あ、ありがと希」


    「大丈夫だよ。フォローしあっていかないと」


    　部屋の隅で、壁を背後にして徐々に包囲してくる敵を睨にらむ。


    「どうなってるのよ、これは……」


    　咲月が愚ぐ痴ちのように漏もらした。


    　ナハシュは満足げにニタニタと笑っている。


    「簡単だよ。あいつが見えない攻撃をしてるってだけ」


    　すぐに貴たか法のりと咲さ月つきがハッとする。


    　実体の攻撃に、幻まぼろしの攻撃──それだけに囚とらわれすぎて、ナハシュ自身の変幻を失念していた。


    「そうか。そこに透過した攻撃まで織り交ぜていたのか。そんなことにすら気付かないとは。可視光の変幻はクライヴがよく使っていたというのに……！」


    　貴法は頭から流れていた血を拭ぬぐい、気を落ち着けるように深呼吸する。


    「……少々、後手に回ってしまった。ここからは先手必勝だ！」


    　貴法がガントレットを装備した手を、前に差し出した。少しずつ手の先が歪ゆがんでいく。


    「〈竜神光波アツシユブレイク〉!!」


    　空気中の微粒子を収束させて、万物を貫つらぬくエネルギーと為なす貴法の天理センス。


    　放たれた竜の波動が周囲のプレイヤーを喰くらい尽くしていく。


    「視界が問題だというのなら、それをすべてすり潰つぶすまでだ！」


    　さらに貴法はガントレットを光と化し、半身を覆おおうように作り直した。


    　その光で咲月と希のぞみをも覆い、実体化して硬質化する。


    「耐性をできる限り上げた。防御力もだ。実体攻撃も不可視攻撃も関係ない。すべて耐性でカバーすればいい」


    「……脳筋みたいな論法ね。あんたらしくもない」


    「そうかな？　時々、貴法くんはそういうことするよ？」


    　女子ふたりが小さく笑う。


    「こやつらを倒しても無駄だと言っているだろう！」


    　ナハシュが再びプレイヤーたちを召喚した。


    　次々とナハシュの目となる者が貴法たちに迫ってくる。その奥でナハシュもまた貴法たちの視界を、精神を、魂たましいを支配しようと、目を剥むき、目ま蓋ぶたを広げていた。


    「まったく。次から次へと……こいつらもあいつの視界になるなら、どうにかしなきゃね」


    　咲月が愚ぐ痴ちるように言うと貴法が、


    「問題ない。これもおそらくやつの──。いや、今はいい。どうせすぐ明らかになる」


    　拳を構えて前に差し出す。


    「いくらでも来い。全員、ゲームオーバーにしてくれる！　〈竜覇絶唱フラツデイング・ウエイブ〉」


    　分子を操作して発生した黒き竜巻が敵の身体からだを吹き飛ばしていく。


    「──滅せよ。バチカル、ヴルカン！　双炎ノ劫ごう覇は！」


    　蒼あおき炎と赤き炎が渦巻くように、貴法の創つくり出した黒き竜巻に潜もぐり込んでいった。


    　凄すさまじい熱波が、空気を焦がしながらプレイヤーたちを一瞬にして蒸発させていく。


    　まだまだやってくるプレイヤーたちが、召喚されてきては瞬時に消えていった。


    「おのれ。一撃ぐらい耐えると思っていたものを──！」


    　ナハシュが憤いきどおっていると、


    「はあああああああっ！」


    　希のぞみがナハシュの背後に、〈転送〉されていた。


    　強固な虎とらの前脚が、振り返ったナハシュの顔面を捉とらえる。


    　鉄球の一撃でももらったかのような衝撃で以もつて、ナハシュは部屋の中をボールのように豪快に弾はじけ飛んでいった。


    「手応えあり！」


    　今の感触は幻まぼろしではなく確実に入った。


    　希は竜の後ろ脚で力強く床を蹴けって、吹き飛んでいったナハシュを追う。


    「ここだ、咲さ月つき」


    「わかってる！」


    「世界への扉を開くッ！」


    　貴たか法のりが大きく手を広げ、吠ほえた。


    　世界が切り替わるように、白く塗り替えられていく。


    　目に見える存在を無として、ナハシュの変幻を破壊するかのように──。


    　そして、


    「──誘いざなえ。シャリス、カイツール、ディオネ！」


    　咲月が鞭むちを振るうと、天と光、そして、空の精霊が顕けん現げんする。


    　精霊たちが貴法が無にしていった世界に介入し、色を作り出していった。


    「連係センス、〈真正ナル世界〉！」


    　ナハシュの変幻を、根本から分解し尽くしていく。


    　空間内のありとあらゆる幻想が消えていった。


    　召喚されてきたプレイヤーたちも、まるで最初からいなかったかのように消えていく。彼らもまた、ナハシュが変幻センスを利用して作った幻だったのだ。


    「このセンスはあらゆる幻を許さない！」


    　貴法が砕くように、床を殴り付けた。


    　空間が、割れていく。ナハシュの幻想が、無と化して散っていった。


    「心奏による洗脳も、多数のプレイヤーの視界を経由したはず。これでまともに使うことも──」


    「馬ば鹿かめが……！」


    　そのはず……だった。


    　幻想が消え、真実が現れたはずだった。


    　しかし──。


    　真実を映し出したことで。


    　さらなる深しん淵えんが貴法たちを待ち受けていた。


    「な、何よ、これ……」


    　醜悪な臭い。


    　生なま温ぬるい風。


    　足に伝わる柔やわらかい生々しい感触。


    「真実など、脆もろいものだ。それに縋すがる人間もまた、脆い」


    　どこかから、吐き捨てるような、くぐもった声が響く。


    　周囲は人の臓器で固められたような壁や天井で覆おおわれている。


    　生々しく痙けい攣れんでもしているかのように蠢うごめいていた。


    　まるで、内臓の中にでも閉じ込められたような、そんな錯覚を覚える。


    「まさか、ここは……」


    「『狭はざ間ま』の一部は、セト様に割り当てていただいた儂わしの実験部屋となっている。ここは儂の身体からだを修復、改造するために作り上げられた、肉体と連動した場所なのだよ。現実の儂の身体が弄いじられれば、この部屋も変化する……幻まぼろしではなく、真実の空間だ」


    　その内臓の中から、ナハシュが膨ふくらんで現れる。


    　真実のナハシュ。


    　頭が身体に比べて極端に肥大化している。


    　その身体もところどころが爛ただれており、人の形を成していない。


    　醜悪な肉の塊かたまりと言ってもいいだろう。


    「このような人間がいてたまるものか……！」


    　貴たか法のりが吐き捨てるように言う。
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    「貴様らが真実を暴いたのだろう。もはや現実の儂は動けぬが、センスだけは使える。己おのが肉体をセト様の役に立つように維持しつつ、改造もしてな。普段、儂が現実で動かしている肉体は、心奏で洗脳している者に過ぎん」


    　ナハシュが自身の肉体から触手を伸ばし、持ったメスを指揮棒のように動かす。すると内臓が激しく痙攣し、一面に幾つもの目が生まれ、何本もの触手が生えていく。


    「現実と虚構が折り重なる空間だからこそ、意図的に細胞を操作することもできる。内臓すらも自身の意思で動かし、呼吸すらも自分の意思で行う。センスが扱う領域──潜在脳機能を意識的に動かすためにな」


    　さらに内臓の壁から肉が分離し、人を模した何かも生まれた。


    　目も鼻も口もない。指もない。ただただ、人を真似まねた泥人形のようだった。


    　それらは瞬またたく間に膨張し、分裂し、数を増やしていく。


    「な、何なのよ。これがこいつの真実だって言うの!?」


    　咲さ月つきは悲鳴じみた声をあげた。


    「儂の身体は癌がん細さい胞ぼうに冒されているが、潜在脳機能を利用することで、その細胞の抑制や増殖すらも意識的に行えるのだ！」


    「化け物……」


    　希のぞみもまた目を瞬しばたたかせる。目の前の化け物が瞬きで消えてほしいと祈るように。


    「病源を自由に御してこそ、人類は救われる。病源による人体の改変すらも、人類は進化として受け容いれるのだ！」


    「ふざけるな……！　この悪趣味な施設ごと、破壊してくれる！」


    「御み門かど貴たか法のり。貴様には無理だ」


    　ナハシュの触手が勢いよくメスを振るうと、泥のような肉人形たちは覆おおい被かぶさるような勢いで、一斉に貴法たちへと襲おそいかかった。


    



    
      ◇　　　　　◇　　　　　◇

    


    



    　ナハシュのいた部屋を脱して、貴法たちと離れた陽はる翔ととエリシアは、さらに奥へ奥へと走りながら突き進んでいた。


    　すでに別れてから三十分ほど経過している。だが、あれから迷宮の構造はまったく変わっていない。


    「ナハシュが戦いに集中したことで、業務に異常が出ているのかもしれない」


    「研究員たちの洗脳が解けて一時的に作業を中断してるってことか？」


    「おそらく」


    　エリシアの言葉を聞いて、少し心配になってくる。


    「あいつら、大丈夫かな……」


    「あの三人がいれば、よほどのことがない限りは問題ないはずだ」


    「そりゃ、実力は信じてるけど……」


    　見えないだけに不安は強い。


    　共に戦えれば、どれだけ楽な話か。


    「彼らがナハシュを押さえている以上、研究員たちは何もしてこないだろう。開発者側の洗脳にまで回す余裕はないだろうから、こちらの邪魔もできない」


    「だから、今のうちにってことだろ」


    「そう。元々、作戦通りなのだからね」


    　陽はる翔とたちは敵地に乗り込む前に、様々な作戦を立てていた。


    　五人でセトと遭そう遇ぐうした場合。真っ先に旭姫あさひを助けられた場合。誰も見つからなかった場合……。


    　今回、ナハシュと先に相対した時に、陽翔とエリシアが抜けて迷わず旭姫救出に向かえたのは、最初からそう決めていたからだ。


    　セトと遭遇した際に、曲がりなりにも耐え抜けるのは、類たぐい稀まれな防御能力を持つ陽翔と封印のセンスを持つエリシアだろう、と。


    　そして、ナハシュに対抗できるのは、一定時間幻想を崩壊させることのできる連係センス〈真正ナル世界〉を使える咲さ月つきと貴たか法のり。今の希のぞみであればそれを使うための時間を作り出すこともできる。


    　十全にセンスを発揮できるであろう組み合わせだ。


    「そもそも、敵地で戦う必要もない。旭姫を救出したら脱出し、自分たちの有利になる場所で戦うべきだ」


    「わかってるよ。作戦会議でもさんざん言われたからな」


    「だから、貴法たちを信じてやるといい」


    「ああ」


    　迷いを振り切るように、陽翔はエリシアと共に突き進む。


    　目指すは先ほどの部屋よりは一回り小さいが、希の使い魔から機材が多く置いてあるという情報の上がってきていた場所だ。


    　陽翔の闘気で探知した人の気配を避けながら、ふたりはさらに奥へと駆けていく。


    「……昔もこうやってふたりで、ダンジョンを進んでいたことがあったな」


    　陽翔が言うと、エリシアが虚を衝つかれたように目を見開いた。


    「ダンジョンが崩ほう落らくして三つに分けられてさ。旭姫あさひとクライヴの組み合わせがあれば、完かん璧ぺきに同じだ」


    「そう、だったね」


    「あの時の俺はお前に追いつきたくて、追い越したくて、必死だったよ。がむしゃらで、馬ば鹿かで、何でもしたっけな」


    　エリシアが小さく笑う。


    「君はあの頃よりも遥はるかに強いよ」


    「……闘気だけで言えばな」


    　黄金の闘気から、白金の闘気へ。


    　わかりやすく、そして、強く変化した。


    　だが、まだ何かが足りない。


    「あの頃の爆発力っていうか……そういうのが足りてない気がする」


    　走りながら七星剣プレアデスを強く握り締める。


    　すると、エリシアは思い出したように口を開いた。


    「未来では……センス向上のメソッドは、追い込むことだと言われている」


    「追い込む？」


    　こくりと頷うなずくエリシア。


    「事実、わたしのセンスは追い込まれ続けて、大きく成長した。もっとも、君たちのように急激なセンスの向上は、あまりなかったように思うけどね」


    「……止まってそれかよ」


    「ただ、わたしがセンスを使えるようになったのは……未来の施設で人為的に植え付けられたからだ。そのせいもあるかもしれないけど……」


    　陽はる翔とは何とも言えない顔になる。


    　こういう時に、何と言っていいのかわからなかった。


    「だけどね、陽翔。実のところ、わたしのセンスは〝スバル〟に参加してから、多少向上してるんだ」


    　大事なものを抱き締めるように、エリシアが胸に手を当てる。


    「わたしは〝スバル〟での冒険が楽しかった。未来では決して味わえない喜びに打ち震ふるえた。任務を忘れてしまいそうになるほどにね」


    　陽翔は黙って耳を傾けていた。


    「だが、未来においてセンスを〝楽しむ〟という概念は存在しない。ただただ、追い込むことでセンスを向上させることが求められる。だからこそ、セトは闘争による階級をつくったんだろう。次の世界へ至る人類の可能性を模索するためにね」


    「セトは……そのやり方を絶対視してるってことか」


    「そういうことだね」


    　センスは面白い。


    　自分のやりたいと思ったことを実現できるこのシステムは、陽はる翔とを常にワクワクさせてきた。


    　見つけたのはセトで、実用化したのもセトなのかもしれない。けれど、そこだけは認めたかった。


    「大丈夫。君はもう昔のレベルを凌りよう駕がしている。自信を持っていい」


    　エリシアの言葉に、陽翔は笑う。


    「サンキュ。励ましてくれてさ」


    「礼には及ばない。君たちも昔、同じことをしてくれたのだからね」


    　ふたりは闇やみの中、迷宮を駆け抜けていく。


    　陽翔の闘気で周囲を照らしながら、目的地へ向かった。


    



    　次の部屋に近づくにつれ、陽翔の鼓動が高まってくる。


    「……旭姫あさひの気配を、ほんの少しだけど感じる」


    　今度こそ間違いない。


    　弱まっているが、先ほどとは違う、紛まごうことなき彼女の気配だった。


    「よし。他には誰かいるか？」


    「セトの気配はないな。だけど、八人ぐらいプレイヤーがいる」


    「旭姫をモニターするための監視員だろう。大した連中ではない」


    　真まっ直すぐ進んでいくと、すぐ目的の場所に辿たどり着く。


    　部屋を覗のぞき込むと、そこは機材の山だった。


    　壁は一辺も隙すき間まなく複雑なパネルと機械が置かれ、赤や青、黒や白のコードが延びている。


    　その先は巨大な円柱状の水槽に繋つながっていた。


    　そして──中には旭姫がいた。


    　中は水で満たされているのか、大量の泡が下から上に噴き上がっている。まるでポンプで酸素を送っているかのように。


    　旭姫は顔に何かをつけるでもなく、水槽に直立の姿勢でゆらゆらと浮いている。


    　目は開けているが、とても虚うつろで、今にも彼女の中にある光──自我が消えそうだった。


    　機材のディスプレイが絶え間なく動いており、周囲のプレイヤーたちは無言でそれを見つめ、繋がった機器を淡々と操作している。


    「旭姫……ッ」


    　水槽を壊すべく、陽翔は咄とつ嗟さに七星剣プレアデスを持つ手に力を込めた。


    　だが、それをエリシアが止める。


    「まずは周囲の連中を無力化するのが先だ」


    　そう言って弓を構えると、その手に八本の光の矢が現れた。


    　弦を引き絞り、矢が放たれる。


    「〈精気封滅ロストライズ〉」


    　それは一瞬の内に周囲のプレイヤーたちに突き刺さり、彼らの意識を奪った。


    「……ゲームオーバーにした……わけじゃなさそうだな」


    「魂たましいを眠らせただけだよ。二十四時間は目覚めない。彼らに罪はないが、しばらく休んでいてもらおう」


    　陽はる翔とたちは、気兼ねなく部屋の中へと入り、旭姫あさひのいる水槽の前に立つ。


    　その時、陽翔は背後にただならぬ気配を感じた。


    「君らのほうから来てくれたか」


    　陽翔とエリシアは反射的に振り返る。


    　そこには第一者──セトがいた。


    〝グノーシス〟のローブを着込んだ姿には威圧感がなく、むしろ穏やかにすら感じる。その佇たたずまいは波紋ひとつない水面のようだ。


    　感情の希薄さを窺うかがわせるような淡い白髪が、静かに異彩を放っている。


    　そして、瞳ひとみは優しげでありながら、どこか寒々しく空虚。


    　現実世界の喫茶店に現れた時と、旭姫を攫さらわれた時にも見た。


    　世界に対して、自分以外のすべてに対して、何も感情を抱かないような双そう眸ぼう。


    　そのセトが、陽翔たちに向かって手を差し出した。


    「持っているものを渡してもらおう」


    　さも当然のような言い草。


    　騎士が王に傅かしずくのは当たり前だと言わんばかりに。


    「ふざけるなよ」


    　陽翔が七星剣プレアデスの切っ先を向けてそう返すと、セトは理解しがたいと不可解な顔をする。


    「君たちは、私を倒せない」


    「だからなんだ。勝てないからって戦わない道理はねぇよ」


    「ふむ。好ましい答えだ」


    「は？」


    「センスを向上させるためには、常に己おのれを追い込む必要がある」


    　セトは無表情のまま、ほんの僅わずかに興味を滲にじませたような口調で語り始める。


    「その向上の先にこそ、人類の生きる道は存在している」


    「だったら、お前ひとりでやってろよ。他人を巻き込むな！」


    「それこそ、無為な問答だ」


    　セトの手の先に、渦を巻く闇やみが生まれた。


    　その中に右手を差し込む。


    　そこから身の丈以上もある黒く、禍まが々まがしい大おお鎌がまを取り出し、剣けん閃せんを確かめるように片手で軽々と振り回してから構えた。


    「相手をしよう」


    　立ったまま大鎌を持つだけの姿勢は隙すきだらけで、いくらでも攻撃ができるように見える。


    　第三者カインに比べれば、威圧感も何もかもが圧倒的に下回っていた。


    　だが、妙な気味の悪さ、居い心ごこ地ちの悪さはセトの方が上だ。


    　相対しているだけで不安が侵食してくる。


    　それは以前敗北したということもあるだろうが、彼の雰囲気自体がそうさせるのだ。


    　セトが軽く床を蹴けって、陽はる翔とに接近する。


    　大鎌を迎え撃つべく、陽翔は七星剣プレアデスを構え、セトに向かって跳び込み、一いつ閃せん。


    　しかし──。


    「ぐっ……!?」


    　構えたはず。跳び込んだはず。


    　だが、陽翔は元の位置はおろか、逆に後ろに大きく下げられてしまった。


    　陽翔の身体からだに、思い出したかのように生々しい傷がつく。


    「耐えたか」


    「はっ……この程度かよ。あんたの攻撃力は」


    　前回と同じであれば、地面に倒れ伏していただろう。


    　だが、今回の陽翔は倒れていない。攻撃こそ無効化されたが、後ろに下げられただけだった。


    「防御力を底上げしたようだな」


    「あんたのセンスは、過去に遡さかのぼって攻撃できないように干渉する──なら、答えは簡単だ。防御を固めてあんたの過去に遡った干渉、要は攻撃を耐えりゃいい。そうすりゃ倒れはしない」


    「だが、君の攻撃を無効化したことには変わりない。それで破ったとは言えないな」


    　再び、セトが大鎌を振るう。


    「そして、全身に闘気を回していれば枯渇するのも早い」


    　そこに陽翔が七星剣を合わせ、防ごうとした。


    　だが、気付けば七星剣を振ることすらできずに、陽翔は後ろに下げられてしまう。


    「………」


    　先ほどと同じ光景。


    　しかし、セトは微かすかな違和感を覚えたように、眉まゆをぴくりと動かした。


    「どうだ。さっきよりも下がってないぜ」


    「予測か」


    　陽翔はセトを睨にらみつけたまま、


    「あんたが十秒前の俺のどこに攻撃するかを予測しておけば、ピンポイントでそこだけを闘気で防御してればいい。二つ三つの箇所ならカバーは容易たやすいし、大きく防御力も上げることができる」


    　そして、陽はる翔とは七星剣プレアデスの切っ先をセトに向けた。


    「次は、もう俺を止められないぜ。首を切り落とされたくなきゃ、防御なり回避なりの準備をしておくんだな」


    　陽翔が腰を低く落とし、剣を後ろから水平に回す。


    「喰くらえッ！　〈獅子刃・閃アルテルフ〉！」


    　陽翔が剣を振る。闘気の刃を、燕つばめのように滑空させる技だ。


    　セトの目が見開く。〈時遡コンストラクタ〉を使用したのだ。


    　しかし──。


    　陽翔は止まらなかった。


    　何かを弾いたような音を響かせながら、闘気の刃がセトを狙ねらう。


    　セトはそれを回避し、陽翔から距離を取った。


    「あんたが俺の攻撃を止められなければ、俺の攻撃したという過去は変えられない。種は割れてるんだ。同じ手でやられるかよ」


    「こちらの攻撃を予測し、反撃まで織り込むか」


    「戦えば戦うほど相手の癖は見えてくる。予測は少しずつ洗練されていくぜ」


    　陽翔は前線に出て、ずっとずっとコンマ一秒の世界の中に生きてきた。


    　判断を誤れば致命傷を負い、仲間へ攻撃を通してしまうプレッシャーの中で、戦闘に関する直感や経験は冴さえ渡っている。


    　闘気で気配を捉とらえながら、セトが数秒前にどういう攻撃をしてくるのか、すべてを予測して動いた。


    「もうあんたの戦い方は見切ったぜ！」


    　陽翔が七星剣を振りかざす。


    　再び、セトの目が見開き、〈時遡〉が発動。


    　闘気で刃を防ぐ音を響かせ、陽翔はまたも防いだ。


    「俺が予測していると知ったあんたが、攻撃パターンを変えることも見切ってるよ！」


    　剣が止まることなく、セトへ振り下ろされる。


    　セトはまたも攻撃を避けて、陽翔から離れた。


    「これでわかったことがある。〈時遡〉は再び使うのに十秒近いインターバルが必要だ。そして、十秒を超えた〈時遡〉はできない」


    　陽翔はセトを追いかけて、剣を振り上げた。


    〈時遡〉は発動しない。十秒のインターバルが必要なのだ。


    「その十秒はあんたが介入した時間だからな。二重改変はできないってことだろう！」


    「この短い中でそこまで気付くとは。見事だ」


    「ふんぞり返ってんなよ。あとは七星剣プレアデスをあんたに突き立てるだけだ」


    　まだ〈時遡コンストラクタ〉を破ったとは言えない。


    　常に数秒前を予測して動くのは、異様なほど神経を使う。


    　それに防御に回した闘気量も予測して絞っているとはいえ膨大だ。並のプレイヤーならそれだけで先に倒れてしまうだろう。


    「君が力尽きる方が先だろう」


    　それをセトがはっきりと指摘した。


    　防御に闘気を回し続ければ、当然、その消費は激しい。


    　さらに闘気を攻撃に使わなければ、敵を倒すこともできないのだ。通常の攻撃でセトを打ち負かせるとは思っていない。


    「だからこそ──やるべきことをやる必要があるんだよッ！」


    　陽はる翔とが地を蹴けると、衝撃波が周囲に撒まき散らされた。


    　セトは〈時遡〉を使ったが、陽翔を止めるには至らない。防御と思おぼしき鈍い音が鳴っただけだ。


    　幾つかの機材がその余波で破壊され、部品が飛び散る。


    　勢いのまま、陽翔はセトに七星剣を振るい続けた。


    　急所への攻撃は、しかし、まるで狙ねらう場所を知っているかのようにセトの大おお鎌がまに防がれる。


    　狙いをわかりやすく斬きっているわけではない。


    　陽翔は視線や身体からだの動きを使ってフェイントを絶えずかけている。


    　だが、その見せかけの攻撃に何ひとつ引っかからない。


    　セトが微かすかに飽きたような表情を浮かべる。


    　その瞬間──凄すさまじい破砕音が響いた。


    「む」


    　部屋の中央に置かれた水槽が壊れ、そこから水が溢あふれ出している。


    　中にいた旭姫あさひは──エリシアが抱きかかえていた。意識を失っているのか、ぐったりとしている。


    「〈時遡〉は今、使えないはずだ！」


    　エリシアから旭姫を取り戻すには、〈時遡〉が必須。


    　だが、先ほど使った〈時遡〉を行うためには、インターバルの十秒が必要となる。


    　つまり、この時点でセトがエリシアを妨害する手段はない。


    「元々、勝つつもりがなかったのか」


    「さあなッ！」


    　陽はる翔とがセトを蹴けって跳躍し、エリシアのすぐ傍そばに着地する。


    　そのままエリシアと旭姫あさひをそれぞれ抱えた。


    　足に闘気を伝わせ、思いっきり床を蹴る。


    　部屋から通路へ出て、元来た道を戻るように駆けた。


    「へっ。上う手まくいったな」


    　陽翔がエリシアに笑みを向ける。


    「君がセトを引きつけてくれたおかげだ」


    　これも作戦通り。


    　陽翔とエリシアで旭姫を発見してセトと対たい峙じした時は、旭姫を引き連れて逃げること。


    　セトが本気を出せば、陽翔とエリシアだけでは敵かなわない。本気を出してこないセトに対して、時間稼ぎが関の山だ。


    　油断しているうちに旭姫を助けだし、その間に貴たか法のりたちがナハシュを倒せれば御の字だ。


    「〝スバル〟が七人揃そろわなければセトは倒せない」


    「ああ、わかってるさ」


    　だからこそ、逃げという手を打った。


    　ふたりでもセトを打倒できるかもしれないという幻想に縋すがることなく。


    　今、逃げることは敗北ではない。


    　勝利のために必要な手段だと。


    「……前もこんなことはあったからな」


    「ああ、クライヴに裏切られた時か」


    「あの時も俺たちは逃げてこそいたけど諦あきらめなかった。状況は違うけど、取るべき行動を取ってこそ、勝利が近づくんだ。今までの〝スバル〟の経験を総動員しなきゃいけない」


    　陽翔とて逃げを打ちたいわけではない。


    　旭姫を拐かどわかした相手を見み逃のがすなど噴飯ものだ。どうにかして渾こん身しんの一撃を喰くらわせてやらなければ気が済まない。


    　それでも、やるべきことはわかっていた。


    　今は旭姫の意識を取り戻す方が優先されると。


    「早く貴法たちと合流しようぜ」


    「ああ」


    　陽翔とエリシアは闇やみの迷宮の中、仲間たちの戦う場所へと急いだ。
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    　本当に体内で戦っているようだった。


    　周囲はくすんだピンク色で毒々しい体液のような何かで覆おおわれており、鈍く反射している。


    　そこに攻撃が命中すれば、非常に脆もろく崩れ去り、鮮血が弾はじけるように噴き出す。


    「ひどい空間だ……！」


    　貴たか法のりが内臓から飛び出してくる血管と思おぼしき触手の攻撃を避けながら悪あし様ざまに罵ののしる。


    　ナハシュが触手を振るう度に、壁から肉塊が抉えぐれて人形として立ち上がり、あるいは別の場所に生える触手が襲おそいかかってきた。


    　そして、物言わぬ肉塊人形たちは攻撃の手を緩ゆるめない。


    「踊れ踊れ。儂わしの身体からだの中で圧殺されるがいい。貴様らも儂の一部となるのだ！」


    「絶対嫌いやよっ！　──駆けよ、シルヴェストル。皇すめらぎノの刃は迅じん」


    　咲さ月つきが嵐あらしの精霊による刃を作り出し、肉塊を切り刻んでいく。


    　だが、別の精霊が飛び出し、風の盾たてを生み出した。刃と盾がぶつかり合い、四散する。


    「精霊!?」


    　もちろん咲月の精霊ではない。だが、ここにいる魔導使いは咲月ひとりのはず。


    　すでにナハシュが出現させていたプレイヤーたちは消したはずなのだから。


    　眼を凝らして奥を見ると、肉塊人形のひとりが精霊を使役していた。


    「魔導を……？」


    　いや、それだけではない。


    　人形たちは天理、闘気、夢境、変幻、心奏──あらゆるセンスを駆使している。


    「なんで、全部のセンスが……？」


    　希のぞみは使い魔たちに指示を出しながら、自らも人形たちを吹き飛ばしていた。


    　だが、様々なセンスに押され気味で、あまり状況はよくない。変幻と心奏だけだと高を括くくっていた。その分、予想が外れ、戦い方のズレはさらに大きくなりつつある。


    「儂の脳には他人の脳が繋つながっておる。幾多の他人の生きた脳がな。他人の脳を利用することで、そいつのセンスを扱える！　儂自身が人類という種を超越するために！」


    「なんてこと……」


    　倫理観の欠か片けらもない行為に、咲月が震ふるえた声で漏もらす。


    「その肉塊人形どもには、ひとつの脳を割り当てて自律させている！　これが儂のもうひとつのセンス〈群生終脳マルチプロセツサ〉だ！」


    　彼らはただただ敵を──貴法たちを攻撃する。


    　ある人形が咲月に向かって膨大な闘気の固まりを放出。


    　だが、それで人形の身体は崩れていく。


    　闘気を限界以上に放出してしまった結果だ。あまりにも上げすぎたステータスに、肉体の方がついていかなかったのだろう。


    「──逸そらせ、フェーローニア。光の歪わい盾じゆん」


    　咲さ月つきが精霊を使役して光の壁を張る。ぶつかった闘気は盾たてに命中。盾は闘気を押さえ込みながら、少しずつ角度を変えて勢いを逸そらした。


    　闘気の球は別の肉塊人形に向かい、命中。地面を打ち抜き、血のようなものが飛び散った。


    「……目に悪すぎるわ」


    　すべての精霊を使役しながら、咲月は魔導を放つ。


    　だが、内臓からは次々と新たな肉塊人形が生まれてくる。


    「〈無限召喚エタニテイドライブ〉！」


    　希のぞみもさらに使い魔たちを召喚し、数の勝負に対して負けてはいない。


    　だが、希の召喚した使い魔たちは自律した意思はあっても、センスを駆使する人形たちには敵かなわなかった。


    　次々と魔導や闘気によってやられていく。


    　希自身は人形たちを一体一体打ち倒しているが手が足りていない。


    「ならッ！　行くわよ、希！　精霊たち──〈共生〉せよ！」


    　咲月の周囲に精霊たちが一気に現れる。


    　彼女が契約した二十八体の精霊。


    　すべての精霊が希の使い魔たちへと宿った。


    　すると──


    『朱あかき稲妻！』


    『蒼あおき鋼こう糸し！』


    『皇すめらぎノの刃は迅じん……』


    『覇炎ノ閃せん弾だん！』


    　希の使い魔たちが魔導を放ち始める。


    　精霊は主あるじが命令を下さない限り、自分から動くことはない。


    　彼らは主に力を貸すだけであって、自らが戦うわけではないからだ。


    　しかし──。


    　使い魔たちの意思が乗れば別だ。


    　使い魔たちの敵を倒したいという思いが精霊の力を引き出し、魔導を放つ。


    　咲月と希が持つ連係センスだった。


    「──払え、バチカル。赤き覇道」


    　そして、咲月の指示も変わらず聞き入れる。


    　それだけでも充分な力だった。


    　人形たちを駆逐する量が、出てくる量を少しずつ上回っていく。


    　見る見るうちに人形は、その数を減少させていった。


    「……実に使えない人形だな！」


    　自分が生み出した人形だというのに、ナハシュが吐き捨てるように言う。


    　やられていく人形たちを前にしながら、瞳ひとみにはまったくの動揺がない。


    「いや、そもそも人という種が弱すぎるのだ！　少しいじくり回されたぐらいで簡単に死におって！　反へ吐どが出る！」


    　両手で顔面を押さえて、ヒステリーを起こしたように叫ぶナハシュ。


    「あの時もそうだった！　治験を施ほどこしてやったのに、あっさりとショック死しおった！　人間はあまりにも脆ぜい弱じやくで、惨めすぎる！　来るべき未来において、こんなことでは生き残れるわけがない！」


    「貴様！　どれだけの人間を手にかけてきたんだ!?」


    　貴たか法のりが強い語調で問い質ただすと、ナハシュは手を広げて目を見開いた。


    「手にかけてきただと？　馬ば鹿かを言うな！　儂わしはすべての人類から病を根絶するのだ！　むしろ、礎いしずえになれることを喜ぶべきだろう！　だというのに、医学界は儂を追い出した！　命は尊いだと？　寝言を言うな！」


    　メスを振るい、内臓を動かすとそこら中から触手が伸びる。それらは貴法たちを捕らえにかかった。


    　貴法も咲さ月つきも、そして希のぞみも触手を振り払う。


    　しかし、何体かの使い魔は囚とらわれ、握り潰つぶされていった。


    「皆みんな！　……お願い、力を貸して！　〈無限召喚エタニテイドライブ〉！」


    　再び、現れる使い魔たちだったが、数が減りつつある。


    　精神が疲ひ弊へいし、夢境の力が衰えつつあった。〈聖化夢想メイクアツプ〉を自身に纏まとわせていることもあるだろう。


    　しかし、ナハシュの攻撃は緩ゆるまない。


    「どれだけ手を尽くしても人は病で死ぬ！　弱い！　弱い！　弱すぎる！　有史以来、人はなぜ病に負けるのだ!?　なぜ病を根絶できないのか！　なぜ病に怯おびえなければならないのだ！」


    　ナハシュが狂気に満ちた表情で貴法たちを睨にらみ据える。


    「人が進化をまったくしないからだ！」


    　欠か片けらも疑ってもいないように断言した。


    「同じところをぐるぐるぐるぐると何ひとつ進化がない！　だからこそ、セト様が導く必要がある！　病など恐れることなく、新たなステージへ上がるために！　感謝せよ、人類！　感涙せよ、下等ども！　我らに従って歩け、目の見えぬ羊ども！　儂らがしっかりと道を舗装してやる！　理想の未来への道筋をな！」


    「黙れッ！」


    　貴法が我慢し切れなくなったように吐き捨てた。


    「そんなものは貴様の思い込みでしかない。人は少しずつ進化をしている。進んでいる。歩みを止めたことなど一度もない！　歴史がそれを証明している！」


    「今の牛のような歩みがいいというのか!?　こうしている間にも病魔は人類を蝕むしばみ、人は堕おちていくのだ！　もっと早く！　人類を進化させねば、いつ人類がおぞましい病で全滅してもおかしくないのだぞ！」


    「だからと言ってお前たちの歪ゆがんだ理想を押しつけるな！　今を生きる人々は、誰もそんなことは求めていない！」


    「無知蒙もう昧まいの羊どもが生きる間違った社会など、破壊されて然しかるべきだ！　そんな下らぬ感傷にこだわっているから、何もかもが遅く！　本当に大事なものを見失う！」


    「わかったように語るなよ、ナハシュ」


    「若輩の貴様よりはわかっておるわ」


    　ナハシュが一層激しくメスを振る。


    「〈覇竜牙ブレイカー〉！」


    　貴たか法のりの分解する光の竜と、ナハシュの手繰る触手がぶつかり合った。


    　触手の粒子が撒まき散らされ、周囲の視界が塞ふさがる。


    「ここだッ！　〈竜砲轟覇ラステイング・ブレイド〉！」


    　ガントレットが光と化して、周りの粒子を集束していく。


    　有機物からエネルギーを取り込み、波動として放出する貴法のセンス。


    　竜の口からナハシュに向かって、レーザーが放たれた。


    「くっくっく……！」


    　粒子が晴れ、ナハシュの目の前に、人形が現れる。


    「無駄だ、ナハシュ！　その程度で、僕の攻撃を防げるわけが……！」


    　その人形が変化した瞬間──微かすかに貴法の心に動揺が走った。


    　センスは精神の影響を受ける。


    　貴法の放ったレーザーは、大きく威力を減衰してしまった。人形を倒すには至らない。


    「貴法!?」


    　咲さ月つきが不可解な表情を浮かべる。


    　しかし、彼女も貴法と同じ顔になった。


    「な、なんで……」


    　希のぞみもまた声を震ふるわせる。


    　次々と現れる人形のはずの、人。


    　そこには──


    「父さん……。母さん……」


    　貴法の父や母。


    　咲月や希の両親が、紛れ込んできていた。


    　それだけではない。


    　学校で教室を共にするクラスメイトたちまでいる。


    「こんな幻まぼろしッ！」


    　戸惑ったのも一瞬。咲さ月つきが振り払うように、精霊を呼び出そうとした。


    　だが、その刹せつ那なが命取り。


    「遅いわ!!」


    　地中から触手が次々と飛び出す。


    　三人は絡からめ取られ、その四し肢しを囚とらわれた。


    



    
      ◇　　　　　◇　　　　　◇

    


    



    　セトとの対たい峙じから無事に旭姫あさひを救い出して逃走していた陽はる翔とたちは、貴たか法のりたちとナハシュが戦っているであろう部屋を目指していたが、ここに来て迷宮の変化が再び始まっていた。


    　今は完全に道が閉ざされ、ふたりがいる場所は四方が、どこに行っても袋小路となっている。


    　そのため、陽翔たちは旭姫を横たえて一時の休みを取っていた。


    　旭姫の胸が小さくゆっくりと上下している。呼吸の動作が行われているというだけで、陽翔は安あん堵どした。


    「一応聞くけど、お前の心奏で旭姫あさひにかかってる洗脳をどうにかできたりしないか？」


    「完全に打ち破るのは不可能だが……ただ、何もやらないよりはマシだね」


    　エリシアは旭姫の鳩尾みぞおち付近に手のひらをのせる。


    　そして、陽翔に向かってもう一方の手を差し出した。


    「君の闘気をくれ。わたしの封印の力を強化してほしい」


    「ああ、別に構わないけど……何をするんだ？」


    　陽翔は闘気を放出し、エリシアへと送っていく。


    　エリシアの身体からだがぼんやりと明るくなる。精神を強化することで、エリシアのセンスもまた僅わずかに強化されたのだ。


    「旭姫は今も自我を奪われている最中だ。それを止めることはできないが和やわらげることはできるはず」


    「ああ、頼む」


    　エリシアの手から微かすかな光が溢あふれ出し、旭姫の体内へと送られていった。


    　身体の中心から少しずつ頭や足へと広がっていく。


    　旭姫が光に包まれると、苦しんでいたような表情が若干和らいだ。


    「俺の闘気も送れるか？」


    「それも含めてやってる。安心してくれ」


    　陽はる翔とは小さく溜ため息いきを吐つく。


    　改めて仰向けになっている旭姫あさひを見ると、とても小さいように思えた。


    　子供の頃から動き回って、暴れて、誰も止められないほど活発で。


    　暴走した蒸気機関車のようにブレーキをかけるのが難しい女の子だった。


    「なんでこんなやつが、世界の命運握ってるんだろうな」


    　冗談っぽくぼやく陽翔。


    　エリシアは陽翔の心を読んだように、


    「君も旭姫とそうは変わらないだろう」


    「そうかなぁ」


    「ただ……少し考えることはある。彼女の身に〈未来視プロフエアータ〉が発現した理由を……」


    「理由なんてあるのか？」


    「センスは本人の資質によるものだからね。彼女が〈未来視〉を使えるのはもちろん必然のはずだよ」


    　旭姫が〈未来視〉を初めて使ったのは、ミストゴーレムとのバトルの時だ。


    　咲さ月つきの魔導が底を尽き、それを当てにしていた陽翔たちは、一気にピンチへと陥おちいった。そこで〈未来視〉が発動している。


    　旭姫がいなかったら、あの時点で陽翔たちは全滅していた可能性が高かった。


    「仲間を守るため……か」


    「もちろん、それもあるだろう。でも、そこが本質的なものではないと思うよ」


    「別の理由だってのか？」


    「根拠はまったくないし、わたしも上う手まくは言えないけどね。もしかしたら、君たちにしか、あるいは君にしかわからないことかもしれない」


    　陽翔は考え込むように腕を組む。


    　旭姫のこと、だけではなく、今は自分のことを少し考えていた。


    『本人の資質』。


    　エリシアの言葉が事実であれば、自分自身の闘気もまた自分の資質ということになる。そもそも六種のセンスを自分では選べないだから。


    　闘気が性に合ったのは間違いない。


    　自分自身の力で相手と戦うことのできる闘気は、陽翔の性格にぴったりと合致している。


    　ただ、それは後付けのように思う。


    　使ってみたら、使いやすかった程度の話でしかない。


    《ユニオン》に入る前、陽翔の抱いていた気持ちは、ひとつ。


    『ヒーローになりたかった』。


    　世界を救うような大それたものではない。


    　ただ、困ってる女の子を助けられるような。


    　不安を抱かせずに、笑顔で救えるような。


    　そんなヒーローになりたかった。


    　旭姫あさひと咲さ月つきと出会ったあの日。


    　遊んでいた場所を奪われていた旭姫と咲月を助けようとしたことを思い出す。


    　相手を公園から追い出すことはできたが、こっぴどくやられて、ふたりに不安な表情をさせてしまったことは、今でも記憶に残っている。


    「咲月や貴たか法のりも……希のぞみやクライヴにもあるのかな。そういうの」


    「当然、あるだろうね。各々、人それぞれだろうけど」


    　咲月は魔法少女になりたかったとは聞いている。


    　ただ、なぜそう思ったのかまでは知らない。それは咲月の胸の内だけにあるのだろう。


    　貴法とセンスを結びつけるものもわからない。


    　性格的に合ってるということで、気にしてはいなかったが。


    　希についても同じだ。


    　彼女らしいなと思う一方で、本質的な部分は見えていない。


    「エリシアのセンスは……」


    「言っただろう。わたしは元々植え付けられた後天的なセンスがあってこそだ。君たちとは違う。この光の矢自体は後付けのセンスだが、これがなくば封印の力は何ひとつ使えない」


    　やるせない思いを抱いているように、呟つぶやくエリシア。


    「でも元々、センスはあったってことなんじゃないのか？」


    「そうだね。でも、発現させることができなかった。それが原因で施設へと送られることになったんだよ」


    「……未来じゃそんなことがまかり通ってるんだな」


    「君が気に病む必要はないよ。施設で……大切な出会いもあった。過去はその人を形成する大事な記憶……そう言っていたっけ」


    　少しだけ、柔やわらかい表情を浮かべるエリシア。


    　陽はる翔とが何かを思いついたかのように問う。


    「あのさ、エリシア。ここでセトを倒したら……」


    「鬼が笑うぞ」


    　来年の話をすると鬼が笑う。


    　どうやら日本のことわざを知っているらしい。


    「いいから聞けって。ここでセトを倒すことができたら、お前の未来に俺たちも行けないのか？」


    「……なぜ、そんなことを聞くんだ」


    「お前の目的に、俺も協力したいんだよ」


    　仲間だから。


    　彼女の力になりたいから。


    　色々と理由はある。


    　ただ──。


    「確かに未来のためってのもあったかもしれないけどさ。それ以外でも、旭姫あさひや俺たちのために色々としてくれただろ。今もこうして一緒に戦ってる。なのに、俺たちがエリシアのために何もしないのは……なんかもやもやするっていうか」


    　エリシアが目を瞬またたかせて、愉たのしそうに笑う。


    「お人好しだな、君は」


    「皆みんなだって同じことを思うはずだけどな。それに自分の世界を置いておいて、旭姫を助けてるお前に言われたくないぞ」


    「ふふっ。それもそうだね」


    　そこでエリシアは寂さびしそうに目を伏せる。


    「……残念だけど、君たちを未来には行かせられない」


    「でも」


    「そもそも理論上、無理なんだよ。この世界から未来に行くのは……一方通行になるからね」


    「なんでだよ」


    「量子力学の講義が必要になるけど、聞くかい？」


    　さすがに理解できる気がしない。


    　陽はる翔とが首を振ると、エリシアはクスッと笑った。


    「君の気持ちだけは受け取っておくよ」


    「でもさ。俺たちが七人で必死にセトを倒したとしても、お前は未来でひとりじゃないのか？」


    「……それは大丈夫さ。未来にも頼りになる仲間レジスタンスがいるからね」


    　一瞬、口くち籠ごもったのを陽翔は聞き逃のがさなかった。


    　決して頼りにならないわけではないのだろう。


    　ただ、セトと相対するには相性のようなものがある。


    　それがよくないのだとすれば、いくら強くても意味がない。


    　だが、エリシアが無理だと言う以上、それは本当に無理なのだろう。


    「でも、君たちと未来を切り開けるならば……とても心強いね」


    　エリシアがあり得ない未来を夢想するように目を瞑つむった。


    　そこで──迷宮が変化する。


    　マッピングしていた鋼板で、ようやく貴たか法のりたちがいる部屋へと繋つながった。


    「だが、すべては旭姫を救ってからだ。行こう。陽翔」


    「ああ」


    　旭姫あさひを抱きかかえて、陽はる翔とはエリシアの背中を追いかけた。


    



    　貴たか法のりたちがいた部屋に向かって走るふたり。


    　しかし──。


    「進路があまりよろしくないな……」


    　すでにあらかたの位置関係を覚えているエリシアがそう呟つぶやく。貴法たちがいる場所は、まだまだ遠い。


    　そして、旭姫の自我も戻る兆しが見えなかった。


    「目が覚めないってことは、まだナハシュを倒せないのか？」


    　陽翔の口調に焦あせりが滲にじむ。


    「さすがに第二者。楽に倒せる相手ではない」


    　エリシアも心配そうな顔をしていた。


    　カインと違い搦からめ手ての得意なナハシュは、真っ当に戦いができるかどうかすら怪しい。


    「次の改変まで残り五分……。それまでに向かわなければ」


    　また部屋への道筋を塞ふさがれては合流すらできない。


    　だが、かなりギリギリだ。


    「陽翔。わたしと旭姫を担いで行けるか？」


    「わかった」


    　スピードを上げる必要があった。


    　エリシアと旭姫のふたりを両腕で抱えようとしたところで──。


    



    「そこまでだ」


    



    　床が持ち上がり、通路が壁となって塞がれる。


    　そして、そこが部屋のように一気に広がった。


    　さらに次々と機材が現れていく。


    　まるで旭姫を捕らえていた場所と同じように──。


    「空く閑が旭姫を返してもらおう」


    「冗談じゃねぇ！」


    　旭姫をエリシアに預け陽翔がセトに向かって一足飛びに距離を詰める。セトが大おお鎌がまを払うように振るった。


    「がっ……！」


    　その瞬間──陽翔は床に転がされていた。


    　──〈時遡コンストラクタ〉？　違う、そんなはずは……！


    　油断などしていない。


    　ずっと闘気で防御をしていた。


    　いや、それ以前に。


    　今、感じたのは身体からだの重さ。


    　まるで水の中を動いていたような──。


    「さすがにこれ以上、計画の遅延は好ましくない」


    「セト……ッ!!」


    　陽はる翔とを救おうと弓を構えたエリシアが、攻撃を試みる。


    　その瞬間、〈時遡〉が発現したのがわかった。彼女は攻撃を無効化され、吹き飛ばされる。


    　旭姫あさひがその腕からこぼれ落ちて、エリシアは壁にぶつかった。ズルズルと崩れ落ち、気を失ったように倒れる。


    　支えのなくなった旭姫が倒れようとしたところを、セトが抱きかかえた。


    「君は今後、何百年という悠久を生きて、運命を固定し続けてもらわなければならない」


    　旭姫が抱きかかえられている姿を見た陽翔は、痛みを堪こらえて立ち上がる。


    「旭姫から──手を離せッ！」


    　七星剣プレアデスを構え、一気にセトに肉薄した。


    　しかし──セトが大おお鎌がまを振るうと、読まれたかのように防がれた。


    　鎌の刃は易やす々やすと陽翔の身体を切り刻む。あまりにも速かった。目で追うことすらできない。


    　セトは、真っ当に戦っても勝てるとでも言いたげで、涼しい顔をしていた。


    「くっ……！」


    　血を吹き出しながらも、陽翔は耐える。


    　闘気を全開にし、回復力を限界まで強化したままセトを睨にらみつけた。


    「……なんで一息に俺を殺さない。あんた、そのぐらいできるはずだろう」


    「私のセンスも途上故ゆえだ。成長を促うながすためにも、君たちには期待している」


    「期待だと……」


    「君らには私のセンスを、向上させる礎いしずえとなる資格がある」


    「だから、仲間にほしがったってか？」


    「あるいは君らも、殻からを破った旭姫を超える可能性はある。神覚とは、心奏の深奥。人の魂たましいにアクセスするのが心奏ならば、世界の魂とも言える根源にアクセスするのが神覚と言える」


    　セトは視線を合わせるでもなく、虚空に呟つぶやくように続ける。


    「つまり、闘気にも深奥があるかもしれない……ということだ。それを見せてくれるのであれば、君たちを生かしておく理由はある。私自身も他の五つの深奥が──見たい」


    「冗談じゃねぇッ！」


    　向かってくる陽はる翔とに、セトは目を細める。


    「〈獅子なる銀河の一撃レオニダス・オリジン〉！」


    　陽翔が七星剣プレアデスを構え、セトの間近で闘気を剣に集めて振り下ろした。零ゼロ距離で白き獅し子しが咆ほう哮こうし、セトへ喰くらいつこうとする。


    　闘気を前に、セトはただ手を出しただけだ。不気味なぐらい、ただただ静かに。


    　その手の内に、いつの間にか渦を巻く闇やみが生まれている。


    　まず獅子が闇へと吸い込まれていった。


    　獅子と共にセトの腕を斬きり裂かんとしていた七星剣もまた──闇に触れる。


    「なっ……！」


    「もらっておこう」


    　手放すまいと握る力を強くする陽翔。その甲か斐いあってか、刃が闇に触れる直前、微かすかにセトの手を掠かすめる。


    　だが、その程度。


    　力など関係がないというように、七星剣は闇の中へと消えていった。


    　まるで主あるじを吸い込まれまいと、自ら犠牲になったように──。


    「七星剣──！」


    「擦すり傷でも、誇るがいい」


    　そして、セトが大おお鎌がまを一いつ閃せんした。


    　陽翔は防ぎきれずに壁にまで吹き飛ばされる。ぶち当たった箇所に放射状のヒビが入った。


    　そのままずるずると床に倒れ伏す。


    　──なんだ、今のは……？


    〈獅子なる銀河の一撃〉が消され、七星剣までもが奪われた。


    　──〈時遡コンストラクタ〉とは違う、別のセンス……!?


    　しかし、セトのセンスについて考えていられるのもそこまでだった。


    「これで君の武器は時の彼方に消えた」


    　旭姫あさひの身体からだを抱えながら、一歩ずつ近づいて来るセト。


    「さらに精神を追い込むことで、深奥へ至るか」


    　セトの鎌が旭姫の首筋に触れた。


    　這はいつくばりながら、陽翔がそれを見る。


    　立ち上がろうとして、しかし、身体が言うことを聞かなかった。


    「何を、する気だ……！」


    「君らの希望を断とう」


    　陽翔を虚無の目で見み遣やるセト。


    「脳さえ生きていれば問題はない」


    「な──」


    「この空間内での彼女の身体からだの欠損は現実へも大きな影響を与える。内臓を抉えぐり出し、四し肢しをもぎ取り、身体を焼こう。どんな感情を君らは抱く？　どこまで君らのセンスが伸びる？　試してみる価値はある」


    「やめ、ろ……！」


    　鎌かまの刃を旭姫あさひの首にさらに強く押し当てた。


    　だが、倒れた陽はる翔との身体は動かない。


    　──動けよ、チクショウ！


    　ここで助けられなくて、何がヒーローだ！


    　身体を叱しつ咤たする。


    　陽翔の無様な足あ掻がきを見て、僅わずかに目を細めたセトが一気に刃を首に──。


    



    「セト様！」


    



    　セトの手が止まる。


    　封鎖された部屋の中に、突如現れたのは──。


    「君か」


    「はっ」


    　第二者──ナハシュだった。貴たか法のりたちと戦っているはずの……。


    「な、なんでお前がここにいる……！」


    　伏したまま、陽翔が呻うめくように言う。


    　すると、ナハシュは見るもおぞましい狂気の笑みを浮かべた。


    「忌いま々いましい邪魔者どもを殺したからに決まっているだろう！　これから現実でも奴やつらの身体を回収し、脳を抜き取るとしよう！　儂わしの脳と繋つなげた時、さぞ優秀な人形ができるだろうて！」


    　陽翔の身体が震ふるえる。


    　──殺された？


    　貴法が。咲さ月つきが。希のぞみが。


    　──こんなあっさりと。


    「嘘うそだッ！」


    　陽翔があらん限りに叫ぶ。


    　貴法たちが破れたなど、殺されたなどと、信じることができなかった。


    　しかし、ここにナハシュがいるのは事実。


    　ただただ、根拠もなく否定するしかない。


    「哀れな男だ!!　これを見ても、嘘だと言えるか!?」


    　そう言ってナハシュはローブの中から、何かを取りだした。


    　それは三つのリング。


    　星が刻まれた〝スバル〟のパーティリングだった。


    　──こいつの手元にあるということは本当に……。


    「理解したか。これがセト様に逆らった者の末路だ」


    　そう言って、勝ち誇ったように哄こう笑しようするナハシュ。


    　そのパーティリングが、呆あつ気けなくナハシュの手から零こぼれ落ちていった。

  


  
    ［間章　追憶　～the side of "Subaru" act.2～］


    



    　アジトを作ってからルシアが加入し、七人パーティになった頃。


    　彼らを二分する事件が起きた。


    　それは本当に些さ細さいなところから始まっている。


    「〈魔樹の樹液〉、私のアクセサリーを作るために使っていいって言ったじゃない！　旭姫あさひと希のぞみのアクセサリーもこの後作るんでしょ！」


    「仕方ないだろう。次のボス──ゼノンは攻撃力が凄すさまじいらしいし。陽はる翔との防御力を少しでも底上げして、生存率を上げる必要がある。できれば僕やクライヴの防御力も増加しておきたいんだ」


    　咲さ月つきと貴たか法のりの言い合いは、いつもと様子が違っていた。


    〈魔樹の樹液〉は稀き少しようなアイテムで、店に出回ることは滅多にない。ニュムペーというモンスターぐらいしか落とさないが、その有用性が最近、天理によって解明されたことで価値が跳ね上がったのだ。


    　その上、このところニュムペーの出るところには幾多のプレイヤーが集まり、ニュムペー退治の順番待ちをしているような有様だ。


    「私がドロップしたアイテムでしょ！」


    「アイテムはメンバーで共有する。それは全員で決めたことだろう？」


    　咲月は納得のいっていない表情を浮かべていた。


    　つい最近も似たようなことが起こっている。その時は我慢したが、もう限界だった。


    「あたしは咲月に作ってあげるべきだと思う。前って、今度は咲月を優先するからって言ったでしょ？」


    「わ、わたしも……。そう思う……。咲月ちゃん、可か哀わい想そう……」


    　旭姫と希は、咲月の味方で、


    「俺は早くゼノン倒したいしなぁ」


    「同じく。ゼノンを倒すために、ちょっと面倒な連中が出張ってきてるし、ダンジョンを封鎖される前にどうにかしたいね」


    　陽翔とクライヴは、早く倒しに行きたい派だ。


    　女性陣と男性陣でお互いの意見が食い違い、パーティ内での不和をもたらしている。


    　メンバー同士の喧けん嘩かは珍しいことではないと言ってしまえばそれまでだが、やはり居い心ごこ地ちは悪くなっていった。


    「……双方の言い分はわかるが、少し落ち着いたほうがいい」


    　エリシアは無難な言葉に留める。


    　子供同士の諍いさかいに慣れていないようで、困った顔をしていた。


    「ふんだ！」


    「わからず屋め……」


    　結局、意見は平行線を辿たどり、決裂。


    　男子と女子はそれぞれ二グループに分かれて行動することとなった。〈魔樹の樹液〉の使い道は据え置きとなって。


    　ただ、この仲なか違たがいは長続きしなかった。


    　ある日のことだった。アジトのテーブルに、元々あった一個も含めて〈魔樹の樹液〉が七つも揃そろっている。


    「ど、どうしたのよ、これは……」


    　咲さ月つきが訝いぶかしげに問う。


    「き、君らこそ……」


    　貴たか法のりも戸惑ったように問う。


    「……お互い、三つずつ入手してきたと言うことか」


    　エリシアが苦笑を浮かべて、深い溜ため息いきを吐ついた。


    　何のことはない。お互いがお互いのことを気にして、〈魔樹の樹液〉を必死になって集めていたのだ。


    「あははははははっ！　もう、結局、こうなっちゃうよね！」


    「そうだな。もしかしたらって思ってたけど」


    　旭姫あさひと陽はる翔とが笑い合い、つられたように皆も笑みを浮かべた。


    「それじゃ、どうしよっか？　この〈魔樹の樹液〉」


    　クライヴがひとつを摘つまみ上げて、皆に見せる。


    「あたし、アクセサリーにしたい！」


    「俺たちは防御力に回したいな」


    　旭姫と陽翔で意見がかち合うが、


    「なら、防御力を上げるリングでいいんじゃないか？」


    　エリシアの意見に否定は出ない。


    　その時咲月が手を挙げる。


    「それならさ。せっかく七つあるんだし……皆みんなでお揃いのリングにしない？」


    　皆がハッとした顔になった。


    　それを見て咲月が、失言した？　と言うように一瞬面食らうが、


    「いいよ！　それ！　咲月、ナイスアイデア！」


    「それだ！　咲月、いいこと言うな！」


    　旭姫と陽翔が身を乗り出すようにして、食い気味に賛成した。


    「それじゃ、どんなのがいいか、少し意見を出し合ってみるか」


    　クライヴが羊皮紙に器用にリングを描いていく。


    　基本の指輪のイラストに旭姫あさひや咲さ月つき、希のぞみが次々と足していった。


    　しかし、ごてごてなのは使い勝手が悪いということで、結局、シンプルなデザインに落ち着いた。できあがったのは、星が光るようなイメージのリングだ。


    「さっそく、作ってもらいに行こう！」


    　アルトガーデンにあるアクセサリーショップに向かう七人。


    　それはすぐにできあがった。


    　上品な輝きを放つ、銀のリング。外周に光るように星が彫られている。


    　彼らを繋つなぐパーティリングはこうして生まれた。


    　そして──。


    



    「行くぞ、咲月！」


    「合わせなさいよ、貴たか法のり！」


    　彼らは結束を強めたかのように、連係センスを駆使してゼノンを打倒する。


    　お互いを思い合う力が、戦闘においても発揮され始めていたのだ。


    　誰に気兼ねすることもなくセンスを振るう彼らは、この時期からその名を急速に広めていく。


    　多くのプレイヤーたちがいるところで、戦う彼らの姿を見ていると、誰かが言った。


    「星が瞬またたいているみたいだ……」


    　それぞれが放つ綺き羅ら星ぼしの如ごときセンスの輝きが、周りの者にそう思わせていたらしい。


    　ギルドと違い、二つ名やパーティの名前は周囲によって自然につけられる。


    　彼らにつけられたのは、夜空に瞬く七つ星。


    



    　──〝スバル〟。

  


  
    ［第三章　星の未来］


    



    　パーティリングがナハシュの手から落とされた。


    　かつん、と小さな音が響き、行き場に迷うかの如ごとく転がり続ける。


    　やがてリングは動きを止めて倒れた。主あるじを呼ぶように、切なげな音を立てて。


    「嘘うそ……だ……」


    　擦かすれた陽はる翔との声に、言葉を返してくれる者はいなかった。


    　あのリングを三人が手放すなどあり得ない。


    　咲さ月つきも。


    　貴たか法のりも。


    　希のぞみも。


    　もう、この世界にいないということになる。


    「彼らもセンスの深奥には至らなかったか」


    　セトは能面のように無表情なまま、冷たく呟つぶやいた。


    「セト様。【獅子心王クールドリオン】と【失刻の魔女アルターピリオド】はいかがいたしましょうか」


    「捨て置け。優先するべきことがある」


    「では、ついに旭姫あさひを？」


    　セトは無言で肯定するように瞳ひとみを伏せる。


    「ナハシュ。旭姫をシステムの中に組み込め」


    「はっ！」


    　指示されたナハシュが、セトから旭姫を受け取り、その身体からだを支えた。


    　セトは倒れている陽翔に近づき、見下ろしてくる。


    「封印石を渡してもらおう」


    「誰が……渡すかよ……」


    「もはや、君らには何もできない。抵抗しても無駄ということに気付いたはずだ」


    「無駄、だと？」


    「君の仲間は排除された。旭姫の自我は戻らない。武器もない。唯一の仲間である【失刻の魔女】は気絶。この状況で、君はなぜ抵抗する」


    　本当に、何もかもが絶望的。


    　仲間を失い、七星剣プレアデスを失い、旭姫すら敵の手の中──。


    　好転する要素など、もはや何ひとつない。


    　こちらの生殺与奪の権を、すでに連中は握っているのだ。逆らったところで末路など知れている。


    「んなもん、決まってんだろう……」


    　しかし──。


    　陽はる翔とが白金の闘気を体中に巡らせた。闘気自体が生命力だとでもいうように、強く輝く。


    　ゆっくりと、立ち上がった。ふらふらだが、瞳ひとみには決して屈しないという意思が表れている。


    「俺たちがお前らに服従すると思うか？　命いのち乞ごいをすると思うか？　するわけねぇだろう」


    「無益なことだ」


    「無益だろうと、関係あるか」


    　陽翔はセトを睨にらみつける。


    「勝てないからって諦あきらめてたら、先に進めねぇんだよ」


    　六年間。


    　ずっと戦わずに生きてきた。


    　何もかも諦めて、逃げてきた。


    「もう六年前みたいに逃げたりしねぇって決めたんだ。俺は！　最後まで、戦う！」


    　セトは小さく溜ため息いきを吐つき、陽翔から興味をなくしたように視線を旭姫あさひに向ける。


    　敵から目を逸そらした──そうではない。


    　すでに彼は陽翔を敵とも、自らを高める相手とも思っていないのだ。


    「ナハシュ。何をやっている」


    　先ほど指示されたはずのナハシュが、まったく動いていない。


    　そのことを咎とがめるように、セトがナハシュに向き直った。


    「セト様。怖れながら進言致します」


    　微かすかに眉まゆを動かすセト。


    「旭姫の力を使わずともセト様のお力があれば、未来を自由にできるのでは？　旭姫のような不安定なセンスを使わずともいいと思うのですが」


    「私の力は時の流れに小さな介入ができるだけ。大きな運命を覆くつがえすことはできない」


    「ですが、時間を操る術すべがあるのでしたらいくらでもやりようはあるのでは」


    「旭姫のセンスを使った方が効率がいい」


    　すると、ナハシュは小さく溜息を吐いた。


    



    「つまり、セト様は自ら未来を描くことを諦めたわけですね？」


    



    　その瞬間、セトが大おお鎌がまをナハシュに投げつける。


    　飛んできた刃に向けて、ナハシュは手のひらを差し出した。


    　大鎌はナハシュの手に触れた先から次々とナイフへ変わり、逆にセトへと向かっていく。


    　セトはそのナイフの群れを僅わずかな動きだけで避けきった。


    　それからナハシュに向き直る。


    「ナハシュではないな」


    「気付くのが遅いぜ。自分が騙だまされるなんて思ってもみなかったか？」


    　ナハシュの身体からだがぼやけて、少しずつ変化していった。


    　そこにいたのは、ひとりの少年。


    　黒いニットを被かぶり、柔やわらかそうな金髪を僅わずかに覗のぞかせていた。耳には小さなピアスをつけている。襟えりと袖そで口ぐちには黒毛のファーがついた赤いジャケット。胸元が大きくＶ字に開いたシャツ。


    　この姿、あの変幻──。


    　間違えるはずもない。


    「クライヴ!?」


    　ニヒルな表情を浮かべた少年、クライヴ＝ヴィヴァリーだった。


    「よっ、陽はる翔と。苦戦してるみたいだな」


    　彼は旭姫あさひを支えながら、いつもの調子で陽翔に向かって、指を振って挨あい拶さつした。


    　それだけで陽翔は安あん堵どする。クライヴが間に合ったのだ。


    「ナハシュをどうした」


    　セトはクライヴから目を逸そらすことなく見据える。


    「おいおい。オレがここにいるんだから──言わなくてもわかるだろう？」


    　クライヴはナイフを手で弄もてあそびながら不敵に笑った。


    



    
      ◇　　　　　◇　　　　　◇

    


    



    　貴たか法のりも、咲さ月つきも、希のぞみも──三人が触手に囚とらわれていた。


    〝スバル〟の自由を奪い、ナハシュが勝ちを確信したように哄こう笑しようする。


    「セト様の未来を汚す害虫どもよ。今から死よりも苦しい生を与えてやろう！　ゲームオーバーにしてくださいと泣いて懇こん願がんさせてやる！」


    　さらに触手が歓喜するように蠢うごめき、捕らえた身体を縛り付けていく。


    「ぐああああああああああああああああ！」


    「きゃあああああああああああああああ！」


    「ああああああああああああああっ！」


    　三人の悲鳴が重なり、ナハシュの顔が喜びに打ち震ふるえるかのように紅潮した。


    　荘厳なオーケストラでも聞いているかのようだ。


    「ははははははは！　いいぞいいぞ！　儂わしをもっと悦よろこばせるがいい！　その絶望の悲鳴こそが、儂の脳を歓喜に震わせてくれる!!」


    　ナハシュの感情が極まった瞬間──。


    



    「〈リバーサルシェイド〉」


    



    　声が響いた。


    　それと同時に、波打つように白い光が走り、部屋が変化していく。


    　内臓のようだったおぞましい部屋は、最初に見た時と同じ闇やみの迷宮となっていった。


    「な!?」


    　ナハシュが信じられないように、周囲を見渡す。


    　だが、何もかもが違った。


    　貴たか法のりも、咲さ月つきも、希のぞみも、ナハシュを見て、キョトンとしている。


    　虚むなしいひとり芝居を観ていたような表情。何をしてるんだ？　と顔に書かれてあった。


    　おかしい。


    　先ほどまで触手で締め上げ、無様に悲鳴をあげていたというのに。


    　その上、真実の内臓空間がその一片すら存在していない。


    　そして──。


    「う、動けない!?」


    　いつの間にか床から生えた触手が、ナハシュの五体に絡からんで捕らえていた。


    「き、貴様ら!!　何をした!?」


    　何もしていない。


    　貴法たちは、ただ見ていただけだ。


    　床から触手を操り出してから、悦に入ったように笑うだけのナハシュを。


    　ナハシュの視線はまったく定まっておらず、まるで幻まぼろしでも見ているかのようだった。


    「変幻の本質はデータを書き換える力さ。さすがに見るに耐えなかったから、ここに合わせて改変させてもらったぜ」


    　再び、虚空から声が響く。


    「誰だッ！」


    　ナハシュが苛いらついたように吠ほえた。


    　だが、貴法たちは聞き覚えのある声に、その表情が綻ほころんでいく。


    　こんなことをできるのは、ひとりしかいない。


    「よう。ちゃんとピンチにきてやったぜ」


    　そこにいたのは、いつものように余裕綽しやく々しやくの笑みを浮かべるクライヴだった。


    「クライヴ！」


    　歓喜の声で迎え入れる貴法たち。


    「ホント、狙ねらったみたいに助けに入って。腹立たしいったらないわ」


    　咲さ月つきが嬉うれしそうに憎まれ口を叩たたく。


    「よ、よかった……」


    　希のぞみも安あん堵どしたように胸を撫なで下ろしていた。


    「き、貴様はクライヴ＝ヴィヴァリー！　どうやってここに！」


    　ナハシュは突然の闖ちん入にゆう者しやに、心穏やかではいられず喚わめく。


    「転送で送ってもらったんだよ。広すぎて合流に時間がかかっちまった。さすがにソロでの迷宮踏破は堪こたえるね」


    「この空間〝狭間〟に転送だと……。そのようなことができる者、いるはずがない！　第一、儂わしに何をした!?」


    「教える義理はないんだけどな。ま、あんたは貴たか法のりたちをいたぶる幻まぼろしを見せられて、悦に入ってただけさ」


    　クライヴが指を鳴らすと、ナハシュを捕らえていた触手が変化していく。


    　それはすべてクライヴのナイフで構成された鋼こう糸しだった。ナハシュはまるで蜘く蛛もの巣に捕らえられた虫のような姿となっている。


    「調子に乗るなよッ！　下民がッ！　このようなものッ！」


    　鋼糸を変幻させ、引き千切るナハシュ。


    「貴様の視界を奪って、魂たましいを支配してくれる!!」


    　自身の身体からだから触手を伸ばし、クライヴを襲おそう。


    　しかし──。


    「甘いぜ」


    　クライヴが全方位にナイフを投げつけた。


    　ナイフと接触しただけで、触手が粒子となって消え去っていく。


    　その上──。


    「儂の視界を、邪魔するなッ！」


    　ナイフの刀身は光を反射させて、ナハシュの視界をことごとく阻そ害がいしていた。


    「あんたがいくら世界を書き換えようと、オレはそれを上回る早さで変化させるだけさ。実体、幻想、透過──全部、オレには届かない」


    「味な真似まねを……！　変幻で儂に勝てるとでも……！」


    「それを今から試してみるんだろ？」


    「多少は強くなったようだが──。だが、貴様にこれを滅することはできまい！」


    　ナハシュが自分の身体を絞るようにして肉塊を分裂させる。


    　分裂した肉塊は一気に膨ふくれあがり、さらに巨大な塊かたまりと化していった。


    　肉塊からは触手が生え、膨張しながらクライヴに迫る。


    　クライヴは迫る触手をナイフで次々と切り裂くが、すぐに再生してしまう。切られて分離した触手すら、異常な速さで増殖していく。


    「この異常増殖する細胞に勝る攻撃力を貴様らは繰り出せまい！　少しでも細胞が残っていれば、こいつはすぐに復元する！　あの闘気使いでもいれば別だろうがな！」


    　クライヴは小さく溜ため息いきを吐つく。もう飽きたとでも言うように。


    「〈ライン・フォートレス〉」


    　自身の左右に何十ものナイフを投げる。ナイフが飛び交い、そこに繋つながった鋼こう糸しが編まれていき、クライヴたちを守る壁となる。


    　触手は鋼糸の壁に触れると、それだけで切られ、手出しができない。


    　しかし、切られた分だけ怪物は再生し、さらに巨大化していく。


    　そして、壁は少しずつ歪ゆがんでおり、長くは持たないことを示唆していた。


    「はっ、防御で手一杯のようだな！　多少、センスが向上しようと、貴様如ごときそんなものよ！」


    　貴たか法のりが舌打ちした。


    「この調子では壁もすぐに破られる。あの再生力を上回る火力は……せめて、僕と咲さ月つきの他に陽はる翔とがいれば……」


    　貴法と咲月の火力でもその過剰な再生力を上回ることはできなかったのだ。クライヴにはどうしようもない相手のはずだった。


    　そう、今までのクライヴなら──。


    「貴法、咲月。今からオレの攻撃に合わせてくれ。最大火力でね。希のぞみも準備を頼んだぜ」


    　そして、クライヴが悠然とナイフを構えた。


    「オレの仕掛けは、ここからさ」


    　クライヴの持った一本のナイフが剣のように伸びていく。


    　その構えは、まるで陽翔があの必殺技を放つ時のようで──。


    　剣は闘気を帯びたかのように光り輝いていた。


    「き、貴様、闘気の力を……!?」


    「まさか。闘気は陽翔の専売特許さ」


    　ナハシュの問いに、クライヴは自信ありげな笑みを浮かべる。


    　否定はしても、今、纏まとっているのは間違いなく闘気だった。


    「……わかった！　お前を信じるぞ、クライヴ」


    「しょぼかったら承知しないからね！」


    　貴法と咲月もそれぞれ構え、クライヴの攻撃を待つ。


    「さあ、行くぜ。見たことがあるものを幻想として再生し、同じ結果へと変幻させるセンス──〈幻想再現イミテーシヨン・ジエニユイン〉」


    　剣の輝きがさらに増していく。


    　光は太陽のように周囲を照らしていた。


    　ここから放たれる技は当然──！


    「〈偽・獅子なる流星の一撃フオージ・レオニダス〉！」
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    　クライヴが剣に連なる光の流星群を一いつ閃せんと共に放つ。


    　剣から獅し子しが一直線にナハシュへと向かっていった。


    　獅子が獲物に喰くらいつこうとしている様は、陽はる翔とのセンスそのままだ。


    　肉塊の獣けものが闘気の獅子に貪むさぼられ、身を引き裂いては再生している。


    「〈竜覇絶唱フラツデイング・ウエイブ〉！」


    「〈遠き神の座に存りし全ライヒスアプフエル〉！」


    　貴たか法のりと咲さ月つきもまた攻撃を繰り出した。


    　獅子のこじ開けた隙すき間まへと雪な崩だれ込こむ。


    　獅子が喰らい、竜が分解し、魔導が消滅させる。


    　肉塊の獣は一瞬で消え去り、再生する間もなく消えていった。


    「ば、馬ば鹿かな──」


    　その一瞬。


    　ナハシュの気が逸それた。


    　彼は気付かない。


    　すぐ傍そばに、翼をはためかせた希のぞみが現れたことに。


    　虎とらの腕が、頭上からナハシュの身体からだを殴り付ける。


    　床が陥没するほどの衝撃で。ナハシュは叩たたきつけられ、強引に地面に埋め込まれた。


    　陥没した床は迷宮内の特性のまま、すぐさま復元され、希のぞみは咄とつ嗟さに離れる。


    　ナハシュは床の中に閉じ込められようとしていた。


    「くっ！」


    　手を伸ばして脱出しようと試みる。


    　だが、壁となっていたナイフの群れが方向転換し、ナハシュの身体に突き刺さり、さらに鋼こう糸しによって縛り付けられた。


    　彼は這はい出ることもできず、床へと埋まっていく。


    「こ、このままでは……！」


    　ナハシュの右手の紋章が赤く輝いた。


    　システムにアクセスする力だ。


    　しかし──紋章は歪いびつな形に変えられていた。右手の甲にナイフが突き刺さっており、紋様も切り刻まれて、おかしくなっている。


    　赤く光っても、結果を引き起こすことはない。


    「な、い、いつの間に!?」


    「オレがここに来た時からだよ。さすがにそれを使われると困るんでな、真っ先に壊させてもらった。今頃、視えたのかい？」


    　変幻の戦いは最初から決していたのだ。


    　紋章は何も反応しない。


    　ナハシュの一いち縷るの望みすら断ち、


    「じゃあな。ナハシュ」


    　クライヴがウインクするのと同時に、ナハシュの身体は復元していく床の中に消えていった。


    



    
      ◇　　　　　◇　　　　　◇

    


    



    　セトと対たい峙じしたまま、クライヴはくるくるとナイフを回していた。


    「ま、試運転としては申し分ない相手だったな」


    　セトの目付きが微かすかに変わる。


    　今までに見せたことのない瞳ひとみだった。


    　警戒か、あるいは好奇心か。


    　陽はる翔とたちには読むことができなかったが、それでもセトに何らかの変化を与えたのは事実のようだ。


    「君も目覚めたというのか。クライヴ＝ヴィヴァリー」


    「ま、オレにそこまで自覚はないけど、そうなのかもしれないね。変幻の深奥──遍へん幻げんって彼らは呼んでたっけ。あまねく、幻まぼろしってところかな」


    　約束通り、彼は覚かく醒せいして救援に来てくれたのだ。


    　いや、覚醒どころの話じゃない。


    　心奏に神覚という、深奥があるように。


    　変幻の深奥を身につけてきて。


    　これ以上、頼もしい救援はないだろう。


    「やはり君たちを生かしておいてよかった」


    　セトは表情を変えず、しかし、口調が今までと違っていた。


    　微かすかな高揚が窺うかがえる。


    「そりゃどうも」


    　クライヴは旭姫あさひを片腕で支えながら、セトと対たい峙じした。


    　睨にらみ合い、動くことなく隙すきを窺うふたり。


    　お互いに様子を見ているようだった。


    　そこでクライヴがちらりと陽はる翔とに視線を送る。その意図を陽翔はすぐに察した。


    「余よ所そ見みをする暇ひまがあるのか」


    　瞬間──いつの間にかセトが位置を変えていた。


    　それは、クライヴの眼前。


    　まるで瞬間移動をしたかのように。


    　セトが虚空から大おお鎌がまを取り出し、真上から振り下ろす。


    「今だッ！」


    　クライヴを守るように、突然、光の竜が出現。


    　竜は大鎌を飲み込み、分解していく。光る粒子が散っていき、少しずつ明度を下げて消えていった。


    「天理……」


    　セトが片目を細めて呟つぶやく。


    　そして、セトの周囲に何体もの使い魔が現れた。一斉にセトに向かって攻撃を開始する。


    「邪魔だ」


    　鎌を振るうと、刃が使い魔たちをすべて打ち払った。


    　使い魔たちの攻撃が終わりかけた頃──。


    「──滅せよ、〈二十八精四方七将陣フアランクス〉」


    　二十八体の精霊たちが現れる。


    　精霊たちが球を生み出し、それらがすべてを輝線で繋つなげてセトを覆おおった。放電したかのように虹にじの火花が輝き出す。大小様々な無数の多角形。そこに次々と穴が広がった。


    　繋つながった領域から力を引き出され、ゲートからエネルギーが飛来する。


    「〈遠き神の座に存りし全ライヒスアプフエル〉！」


    　空気を大きく震ふるわせてゲートから二十八属性の波動が球体へと収束した。


    　球状の虹こう霓げいが膨張しながらセトを飲み込んでいく。


    　虹にじ色の霧が晴れると、セトのローブが消えていただけだった。傷を負わせるには至らない。


    「ああ、もう！　千載一遇のチャンスだったのに！」


    「だが、一時的だが動きを止めた」


    「不意を衝つけば、いけるよ！」


    　現れたのは三人──。


    　咲さ月つきもいる。貴たか法のりもいる。希のぞみもいる。


    「隙すきを窺うかがってもらってたんだけどね。そんな甘い相手じゃないか」


    　クライヴが残念そうに肩を竦すくめた。


    「皆みんな！」


    　陽はる翔とが喜びの声をあげる。


    　クライヴが救援に行っていたのならば、彼らが死ぬわけがないのだ。


    　そうは思っていても、姿が見えないだけに微かすかな不安もあった。


    　だが、もう恐れるものはなにもない。頼りになる仲間たちがいる。


    　ようやくこの場に全員──〝スバル〟のメンバーが集つどったのだから。


    「陽翔！　態勢を立て直すぞ！」


    　貴法が陽翔に向かって指示を出す。


    　陽翔は頷うなずいて、すぐにクライヴのもとに向かい、旭姫あさひの身体からだを受け取った。


    　それから旭姫を抱えたまま、気絶しているエリシアへ駆け寄る。


    「手間のかかることだ」


    　セトが陽翔に向かってゆっくりと歩み出す。


    　だが、それにクライヴが反応し、何十本ものナイフを投げ、大きく広げて動きを止めた。


    　セトが目を見開き、〈時遡コンストラクタ〉を発動。


    　投げたナイフは無効化され、クライヴは吹き飛ばされる。


    　しかし──。


    「旭姫とエリシアを頼んだぜ、陽翔。〈ライン・フォートレス〉」


    　無効化されたはずのナイフは、しかし、鋼こう糸しを編み陽翔とセトを分かつ即席の壁を作る。


    「あんたが攻撃を無効化できるのは一回だけだろう。オレは二回ナイフを投げたが、後の方しか反応できなかったな」


    　クライヴは二度、ナイフを投げていた。


    　一度目は気付かれないよう、ナイフを透過させて。


    　二度目はわざと気付かれるように、大仰に動いたのだ。


    　二度目が潰つぶされても、一度目が成り立ってさえいれば壁は完成する。


    「〈覇竜牙ブレイカー〉！」


    　そして、貴たか法のりはセトの頭上へと移動していた。〈転送〉を使ったのだ。


    　一度使った〈時遡コンストラクタ〉を再度発動するためには十秒のリチャージが必要となる。


    　貴法の攻撃は無効化されなかったが、すんでのところでセトには躱かわされた。


    「ちっ……。存外、素早いやつだ」


    　十秒経過し、再び〈時遡〉の発現が可能になる。


    「陽はる翔と！　エリシアと旭姫あさひを起こして！　その間は私たちが抑えるから！」


    　ここにやってきてから、幾つもの布石を打っておいた。それらを発動させていく。次々と精霊たちが咲さ月つきに従って炎や氷、風や光で攻撃を繰り出していく。


    　咲月は時間差で攻撃をしているのだ。


    　セトが攻撃を無効化できるのは十秒前まで。それさえわかっていれば、十秒以上前から感知されない遅延攻撃ができる咲月にとって、無効化対策は充分に可能だった。


    「エリシア、起きてくれ！」


    　咲月に言われた通り、陽翔はエリシアを目覚めさせるべく、身体からだを抱えて闘気を注ぎ込む。さらに神経に直接闘気で刺激を与えて強制的に目を覚まさせた。


    　目覚めは最悪だろうが、今は手段を選んでいられない。


    「ぐ……。……ど、どうなってる？　わたしはどのぐらい気絶していた？」


    　だが、彼女も周囲を見て、すぐに事情を把握したようだった。


    「クライヴが助けてくれたけど、話は後だ。クライヴたちがナハシュを倒したから、もう旭姫は自我を取り戻してもいいはず。心奏で手助けしてやれないか？」


    「わかった。君の闘気も貸してくれ」


    「いくらでもくれてやる」


    　旭姫とエリシアに、闘気を分け与えていく。


    　エリシアは仰向けになった旭姫の胸に手を置いて、心奏センスを使い始めた。心や魂たましいに訴えかける力を持つ心奏で、旭姫を目覚めさせるべく。


    　すでに彼女の自我は回復しているはずなのだ。


    　その回復を手助けし、目覚めさせることができれば──旭姫のセンスでセトに対抗できる。


    　しかし、


    「……馬ば鹿かな」


    　エリシアが眉み間けんに皺しわを寄せて、厳しい顔を作る。


    「ど、どうしたんだよ」


    「自我が、目覚めていない。まだ旭姫に戻る気配がない……」


    　ナハシュを倒したというのに。


    　なぜか、旭姫あさひは元に戻っていない。


    「考え違いをしていたというのか……？　ナハシュが心を支配していたんじゃないのか……！　いや……」


    　まさか──。


    　陽はる翔とは咄とつ嗟さに、貴たか法のりたちと戦っているセトを見る。


    　彼には何の変化もないが、ただ陽翔たちを意味ありげに一いち瞥べつした。


    　──気付いたか。


    　とでも言うように。


    「精神支配を行っているのは、ナハシュだけではないというのか……？　いや、あるいは旭姫を繋つないでいる機械とシステムが……？」


    　旭姫を目覚めさせるために倒すのは、ナハシュではなく。


    　セトに解除させるしかないということだ。


    「ぐあっ……！」


    　貴法がセトによって吹き飛ばされる。


    　それを希のぞみが抱き留めた。すでに希は〈聖化夢想メイクアツプ〉を使い、その身体からだに使い魔を宿している。


    　仕切り直すかのように戦闘が止まり、睨にらみ合った。


    「……俺たちで倒すしかないってことか」


    　陽翔の呻うめくような言葉に、


    「どうやら、それしか方法がないようだ」


    　エリシアが切り替えるように頷うなずき、立ち上がってセトを睨んだ。


    　クライヴの作ったナイフの壁が霧散する。


    　すると、セトは陽翔たちを見渡し、


    「……最後に、聞いておこう。君たちが私の邪魔をするのはなぜだ」


    　本当に理解できないというように、そんなことを宣のたまう。


    「旭姫に危害を加えた。それ以上に理由が必要か？」


    　陽翔の答えに、セトはゆっくりと目を伏せる。


    「再度言うが旭姫の力がなければ、この世界の人類は滅びる。破滅の未来へ至る現在など、絶望でしかない」


    　訥とつ々とつと、目ま蓋ぶたを開いて語り続けた。


    「旭姫ひとりがその身を預けてくれれば、人類は再び種としての繁栄を迎えるだろう。それを聞いても、なお君たちは私を害するか」


    　瞳ひとみはずっと闇やみ色で、陽翔たちを見ていない。


    　見ているだけで呑のまれそうな、ゾッとする目だ。


    　しかし──。


    「その犠牲になるやつが俺の大切なやつである以上、お前の高尚な考えも、人類が滅びることも知ったこっちゃない」


    　陽はる翔とは毅き然ぜんと言い放つ。


    　迷いなど、何ひとつない。


    　その言葉を継ぐようにエリシアが一歩進み出る。


    「……セト」


    「【失刻の魔女アルターピリオド】。未来からの来訪者……か」


    　旭姫あさひを咲さ月つきに預け、エリシアはセトと向き直る。


    　セトもエリシアには、何か思うところでもあるのか、その挙動を黙って見ている。


    「お前は……なぜ、あんな世界を作り出した。わたしは幾つもの本を読んだ。様々な知識を得た。しかし、お前が行き過ぎた競争の世界を作り出した理由はまったくわからなかった」


    「滅びる未来を救うためと、何度も言っている」


    「わからない。センスは人類における様々な問題を解決した。それを真っ当に使うだけではダメだったのか」


    　しばし、睨にらみ合うように静寂が流れたあと、セトはゆっくりと口を開く。


    



    「センスそのものが人類を滅ぼすからだ」


    



    　何の感慨もなく、そう言った。


    「馬ば鹿かな。センスはお前が見つけた人類の可能性だろう……？」


    「誰が見つけたかに意味はない。私が見つけていなくても、センスは誰かが発見し、最終的には実用化に至る。センスとは人に生まれつき備わったものなのだから、それは自明と言える」


    　セトは淡々とした様子で続ける。


    「そこから人類はすべてをセンスに頼るようになり……ヒトは進化という機能を失う。自分で考える術すべすらなくし、センスそのものに縛られ、漫然とヒトは退化していく。私は自分のセンスでそれを見届けてきた」


    「人は確かに堕落するかもしれない。だが、そこから這はい上がる力だって持っているはずだ！」


    　貴たか法のりが口を挟むと、セトはすぐさま否定した。


    「人は堕おちると早い。一度、味わったものを忘れて這い上がるには、人類の闘争本能は強すぎた。センスが実用化して、それから十年も経たたない内に人はセンスに支配される。闘気によって敵を撥はね除のける力を得て、魔導によって天変地異を引き起こし、天理によってあらゆるものを崩壊させ、変幻によって騙だまし合い、心奏によって煽せん動どうし籠ろう絡らくし、夢境によって常識と概念を歪ゆがめる。その先にあったものは星の死滅だ」


    　人は歴史の中で技術を発展させ、人類社会を作り上げていった。


    「人類が火を手にした時は進化の余地があった。科学もまた同じ。しかし、センスは人の進化を止める。センスは人類を大きく進めたが、各々のセンスによって個を強め、同時に閉鎖的な社会に導いていく」


    　あまりにも万能な力だった。


    　人が人知を超えた力を持った時、それを他人のために、あるいは人類のために使えるか。


    　感情で生きる者に、欲望を抑えることは難しい。


    　得た力は必ず試したくなる。使いたくなる。己おのが力を示したくなる。


    　そこに悪意があろうとなかろうと……。


    「だからこそ、人類の闘争本能を競争によって満たし、少しずつ本能の改変を促うながして、おぞましい争いによる星の死滅を防ぐ。センスに心を奪われてしまえば人類はそこで終わりだ」


    「……それで旭姫あさひに頼ったってわけかよ」


    　陽はる翔との言葉に、セトは何も返さない。


    　しかし、表情が雄弁に肯定だと物語っていた。


    「あんたぐらい頭がよければ、いくらでも他の方法を思いつけたと思うけどな」


    「それこそ人任せの発想だ。未来永えい劫ごう、大きなものを守るには何かを犠牲にするしかない」


    「そんなもの、神に祈るために生いけ贄にえに捧げるのと何も変わらねぇ。時代錯誤もいいところだ」


    「その通り。我々は旭姫という神に縋すがるしかない。私がいなくなったところで、それは変わらない」


    「こいつは……そんなやつじゃねぇんだよ！　元気いっぱいな普通の女の子だ！　神なんて壮大なもんを押しつけるな！」


    「その、他者への過剰な情もまた、人を縛り付ける宿弊だ」


    「なんだと……」


    「人類とてむざむざセンスに縛られようとしたわけではない。だが、解決しようとすればするほど絆きずななどという下らぬ因習が人を束縛した。切っても切れぬ情や縁故はセンスの暴走を促し、ますますセンスへの依存を深めた。私自身、その絆という不定形の鎖によって邪魔をされた」


    　セトは陽翔に、右手に持った鎌かまの柄を向けてくる。


    「君とて、この六年、絆など下らないものだと思っていたはずだ。まったく謂いわれのない非難を受け、心を閉じた。それは絆とやらがあったからこそ、大きな傷となった」


    　旭姫が死んでからの陽翔のことを言っているのだろう。


    「旭姫の仲間は、ひととおり調べ上げてるってか」


    　陽翔はセトの言葉を首しゆ肯こうした。


    「……そうだな。この六年は楽だったよ。何をしないでも時間は進んで、周囲に合わせて適当にやってるだけでよかった。一度、落ちたら本当にもうそこから動きたくなくなるぐらいにな」


    「ならば、私の言っていることの一端は理解できるはずだ」


    　すると、陽はる翔とは鼻を鳴らして首を振る。


    「馬ば鹿かじゃねーのか。今も同じ気持ちだと思ったら大間違いだ」


    　怒りが噴出したかのように陽はる翔との身体からだから闘気が噴きだした。


    「旭姫あさひに出会って《リユニオン》に巻き込まれて、咲さ月つきが会いに来てまた《リユニオン》に行くことになって、貴たか法のりと戦って、クライヴと再会して、希のぞみを救うために行動して……俺は忘れてた大事なものを思い出した。ガキの頃の、何でも楽しもうとする気持ちを──。そして、あんたの嫌う、ままならない人とのつながりってやつが、どれだけ大事だったかってことをな」


    　陽翔が手を掲げると、希は応こたえるように創星剣オリオンを夢境によって作り出した。それを手に取り、セトに突きつける。


    「俺たちの絆きずなは、あんたに理解されるほど安くない。その絆を取り戻すために──〝スバル〟復活のために俺たちは戦ってるんだッ！」


    　すると、セトは──。


    「よくわかった」


    　その手に再び、大おお鎌がまが握られる。


    「もはや君たちと話すことはない。私は人類のために、未来を守るのみだ」


    　鎌の刃の面を陽翔たちに向けて、迎え撃つ構えを取った。


    　すると同じように貴法も構える。


    「いいだろう。貴様の〈時遡コンストラクタ〉のためには、予期していない死角からの攻撃や、複数箇所から同時攻撃が有効というのは知れたのだ。ならば、こちらはそれを突いて動くだけだ！」


    　貴法が床に触れ、床を隆起させながらその上を無軌道に駆けていく。


    　それと同時に陽翔たちも散った。


    　セトが〈時遡〉を使う気配はない。


    　ただ、鎌を軽く振るった。


    「それが、どうした!?」


    　貴法がセトに肉薄する──その瞬間、セトは貴法の背後に回っていた。


    「後ろだ、貴法！」


    「なにっ!?」


    　だが、貴法が後ろに拳こぶしを振るうと、彼は人とは思えない速さで迫った腕を掴つかんだ。転送すら間に合わない。貴法を力任せに投げつける。


    　壁に叩たたきつけられる寸前、


    「──抱け、アクゼリュス。翠みどりの翼網！」


    　咲月が風の精霊を使役し、風の膜を作って貴法を包み込んだ。


    「〈ブラッドスパイダー〉！」


    　クライヴがナイフを前方に投げつけると、それは分裂し、蜘く蛛もの巣のように広がって獲物を捕らえにかかった。


    　しかし、セトが鎌かまを小さく振るうと、ナイフの機動が止まったように遅くなる。セトは悠々と避け、クライヴに一瞬で肉薄する。


    「チッ」


    　クライヴが背後に跳躍。


    　だが、クライヴの動きはあまりにも重かった。鈍重と言ってもいい。


    　その逆にセトは加速しているかの如ごとく俊敏に動いている。


    「ぐっ……！」


    　柄の突きをまともに喰くらい、クライヴが吹き飛んだ。


    　希のぞみが咄とつ嗟さに飛んでくるクライヴを抱き留める。


    「だ、大丈夫!?　クライヴくん！」


    　クライヴは大きく息を吐いて、希の手を借りて床に降りる。


    「加速と、減速か」


    　クライヴが痛みにしかめた顔でそう言った。


    「こんな力まで使えるなんて……」


    「時間制御の一種だろうな。あの鎌の刃──その面が接する一定内の空間の時間を減速したり、加速したりしていた」


    　それで陽はる翔とも納得がいく。


    「ナイフが一瞬遅くなったのは、それか」


    　しかし、それも種がわかってしまえばどうということはない。


    「この鎌による加速減速など座興に過ぎない」


    　セトが鎌を構え、無造作に振るう。


    　その一いつ閃せんを一目見て、陽翔は異常を察した。すぐ傍そばにいたエリシアを抱きかかえて、大きくその場から離れる。


    　あまりにも普段から逸脱した大おお袈げ裟さな避け方だった。


    　しかし、それこそが正解。


    　鎌の一閃によって描かれた横軸を境目として、上下それぞれの空間が大きくねじ曲がる。


    　限界までねじれきったところで、反動によるものか空間は一瞬で逆回転を起こした。その瞬間、凄すさまじい風圧が生まれ、床をデタラメに陥没させる。


    「時間の流れを操る──〈時歪デイスアセンブラ〉の真価とは、こういうことだ」


    　床はすぐさま特性で元に戻ったが、空間を破壊するおぞましさは一瞬で全員が理解した。


    「片方の空間を加速させ、もう片方の空間を減速──その差異で破壊するということか……」


    　想像できてしまう破壊力に、貴たか法のりが冷や汗を伝わせる。


    「ど、どういうこと、貴たか法のりくん……？」


    「鎌かまで分断した空間を加減速させ、その戻ろうとする力で爆発を引き起こしたんだ。……爆発という言葉すら生ぬるい威力だが」


    　セトは時間を操るだけでなく、それを利用した破壊力も生み出すことが可能ということだ。


    「〈時遡コンストラクタ〉を破って、一撃を与えれば私を倒せると思っていたのであれば、それは実力を見誤っている」


    　そして、彼は周囲に幾多もの闇やみの渦を生み出す。


    　その渦の中がエネルギーに満ち満ちているのがわかった。


    「消えていけ。現実で私と旭姫あさひの導く世界を眺めているといい」


    　渦から剣が、槍やりが、矢が、光線が放たれた。


    　まるで機関銃のような凄すさまじさ。あっという間に攻撃で視界が埋まる。


    　その中には、


    「〈獅子なる銀河の一撃レオニダス・オリジン〉!?」


    　陽はる翔との放ったものもあった。


    　すべてを喰くらい尽くす獅し子しが陽翔に牙きばを剥むく。


    　避けきれない。


    　自身の必殺技をまともに浴び、壁まで吹き飛ばされる。


    　なおも陽翔を喰らおうとする獅子を、闘気でどうにか撥はね除のけ、無理矢理霧散させた。


    「……なに、今の」


    　咲さ月つきが絞り出すように言う。


    「俺の放った〈獅子なる銀河の一撃〉が……なんで……」


    「時の狭はざ間まに封じ込めた攻撃は、解放することも可能だ」


    〈獅子なる銀河の一撃〉を消され、七星剣プレアデスまで奪った攻撃。


    　このセンスには見覚えがある。


    「まさか、この技は……」


    「〈時封スワツプアウト〉という。マルキオンとケリントスの〈燕えん紗しや〉は、私のセンスを模倣したものだ。再現というレベルにはほど遠い出来だったが」


    〈燕紗〉を喰い破った〈獅子なる銀河の一撃〉を軽々と呑のみ込んだのだ。その言は疑う余地もない。


    〈時遡〉


    〈時歪デイスアセンブラ〉


    〈時封〉


    　時間の流れが、この場に於おいて完全に支配されてしまっていることがわかった。


    「もはや君らを生かす理由もない。底も見えた。深奥がないというのならば、君らのセンスごと抹消するだけだ」


    〝スバル〟はただただ、予想以上の結果を見せただけで。


    　セトにとって対応不可能な事態が発生したわけではない。


    　いくらでも取り返しがつく。何があろうと対処できる。


    　こちらが、どれだけ全力を尽くしてもなお、大きな壁。


    　いや、乗り越えられぬ絶壁。


    　塞ふさがって先に進むことを許さない。


    「このぉッ！」


    　希のぞみが自身の身体からだで殴りかかる。


    　しかし、殴り付けようとして、減速させられた。逆に加速したセトの拳こぶしを喰くらって吹き飛ばされてしまう。


    「ならば力ごと分解して──」


    　貴たか法のりの光の竜がセトに向かうが、その瞬間、地面に伏せられていた。


    〈時遡コンストラクタ〉を使われ、攻撃を無力化されたのだ。


    「貴法──！」


    　次に咲さ月つきが狙ねらわれた。


    　闇やみの渦が生まれ、そこから幾多もの攻撃が放たれる。


    〈時封スワツプアウト〉によって、かつて閉じ込められたのであろう攻撃で、精霊ごと削られていく。


    「チッ！」


    　クライヴのナイフもまたすべて〈時封〉で封じられ、セトの鎌かまに狙われた。ナイフで防御したが、時空のねじれに巻き込まれる。足が減速させられ、上半身が加速させられていた。


    　その差異によって、足が固定されたようになり、上半身が引っ張られるようになる。身体が引き裂かれそうになり、あらぬ方向に曲げられていった。


    「──奔はしれ、シルヴェストル！　偽にせ・嵐あらしノ迅じん雷らい」


    　クライヴが〈幻想再現イミテーシヨン・ジエニユイン〉で咲月のセンスを使用する。


    　減速を受けていた箇所を無理矢理、風によって加速させて、自由を取り戻してから空間をすぐさま脱出する。


    　どうにか身体が引き千切られる事態は回避できたが、無理な行動に身体がついていかなかったのか、クライヴは膝ひざをついた。


    「な……」


    　目の前で繰り出される瞬殺劇に、エリシアが呻うめく。


    「驚く余裕などあるのか」


    　同時に、苦し紛れに放とうとした矢は飛ばずに攻撃を喰らった。


    　またも〈時遡〉だ。


    　あっという間に、皆が沈んでいく。


    「やめろッ！　〈獅子刃・閃アルテルフ〉！」


    　陽はる翔とがセトに向かって創星剣オリオンを一いつ閃せん。煌きらめく光が広範囲に広がり、闘気の刃が横一文字に滑空する。


    　しかし──〈時封スワツプアウト〉に消された瞬間、解放されて跳ね返ってきた。


    　体勢が悪く避けきることができずに、己おのれの闘気に切り刻まれる。


    　しかも──。


    「最後の封印石をもらっておこう」


    　セトの手元には小さな、赤き封印石があった。


    　──いつの間に……！


    「おおおおおおっ！」


    　セトが旭姫あさひに向かうのを見て、陽翔は再び闘気を剣に纏まとわせた。


    　だが、すべて無意味に過ぎないとばかりに、セトは顔色ひとつ変えない。


    　攻撃を無効化され。


    　あるいは封じられ、跳ね返され。


    　時の流れを支配された空間を作られる。


    　セトはあまりにも遠かった。


    〈時遡コンストラクタ〉〈時封〉〈時歪デイスアセンブラ〉。


    　三つの攻防一体のセンスが、セトを傷付けることを許さない。


    「旭姫よ。最後の力を取り戻すがいい。歴史を創つくり出すために──」


    　封印石が旭姫の身体からだの中に埋まっていく。


    　赤い石が痛々しく旭姫の中へ潜もぐっていった。


    「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」


    　陽翔の攻撃はセトを傷付けられない。


    　背後から攻撃しようと、死角をつこうと。


    　時間という壁の前には、まるで意味を成さない。


    　旭姫の身体が、血のように毒々しい赤き輝きを放った。


    「《歴史創造ノルンシステム》起動」


    　セトの呟つぶやきが、不気味に木こ霊だまする。


    　その周囲には〝スバル〟の星々が倒れ伏し、今まさに絶望が始まろうとしていた。
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    〝スバル〟の星が次々と落ちていく。


    　六人が全力で立ち向かっても、なお突き崩せぬ神の如ごとき敵。


    　セトが本領を発揮し始めてから、すべてが終わりに向かって突き進みつつある。


    「くっ……」


    　咲さ月つきは俯うつぶせになりながらも、ゆっくりと頭を上げて周囲を見渡した。


    　立っているのは、すでに陽はる翔とだけ。


    　だけど、創星剣オリオンを支えにして、今にも倒れてしまいそうなほど危うい。いつ、それを支える糸が切れてもおかしくなかった。


    　──無謀だったの？


    　このゲームの創造主に対して。


    　未来を創つくり出す者に対して。


    　時間に干渉する者に対して。


    　あまりにも力の差がありすぎる。


    　六人の力を結集しても、なお壁は高すぎた。


    　エリシアの封印があれば倒せるかもしれない。


    　陽翔の力ならば一矢報いることができるかもしれない。


    　旭姫あさひさえ目覚めれば、きっとすべてが上う手まくいく。


    　そう考えていたのに……。


    　心を支配していくのは、諦あきらめと絶望。それが身体からだを動かす力を少しずつ奪っていった。


    　──甘かったの？　私たちは……。


    　ふわふわと、二十八体の精霊たちが、心配そうに咲月の周囲を漂ただよう。


    　精霊は命令しなければ動かないが、意思がないわけではない。


    　ただただ主人に忠実で、命令を待っているだけなのだ。


    「──何やってんのよ、私は」


    　彼らの姿を見て、心に微かすかな火が灯ともる。


    　──こんな情けない姿を見せて。


    　彼らは私を認めてくれたから契約を交わしてくれたのに。


    　──しっかりと、目を開けろ。


    　──前を向け。


    　──足を出せ。


    　瀕ひん死しの咲月が、どうにか立ち上がる。身体は震ふるえ、力がなく、今にも倒れそうに見える。


    　だが、その目は死んでいない。


    「はぁ……はぁ……」


    　咲月の心を占めるのは、この場を挽ばん回かいするための思考のみ。


    　絶望なんてしてたまるか。


    　絶対に諦あきらめてなんかやらない。


    　──魔法少女に憧あこがれたんだ。


    　皆を助けて。


    　仲間を助けて。


    　世界を助けて。


    　笑顔を振りまく魔法少女が子供の頃から好きだった。


    



    「私、魔法少女になる！」


    　子供の頃は本気だった。


    　お気に入りのアニメの主人公が使うステッキを買ってもらって。


    　アニメのように光線やエフェクトは出なかったけど、でも、その時は少し魔法少女に近づけた気がした。


    　小学生になっても、熱が冷めることはなく、むしろ夢は強くなった。


    　それを、馬ば鹿かにされたこともある。


    「碓氷うすいさん、魔法少女になりたいって子供っぽーい」「もう卒業しなきゃダメよ」


    　心ないクラスメイトたちに言われた。


    　家庭教師にも釘くぎを刺された。


    　でも。


    「いいじゃん。咲さ月つきに魔法少女は似合ってると思うぜ。そういう負けず嫌いなところとか」


    　あの馬鹿は真顔で、そう言ってくれた。


    　もっとも、その台詞せりふに「暴力的でさえなければな」と付け足したので蹴け飛とばしてやったが。


    「好きなものになりたいという気持ちを、子供っぽいという理由だけでダメだと言うのは、納得できないな」


    　貴たか法のりは彼らしい言い方で、咲月の味方をしてくれた。


    「す、素敵だと思うよ……。誰かを笑顔にするのに、子供っぽいとか大人っぽいとか……関係ないんじゃないかな？」


    　精一杯、元気づけてくれるような声で、希のぞみは言ってくれた。


    「《ユニオン》でせっかく魔導を使えるんだ。夢を叶かなえるのもいいじゃないか」


    　悩んでいる時に、クライヴはそんな言葉をかけてくれた。


    「わたしは魔法少女というものはわからないけど……その主人公はきっと尊いのだろうね。誰かのために自らを犠牲にするなんて、誰にでもできることじゃない」


    　エリシアも不器用ながら、そう語ってくれた。


    　そして──。


    「夢、叶ったね！　今の咲月、絶対に魔法少女だよ！」


    　輝く笑顔で。


    　──ログインして魔導を使うようになった私に、旭姫あさひはそう言ってくれたのだ。


    



    　高校生になって、アニメを見なくなって。


    　それでも。


    　今でも。


    「私は……魔法少女、なのよ」


    　力を失っても。


    　どれだけ敵が強大だろうと。


    　大切な人を助けて皆を笑顔にできる力がこの手にはあるのだ。


    「だから絶対に諦あきらめない！」


    　意志に応じて二十八体の精霊たちが、仄ほのかに輝きだす。


    　主あるじの命に応こたえるのが、彼ら精霊たちだ。


    　──だけど……。


    　自分たちだけでは勝てない。それは精霊たち自身にもわかりきっていた。


    　必要なのは、さらなる力。


    　そして、魔導使いの主に与えられる力とは、即すなわち精霊。


    　ならば、もう彼らのするべきことはひとつしかない。


    『『『『我らが女王に、推挙する』』』』


    　精霊たちの言葉が響くと、咲さ月つきを中心に彼らは回り出す。


    　まるで魔法陣を描くように、二十八色の線が咲月を覆おおって立体魔法陣を形成していった。


    「何を──」


    　精霊たちが、喚よんでいる。


    　自分たちにはない力を求めて。


    　主に力を与えるために──。


    　悔しさが伝わってくる。


    　自分たちだけで主を助けられないことに。


    　それでも……彼らは選択する。


    　主を助けるための、唯一の手段を。


    「くっ……、どうしたの、皆みんな……！」


    　魔法陣の中が光で満たされ、咲月の視界が白に染まる。


    　その瞬間──凄すさまじい力が陣の中に溢あふれたのがわかった。


    　肌に走った感覚には、覚えがある。


    　それは〝スバル〟を助けるに値するであろう力。


    　四体の精霊たちが、咲さ月つきの眼前に浮かび上がる。


    『盾たての精霊、イージス』


    『血の精霊、カーミラ』


    『炎の精霊、プロメテウス』


    　そして──。


    『約定の精霊、ニケ』


    　それぞれ、名乗りを上げる。


    　彼らは、第二者カインが契約していた精霊たち。


    「力を貸してくれるの……？」


    　咲月の言葉に応こたえるように、淡く明滅する。


    『導きの謝恩と、精霊王たちの召喚に従い、一時的に力を与えん』


    　約定の精霊、ニケが咲月の前に出た。


    　何が望みだと言うように。


    　咲月は、考える。


    「セトに、勝つ……」


    　そんなことは不可能だ。


    　約定の精霊はあくまで自身に可能なことを、代償に応じて叶かなえるだけ。


    　カインが使ったのは絶対的な命中と、自身が必殺技を再度放つための回復だった。


    　たとえ咲月が命を懸けようとも、セトを倒すことは叶わない。


    　──自分の無力さ加減が本当に嫌いやになるわ……！


    　力を手に入れても、できることは限られている。


    　それが悔しくて堪たまらない。


    　──でも。


    　限られていようと、できることはある。


    　魔導が使える。身体からだが動く。精霊が力を貸してくれる。


    「この力で、絶対に払い除のけてみせる……！　絶望を──！」


    　セトにとっては見知った精霊なのかもしれない。


    　だが、カインの契約した精霊を咲月が手に入れたことなど予想外のはず。


    　一度でいい。


    　この状況を少しでも覆くつがえす！


    



    「──我が運命の総すべてを以もつて」


    



    　ニケの精霊が、強く輝いた。


    　それに呼応するように、他の精霊たちも光り出す。


    



    「理想を築け、三十二の精霊たちよ……！」


    



    　咲さ月つきを覆おおう魔法陣を割るように、光が溢あふれ出した！


    



    「〈勝利への第一歩グラデイウス〉！」


    



    　溢れ出した光は、〝スバル〟へと注がれる。


    　光は、倒れた仲間たちの身体からだを癒いやしていく。


    　光は、彼らを守る盾たてとなる。


    　光は、皆の勇気を沸き立たせる。


    　それはほんの僅わずかな力に過ぎなかった。決してセトを倒せるような、無敵の力ではない。


    　自分の運命そのものを懸けた魔導といえど、それだけではセトに届かないだろう。


    　だけど、咲月は信じた。


    　これが反撃の礎いしずえとなることを──。


    「あとは……任せたわよ」


    　自身のステータスや精霊を、すべて代償に捧げた、最強の自己犠牲。


    　咲月はがくりと膝ひざをついた。
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    　クライヴは咲月の声を聞いた気がした。


    　それと同時に、力が溢れてくる。


    　意識を失うまでに、力は尽きかけていたというのに。


    　まだまだやれるぞという気持ちにさせてくれた。


    　咲月の魔導によって、本来できないはずの回復が行われていたのだ。


    　──まさか自分にここまで失望することになるとはな。


    『お前は過去に囚とらわれて動かないでいる。オレとまったく同じでな』


    　ヒュアデスのひとりに言われた言葉を、ふと思い出す。


    　熾し烈れつな戦いのさなかでの台詞せりふだ。


    『未知を楽しんでる？　失敗を怖がってるの間違いだろ？』


    　突き刺さる。


    　心の奥底で考えていたことを、晒さらされているようだった。


    『お前は────怖いんじゃないのか』


    「何を根拠に……」


    『陽はる翔とや旭姫あさひたちと一緒だからこそ、委ゆだね、頼り、常に絶望から目を逸そらし続けた。信頼という言葉で誤ご魔ま化かしてな』


    「違う……！」


    　そうじゃない。


    　何もかもが空虚だった。


    『世の中ってつまんないな』


    　そんな時、陽翔たちと出会った。


    　ボスを倒すまで競争だ、と。


    　──あの時、先にボスの間に辿たどり着いたのはオレだった。


    　しかし、ステータスが高かったボスに対して、クライヴの変幻は決め手を欠いていた。


    　ダメージをなかなか与えることができず、驕おごりからピンチを招いたところで──。


    「大丈夫か!?」


    　陽翔が現れて、ダメージを肩代わりしてくれた。


    　次々とその仲間たちもやってきて──。


    　なし崩しに六人でパーティを組むことになり、それからあっという間にボスを倒した。


    「俺、天羽あもう陽翔。よろしくな！」


    「……ああ、オレはクライヴ。こっちこそよろしく」


    　彼らについていけば、退屈を満たせると思って。


    　しかし。


    　陽翔たちと付き合えば付き合うほど、自分の短所を突きつけられている気がした。


    



    『こんだけしか稼いで来れないの!?』『もっと手早く盗んでこいよ！　このグズ！』


    　自分を産んだ母親と、それと再婚した義父。


    　物心ついた時には、様々な仕事に従事させられていた。


    　いくら抵抗しても力で返され、本気を出すのは疲れるだけだとすぐに悟った。


    　学校に行くこともできず、ただただ労働力として生きる日々。


    　母親に犯罪行為をさせられ。


    　失敗し、警官に捕まって、打ち据えられたこともある。


    　帰ってくると、役立たずと責められた。


    　それでも自分を見失わなかったのは、時々会う実父との時間のおかげだろう。


    　早熟だった彼は、世の中を少しずつ俯ふ瞰かんするようになった。


    　以来、周囲に比べて大人びて、物事の本質を知るようになっていく。


    　しかし、自分自身を含めた世界を俯ふ瞰かんするということは──自分と世界を浮き彫りにし、より深く知るということだ。


    　事実、彼は自身のことも世界のことも、よく知ってしまった。


    　自分の限界を自分で定めてしまったと言っていい。


    　目的が達成できるか、できないか、やってみればすぐにわかる。


    　だから無駄なことはせず、できることだけをやる。失敗する可能性が高ければやらない。


    　成功することがわからない限り、第一歩を踏み出さない。なんとも〝退屈〟な人間。


    　だが、それが少し変わったのが──《ユニオン》に入ってからだ。


    　陽はる翔との無茶、旭姫あさひの無鉄砲さに振り回され、皆と協力することで失敗するはずのものが成功に変わる体験をしてしまって以降、クライヴの意識は少しずつ変わっていった。


    



    『でも、本質的な部分は変わらなかったよな』


    　戦いのさなかに、再びヒュアデスのひとりの言葉が突き刺さる。


    　どこか斜に構えた口ぶりと、人を食ったような笑みがかんに障る。


    『セトに決して勝てないと思っているお前は、戦うことを無意味と諦あきらめている。失敗するイメージばかりで、成功するイメージが一切ないからな。だから、踏み出せない。退屈はその言い訳だろ？』


    　まるで鏡像のような言い様。


    『いい加減、自分を縛っているその鎖を捨てろ』


    　そう。


    　それは当たり前だった。


    『お前が本当の意味で、自分を肯定できるように──』


    　ヒュアデスの正体は──未来人。


    　エリシアを含めた、セトに勝利したであろう自分たち。


    　過去の自分たちを、少しでも助けるためにやってきた〝スバル〟なのだ。


    『さあ、クライヴ＝ヴィヴァリー！　踏み出せ！　絶望へ、一歩を』


    「まったく。恥部を見透かされてるみたいで腹が立つね」


    　必要なのは、強大な敵だろうと勝ちに至る道を描くイメージ。


    　仲間と自分自身のために、不可能退屈を可能熱中にするイメージ。


    「つまり、自分を騙してでも、一歩進めってことだろ」


    　クライヴの身体からだが、微かすかに淡く輝く。


    「──じゃあ、得意分野だ」


    



    　眼前では陽翔がセトに攻撃を仕掛けて、またも吹き飛ばされている。


    　──悪かったな。陽はる翔と、待たせた。


    　ようやく最後の攻撃に移ることができる。


    　ナイフを数本取り出して、指に挟み、構えた。


    　いつも使ってきた相棒。


    　──最後は、やっぱりお前だ。


    　セトに向かって、無数のナイフを投げる。


    　いつもと同じく、普段となんら変わらない。


    「む──」


    　セトが手を差し出して、〈時封スワツプアウト〉でナイフを消そうとする。


    　闇やみに触れた瞬間──小さな音が響いた。


    　金属が擦こすり合うような音。それが徐々に大きくなり──弾はじけるような轟ごう音おんを響かせる。


    　セトが、目を見開いた。


    「〈時封〉が……？」


    　残ったナイフで鋼こう糸しを手繰りながら、周囲に鋼糸を飛ばしてセトの動きを制限していく。


    「そのナイフは、ただのナイフじゃない……。時の流れからはぐれて、あらゆる時間干渉を受け付けない──あんたの神覚でも介入できない代物さ」


    　クライヴは変幻で、ナイフの因果律を変幻させたのだ。


    　何度も攻撃を受けてわかったことがあった。


    　セトが時間を操り干渉できるのは、この時間軸に合わせたもののみ。


    　ナイフは時間軸の情報が変幻され、この時間には存在していないと定義されている。しかし、攻撃判定だけは残っているのだ。


    　この時間に存在しないものであれば、セトはナイフを物理的に防がなければならない。


    「時間軸を変幻させるだと……。そんなことをすれば」


    　強大なエネルギーを支払った代償で、クライヴの力はすでに枯渇している。


    　故ゆえに、今のクライヴは自己の身体能力だけでナイフを手繰っていた。


    「それでも──ようやく捕らえたぜ」


    　鋼糸がセトを縛り付けていく。


    　因果律の違う物体に干渉できないセトは、それを無理矢理引き千切るしかない。


    　いずれは抜けられてしまうだろう。


    　だが──。


    「オレの役目は、ここまでだ……」


    　クライヴは後を託すように目を瞑つむった。
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    　咲さ月つきの魔導によって回復し、貴たか法のりはようやく立ち上がった。


    　まだ思考は覚おぼ束つかない。身体からだもふらふらしており、どれだけ力になれるのかもわからなかった。


    　目の前を見ると、クライヴが鋼糸でセトを押さえ付けている。どうやってそこに至ったのかを考える余裕はなかったが、これが千載一遇の好機だということは一瞬にして理解した。


    　──今すぐ動かなければ……！


    　セトに攻撃を当てるための方法。


    〈時遡コンストラクタ〉による攻撃無効化。


    〈時封スワツプアウト〉による攻撃吸収と、反射。


    〈時歪デイスアセンブラ〉による時間制御。


    　この三つに守られたセトの防御はあまりにも固い。


    　だが──その中でも、〈時歪〉だけは解析できるのではないかと貴法は判断を下している。


    　これは一瞬過去に行く〈時遡〉や空間に作用する〈時封〉などと違って、セトの大おお鎌がまにセンスを纏まとわせて発動させている。つまり、あの鎌に触れさえすれば解析可能なはずだからだ。


    　その構造さえ解析してしまえば破壊も可能。


    　問題は──それに、脳がついてこないであろうことだった。


    　のうのうと解析させてくれるほどセトは甘くない。貴法が短い戦いの中でわかったのは、解析には膨大な時間がかかるだろうということだ。


    　セトが長時間、鎌に触れさせてくれるとは思えない。


    　──今こそ、理ことわりを操作する僕のセンスを活いかす時なのに……！


    　咲月が、最後に動く力をくれた。


    　彼女の命を賭とした行動に、報いないわけにはいかない。


    　クライヴがセトを縛り付けている今が好機なのだ。


    　だが──。


    　足りない。


    　脳の処理スピードが。


    　センスが。


    　力が。


    　セトを倒すために必要な何かが。


    



    　すべてを知りたかった。


    　この世の中のすべてを。


    　私立の小学校に入学できなかった時。


    　その理由を模索したが、何もわからなかった。


    　この時、屈辱感と同時に。


    　強い好奇心も、また生まれていた。


    　──すべてを知れば、きっとこんな屈辱的な思いをしなくてすむ。


    　父を失望させることもない。


    　母を泣かせることもない。


    　人として大きく在あれる。


    　だから様々なものに興味を持った。


    　家にある辞書、図鑑、百科事典──本という本を読み漁あさった。


    　自分が誰かに劣らないためにという気持ちも強かったが、何よりも知らなかった知識を得ることに何とも言えない喜びを見いだした。


    《ユニオン》に入って、天理のセンスを得て。


    　その思いはさらに加速した。


    　もっと、知識を。


    　もっと、解析を。


    　そうしているうちに、解析不可能な事柄に気付いた。


    　人。


    　どれだけ考えてもわからない。


    　論理的でない行動をして、方程式のようには動かない。


    　脳は電気信号の積み重ねによって動かされる。


    　そう本で読んでいたにもかかわらず、その電気信号はあまりにも複雑すぎる。


    　あるいはその理解こそが経験と呼ばれるものかもしれないが、この時の貴たか法のりにはわからなかった。


    『ほら、貴法も難しい顔してないで、まずはやってみようぜ！』


    『そうだよ。貴法はやればできるんだから！』


    　陽はる翔とや旭姫あさひ。


    　最も論理的でないふたりの無軌道な性格には、何度も惑わされていた。


    『貴法は教科書通りだから読みやすいけど、正攻法で無理矢理来ると強いんだよな』


    　クライヴには無軌道なりの方法論を学んだ。


    『貴法は時々、強引に行くわよね。そういうときほど、センスが輝いてる気がするわ』


    　咲さ月つきには自身の隠された性格を教わった。


    『知識は有機的に活いかすべきだよ、貴法。その実力が君にはある』


    　エリシアには可能性を示唆してもらった。


    『貴法くんがいれば、わたし、頑張れるよ……』


    　希のぞみのおかげで、人のために頑張る尊さを知った。


    　だが──すべての助言を、六年前は活かすことができなかった。


    



    「……いい加減、うじうじと考えるのはやめだ」


    　過去の自分は、既に十二分に恥じた。


    　その反省を、悔かい恨こんを、今活かさなくてどうする。


    　天理は、知識、経験、蓄積をこそ力に変えるセンスだ。


    　つまり──今この瞬間の自分こそが、過去最高の天理使いなのだ。


    　──あいつらとの、かけがえのない時間。


    「すべて、力に変えてみせる……！」


    　貴たか法のりは考えていることがあった。


    　天理で人の身体からだを解析し、弄いじれるようになってからのことだ。


    　自分自身の脳を解析し、最適に改変すれば、もっと早く、限界を超えて処理スピードが上がるのではないかと。


    　オーバークロックを。


    　実際にそれをやったらどうなるかなど、想像もつかない。自分が自分でなくなるかもしれないという恐怖があった。人は機械ではないのだから。熱暴走ではすまない。


    　しかし、貴法はもう、すでに覚悟を決めた。


    　──暴れるだけ暴れて、あとは任せてしまおう。


    　普段の陽はる翔とと旭姫あさひのように。


    　脳筋上等。


    　後先など考えずに、全力で目的を達成するのみだ。


    「いくぞ……！」


    　恐怖心を、不安を、気合いで無理矢理、ねじ伏せた。


    　ガントレットを光の粒子と化して、天に向ける。


    　天に昇った光の竜はセトに向かわず、反転して貴法の中へと落ちていった。


    「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


    　自身のすべてを解析していく。


    　脳の処理スピードをあげることだけを考え、その組成を一度崩して再度組み上げていった。


    　脳を一から作り直すイメージ。


    　今の自分を捨てて、この世界における最適の脳の理ことわりを創つくるために。


    　おぞましい感覚が、自分を襲おそう。


    　いや、もはやその感覚すら気付いた瞬間、消えていた。


    　自分を失いそうになる。当然だ。頭を弄っているのだから。


    　それでも貴法は、止めない。


    「ガアッ！」


    　身体からだが黒く変色し、回路のような蒼あおき紋様が浮かび上がる。


    　──意識を持っていかれそうになる。


    　構わない。


    　セトを──敵を倒す。


    　その目的だけ残っていればいい──！


    　貴たか法のりが床を蹴けって、敵に迫る。


    　その拳こぶしを敵に向かって振り上げた。


    　敵は鋼こう糸しによって縛られ、動くことはできない。


    「無駄だ。私への攻撃は──」


    　しかし──。


    「〈聖覇竜牙ボイドブレイカー〉！」


    　その拳は減速されることもなく、封じ込められることもなく、セトの顔を殴りつけた。


    「な……」


    　減速させられた瞬間、〈時歪デイスアセンブラ〉を解析し、一瞬で分解する。時間の流れを解析し、分解し、元に戻していく。


    〈時封スワツプアウト〉の黒い渦もまた消えていった。解析と分解が同時に行われる。


    　分解されたセンスの微粒子が、周囲へと散っていく。


    　時を操作されないよう、さらに貴法が拳を振るった。それのみに特化した生物のように。


    　神覚のセンスが防ぐ手立てもなく、徐々に崩壊していく。


    「まさか……天理でこんな真似まねを……」


    　少しずつ。


    　少しずつ、セトの絶対的な防御網が綻ほころび始めていた。
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    　あらゆる攻撃を打ち消し、あるいは跳ね返す化け物に、希のぞみは怯おびえていた。


    　──どうすればいいの。


    　攻撃を無効化、反射してくる敵は今までにもいた。


    　ただ、それは特定の攻撃であったり、特定のセンスであったりと、何かしらの突破口はあったのだ。


    　しかし、セトは違う。


    　時を手繰る三つのセンスによって、完全に守られていた。


    　もはや、これはゲームなどではない。


    　ゲームオーバーが前提の負けて初めて進むことができるイベント戦闘のようなものだ。


    　──でも、違う。


    　紛れもなく、これは本当の戦闘で。


    　負けることは許されない戦い。


    　だからこそ。


    　皆が立ち上がっている。


    　陽はる翔とが最後まで立っていた。


    　咲さ月つきが命を懸けて、皆を回復した。


    　クライヴが己おのれを賭として、セトの動きを封じた。


    　貴たか法のりが誇りを捨てて、セトのセンスを分解した。


    　……なのに。


    　──わたしはまた肝心な時に動けない……。


    　まだ勝てるわけがないと思ってしまっている。


    　創造主相手に、何をやっても無駄だと。何もできるはずがない、と……。


    　六年前と同じだ。


    　皆の後ろに隠れて、コソコソしていた時と……。


    　──子供の頃からそうだった。


    



    　幼稚園の頃はほとんど記憶にない。


    　覚えているのは、内気な性格で、皆に馴な染じむことができず、ひとりぼっちで過ごす時間が多かったことだけだ。


    　他人が怖かった。


    　人と話すことが苦手で、いつも親の後ろに隠れていた。それを親戚に叱しかられたことが、強いトラウマになっているのかもしれない。


    　幼稚園が終わり小学校に上がる前、さらに人が多くなるという話を聞いて、行きたくないと泣いてむずかった。


    　それでも義務教育は行くしかなくって。


    　やはりクラスにもなかなか馴染むことができず、人から厄やつ介かいごとを押しつけられることが多かった。


    「日下くさかさん、ちょっとお願いしたいことがあるんだけど」


    「日下、今日俺たち用事あるから掃除頼むな」


    　こちらの意見など聞いていない。


    　反応することすら怖かった。


    　だから頷うなずくだけ。


    　寂さびしさはあったかもしれない。でも、他人と話さなくていいだけ、随分と気が楽だったように思う。


    　思えばそれは、単純に逃げていただけだった。


    『日下くさか。なんで、掃除をひとりでやってるんだ？』


    　貴たか法のりに問い掛けられ、本当に戸惑った。


    　返答をしなければならない問いが、本当に怖くて。何かおかしなことを言って、怒らせたらどうしよう、と。


    　でも、その日、その時から、すべては変わった。


    『じゃあ、一緒に遊ぼうよ！』


    　旭姫あさひの明け透けな言葉が、絡からまった心を溶かしてくれた。


    『何かあれば遠慮なく言ってよね。私が代わりに文句言ってやるから』


    　咲さ月つきの力強い言葉が、安心をくれた。


    『明るいとか暗いとかじゃなくて、自分らしさが大事なんじゃねーかな？』


    　陽はる翔との無邪気な言葉が、自分の子供っぽさを責めなくていいことを教えてくれた。


    『君の夢境は、君が想像を広げれば広げるほど、どんなものでも呼び出せる』


    　エリシアの的確な助言が、翼をはためかせる度胸をくれた。


    『サポート役の醍だい醐ご味みってのは、戦況を自分の力でまるっと覆くつがえすことさ』


    　クライヴの楽しげな言葉が、自分がパーティにいる意味をはっきりとさせてくれた。


    『希のぞみ。君は、もっと自信を持っていい』


    　貴法の言葉が、いつだって勇気をくれた。


    



    　──まだ足りないというのなら、わたしはもっと変わらないとダメなんだ。


    　勝てないからといって諦あきらめたら、今までと同じなのだから。


    　──貴法くんがいつだって、教えてくれた。


    　──皆がいつだって、助けてくれた。


    　──今こそ。


    　本当の意味で、生まれ変わる時──！


    「……神覚が、何よ」


    〈時遡コンストラクタ〉や〈時封スワツプアウト〉、〈時歪デイスアセンブラ〉はとてつもない力だ。


    　どうやって対応すればいいのか、希にはわからない。


    　──だけど。


    　信じられるものはある。


    　仲間と──。


    　そして、自分のイメージだ。


    「わたしのセンスは、もっともっと深いんだ！」


    　希のぞみがゆっくりと立ち上がる。


    「開け、聖域。星のイデアよ」


    　希が手を掲げた。


    　己おのれを中心とした球形の紫が広がる。


    　複雑な紋様の描かれた幾多の魔法陣が、希をまんべんなく覆おおった。


    　それは創造物を自由自在に、この世界で描き、創つくり出すためのゲート。


    「沈め、深しん淵えん。我が夢よ」


    　希の想像──その、さらなる世界への門がこじ開けられていく。


    　魔法陣が、少しずつ変形していった。


    　虚空に描かれる線が歪ゆがみ始めている。


    　──できない……なんて欠か片けらも考えるな！


    　希が歯を食いしばると、魔法陣の形がしっかりと整った。


    「──投影。媒体。構成。記憶。受容。其その使い手は此こ処こに在り」


    　魔法陣が一気に膨ふくらんだ。


    　そして、それらの織り成す一本一本の光が、まるで何かを編むように形作られていく。


    



    「夢境より来たれ、彼の名は──神滅剣ペルセウス！」


    



    　立体魔法陣が消えると、虚空に剣が現れた。


    　刀身の輝きがとても神秘的で、すべてを反射しているかのようだ。


    　その剣が、希の手に吸い付くように収まる。


    「──それは、この世界にあるべきものではない」


    　微かすかに危険な雰囲気を感じ取ったのか、初めてセトの目付きが変わった。


    　セトが〈時遡コンストラクタ〉を発動させる。


    　瞬間──希は峰みねを盾たてにするかのように構えた。


    　刀身が、一ひと際きわ大きく輝く。


    　だが、それだけだ。


    　何も起こらない。


    　セトは微かに眉まゆ根ねを動かし、不可解な表情を浮かべた。


    「超重力ブラツクホールを内包した夢境の刃よ」


    　空間の時の流れを歪める剣。時間の流れは重力場が違えば違うほど、差が大きくなる。


    　時間の異なる空間まで遡さかのぼろうとした結果、この歪みによって、〈時遡〉は時空ごと崩壊させられたのだ。


    　空想を力とする夢境だからこそ、彼女は様々な未知の物質を生み出してきた。これはその中でも究極と言える物質。彼女は宇宙そのものを剣に込めたと言っても過言ではなかった。


    　この超重力は時間どころか、センスそのものまでをも崩壊させてしまうだろう。


    　──あとは、きっと彼がなんとかしてくれる！


    　そして、剣は──希のぞみの手から飛び立つように離れる。


    「剣はわたしの武器じゃない。あなたの持ち主はもちろん──」


    　神滅剣ペルセウスは陽はる翔との下へと向かった。
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    　咲さ月つきの回復によってどうにか戦う力を取り戻した陽翔の前に、希の作り上げた神滅剣が降りてくる。


    「サンキュー、希……」


    　それを手に取った。


    　創星剣オリオンと神滅剣の二刀。


    　神滅剣はすべてのセンスを否定する剣。故ゆえに、陽翔の闘気すらも否定する。


    　だが、この剣に闘気など必要なかった。それほどまでに完成されている剣だというのが握っただけでわかる。七星剣プレアデスに勝るとも劣らない。


    　そして、もうひとつ。


    　もう一方の創星剣にあることが起きていた。


    　創星剣が神滅剣と共鳴し、周囲に優しげな音を響かせている。さらに、何か鍵かぎを開いたかのようにエネルギーを放出していた。


    　──これは……今まで吸い取ってきた闘気を還元してるのか？


    　子供の頃から絶えず陽翔の膨大な闘気を吸い上げてきた創星剣。


    　その闘気がまるで陽翔の中に戻ろうとしているかのように、解放されようとしている。


    　神滅剣のおかげなのか、あるいは創星剣自身がそう判断したのか……。


    　──複雑なことを考えても、俺にはわからない。


    　ただ、希の二刀が力を貸してくれる。


    　考えることは、それだけで充分だった。


    　──今は一撃を加えることだけを考えろ。


    　クライヴが動きを封じて、貴たか法のりが〈時歪デイスアセンブラ〉のセンスを解析し、分解している。セトを封じ込め、道を作ってくれたのだ。


    「ここで決めなきゃ、男じゃねぇ！」


    　仲間のおかげで、ようやくやってきた機会。


    　この一撃は、絶対に外せない。


    　陽はる翔との膨大な闘気が立ち上り、身体からだ中に巡っていく。


    　白い輝きと、赤い輝きが周囲を照らすように煌きらめいた。


    　放出されるエネルギーによって髪が逆立ち、闘気と共に獅し子しの鬣たてがみのように靡なびいている。


    　暴発寸前まで高められた闘気は、大きくその場所を揺らし始めた。地震でも起きているかのようだ。


    「行くぜッ！」


    　陽翔が逆手の剣を羽ばたくように構え、挟み込むように一いつ閃せん。


    　そして、白と赤の刃が交差した。


    「っ……！」


    　セトが一気に、クライヴの鋼こう糸しを引き千切り、脱出する。


    　そして、陽翔を睨にらみつけて、微かすかに目が光る。


    〈時遡コンストラクタ〉。


    　数秒前に戻り、カウンターを入れるセトのセンス。


    　本来なら攻撃を放つ前まで戻され、陽翔は倒れ伏していただろう。今の陽翔は闘気を防御に回していなかった。


    　だが、しかし、何も起こらない。


    　神滅剣ペルセウスが小さく光り、跳ね返すような音を立てた。〈時遡〉を撥はね除のけたのだ。


    　陽翔の必殺技が、止められることなく放たれる。


    「〈二重なる銀河の獅子双撃デユアル・レオニダス〉」


    　創星剣オリオンと神滅剣から放たれた白と赤の二頭の獅子が渦巻いて絡からみ合い、セトへと喰くらい付いていく。


    　セトは手を差し出すと、腕に光を纏まとわせて獅子の闘気を受けた。


    「大した一撃だが……私には届かない」


    　セトの腕によって、獅子が押さえられる。


    　しかし、狙ねらいを定めた獅子はそれを食い破ろうと必死に藻も掻がいていた。


    　真っ向からの力比べとなっている。セトももはや我が身ひとつで防ぐしか手立てがないのだ。


    「……本当に、何でも防ぐんだな……あんた」


    　溜ため息いきを吐つくように言う陽翔。その右手に持った神滅剣は、根本から折れていた。刀身があらぬ方に飛んで刺さっている。二度の〈時遡〉という膨大なセンスを撥ね除けたことで、耐えきれなくなったのだ。


    　セトが薄く笑う。


    「神覚の可能性はまだ広がる」


    「だろうな。でも、いい加減。そのセンスも見飽きたよ」


    　その言葉に、セトが一度だけ瞬まばたきした。


    「色々と考えてたんだよ。あんたのセンスについて。〈時遡コンストラクタ〉だの〈時歪デイスアセンブラ〉だの〈時封スワツプアウト〉、どうやったらできるのかってな」


    　もちろんわかったからといって、簡単にどうにかできるわけではない。


    　ただ、陽はる翔ともメカニズムを察し始めてきていた。


    



    「あんたは世界を騙だましてるんだ」


    



    　こうなればいい。


    　こうあってほしい。


    「神覚ってのは、世界そのものの流れを見て、そこに手を入れるセンスだろう。旭姫あさひの〈未来視プロフエアータ〉もそういうことだ」


    　セトの顔色が微かすかに変わった。


    「いわば世界をある程度、自分の自由に作り替える。そんなセンスってことだ」


    「……まさか、それに気付くとはな。やはり君は聡明なようだ」


    　セトが二頭の獅し子しを防ぎながら、薄く笑う。


    「だが、君にはどうすることもできまい」


    　この闘気を防げば、すべてが終わりだというような、勝利を確信した笑み。


    　世界そのものを弄いじる者に対して、できることなど何もない。


    　そう言わんばかりだった。


    「参るよな。そんな簡単に変えられちまう弱い世界ってのも」


    　軽い陽翔の言葉に、セトは怪け訝げんな表情を浮かべた。


    　陽翔が残った創星剣オリオンを両手で持ち直す。


    「俺の闘気は、あらゆるものを強化する。俺自身も、武器も、他人の心も──だったら」


    　そして、


    



    「世界を強化してやればいい」


    



    　闘気を放出し、創星剣を床へと突き刺した。


    　闘気は、次々と──世界へ吸い込まれていく。


    「世界そのものを強化だと？　世迷い言だ。どれほどの量が必要だと──」


    　だが、陽翔は闘気の放出を止めず、睨にらみ返した。


    「すべてはこの時のためだ！」


    　創星剣に籠こもっていた闘気をさらに放出させた。


    　創星剣オリオンに奪われていたはずの莫大な闘気が、陽はる翔との意思に応こたえてすべて世界へとねじ込まれていく。


    　子供の頃と、今の自分と、すべてを出し尽くすように。


    　すると──。


    　セトを覆おおっていた光が、少しずつ薄くなっていく。


    「な……」


    　セトの目の色が変わった。


    　それは焦あせり。


    　初めて、セトが人並みの感情を露あらわにした。


    「くっ……！」


    　それでもセトと二頭の獅し子しは鬩せめぎ合う。


    　そして──。


    　二頭の獅子がついに力尽きて弾はじけ。


    　セトが纏まとう光もまた消えていった。


    　僅わずかな、しかし、確かな安あん堵どを感じてセトが小さく息を吐く。


    「君らのセンスは驚嘆に値する。まさか、ここまで私の力を引き出させるとはな」


    　セトの三つのセンスを封じ、世界を強化して、セトの力を少しずつ剥はいでいったことで、追い詰めたはずだった。


    「だが、もう終わりだ。私のセンスは時間が経たてば元に戻る。世界も君の加護を失い、すべては今まで通り……。随分と予想を裏切り苦戦させられたが、これで終わりだ」


    　セトが淡々と言葉を告げる。


    　あと──。


    　あと一手、足りなかった。
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    　エリシアは幼い頃、何不自由ない生活を送っていた。


    　ところが六歳の時、エリシアは当時のセンスチェックに於おいて、センスを発現させられない者──『センスレス』として判定された。


    　それがすべての始まりだった。両親から引き離され、エリシアは施設へと移送された。


    　そこはエリシアと同じような子供たちが集められ、人為的にセンスを脳へと刻む実験施設。


    　周囲の子供たちが次々と死んでいく中、彼女はどうにか生き残った。


    　毎日のように血ち反へ吐どを吐くような思いをし、死んだ方がマシだと思う日々。


    　名前を忘れ、過去を喪失し、ただただ実験台として過ごしていた。


    　一度は脱出計画を立てて実行したが、それも看破されて。


    　自身と親友以外、殺された。


    　──色々、あり過ぎたな。


    　それからエリシアと親友はレジスタンスに救出され、彼らに人としての生き方を学んだ。


    　気のいい仲間たち。


    　セトの打倒という目的を同じくする同志。


    　だが、そんな彼らもまたセトに蹂じゆう躙りんされ、死んでいった。


    　親友も、大事な人も。


    　──未来を救う鍵かぎを見つけるために、わたしは過去まで来たんだ……。


    　そこで〝スバル〟と出会った。


    　飛びっきりの笑顔で、彼らは迎えてくれた。


    　旭姫あさひ救出に失敗し。


    〈未来視プロフエアータ〉封印にも失敗し。


    　結局、セトを倒すために旭姫を担がなければならないという手際の悪さは、とてもではないが言い訳はできない。


    　──それでも、どうにか連中の計画を遅らせることだけはできた。


    　そして、今。


    　積み重ねてきたすべてが、集束している。


    　失敗も、成功も、ここに至るまでのあらゆる因果が、セトを追い詰めていた。


    〝スバル仲間〟が戦っている。


    　──立ち上がらなければ。


    　これ以上、皆の笑顔を薄れさせないために。


    『これからは一緒に戦う仲間だぜ、エリシア』


    　陽はる翔とは、いつだって楽しそうに迎えてくれた。


    『助けてくれてありがとう！』


    　物もの怖おじしない旭姫の振る舞いには、随分と常識を塗り替えられた。


    『次があれば、絶対にぶっ飛ばしてやるんだから！』


    　咲さ月つきには、直ひた向むきさを教えてもらった。


    『僕は君の強さ自体は誰よりも信頼しているぞ』


    　疑いつつも、貴たか法のりは自分を仲間だと認めてくれていた。


    『やっぱ、一日一日を仲間と一緒に生きるのは楽しいだろう？』


    　どこかエリシアの正体を知っているような節ふしのあったクライヴには何度も驚かされた。


    『……そ、そう言うなら、わたし、やってみるよ』


    　怖がりな希のぞみが一歩ずつ進む姿には、いつだって胸を打たれた。


    　──〝スバル〟全員で作った、この絶好の機会を……逃のがすわけにはいかない！


    　エリシアはゆっくりと立ち上がる。


    『……そうだ。それでいい。頼んだぜ。俺の、最後の、可か愛わいい妹……』


    『エリシアちゃん……。夢を、叶かなえてね……』


    　大事なふたりの、最後の言葉が頭を過よぎる。


    　落としていた弓を手に取った。


    「もう君にできることはない」


    　セトの口調は、説得でもするかのように優しげな物言いだった。


    「君の封印は、私には届かない。よしんば届いたとしても、君のセンスでは私のセンスを封じるには至らない」


    　そう。


    　だけど。


    　ここで決めなければ、何もかも、すべてが無に帰す。


    　過去への遡そ航こうも。


    　皆と紡つむいだ絆きずなも。


    「これで終わりだ。〝スバル〟」


    「……終わりになど、させない」


    　セトの言葉に、エリシアが反論する。


    　そして、セトを真まっ直すぐに見据えた。


    「わたしは、守ってみせる──わたしたち〝スバル〟が生きるこの時間を。大事な人たちが取り戻そうとしていた未来を！」


    　普段の姿からすると、似つかわしくない大声で。


    　セトはそんなエリシアをやはり無表情に眺めている。


    「どれだけ言葉にしたところで……」


    　エリシアが矢を番つがえると、セトの目が失望の色に変わる。


    　先ほどもセトが言ったようにエリシアのセンスでは、セトのセンスを封じることができない。


    　回復しつつあるセトのセンスによって跳ね返されるだろう。


    　だが、エリシアの表情は決して変わらない。目に力があり、仲間を信じるように光が灯ともっていた。


    「わたし、ひとりで封印するんじゃない」


    　エリシアがぽつりと、独り言のように言う。


    「皆みんなが、わたしに力をくれたから」


    　エリシアの髪が、うっすらと光り始めた。


    　それは身体からだ全体に伝っていき、やがてすべてを覆おおっていく。


    「覚かく醒せいだと……。いや、センスの流れが──」


    　セトが不可解な表情を浮かべた。


    　──やつらが言っていた。わたし自身に元々センスはあったのだと。


    　しかし、発現させることができないために、『センスレス』として地下へと落とされた。


    　力の流れを堰せき止めている壁によって阻そ害がいされ、センスは発現しなかった。


    　実験の中で魂たましいの力を具現化するセンスを植え付けられて、その力を扱うことができるようになったが、それは微々たるもの。


    　──今ならわかる。連中はその壁を壊すことを諦あきらめ、ただ小さな穴を穿うがっただけだ。


    　その穴のおかげで、微々たるものでもセンスを使うことができるようになった。


    　だが、もし。壁の穴を開けるのではなく、壁そのものがなかったならば。


    　仲間への思いが、家族との思いが、絆きずなを守りたいという思いが。


    　十六年、一切変化しなかった強固な壁にヒビを入れていた。


    　この世界を守りたいという強い思いが、力を堰き止めていた壁を壊し、元々持っていた彼女の心奏センスが眩まぶしいぐらいに燃え上がった。


    「ッ……!?」


    　セトの手が、一瞬、閃せん光こうを放つ。


    　それは陽はる翔とが、七星剣プレアデスで傷付けた場所だった。


    　七星剣の力がエリシアの覚醒に呼応して、セトの力を僅わずかに縛る。


    「この矢は、決して外れない」


    　ハッとしたセトの目に、エリシアの番つがえた矢が映った。


    　それは希のぞみの創つくった、ありとあらゆるセンスを跳ね返す、神滅剣ペルセウスの折れた切っ先。


    　ありとあらゆるセンスを跳ね返すという概念すらも封印し、矢に封印のセンスを込めた。


    　矢に、相反する矛盾が内包される。


    　ありとあらゆるセンスを跳ね返すという概念と。


    　あらゆるセンスを封印するという概念が、混然一体となって混ざり合っている。


    　──ルシア、セインズ、十三番、十八番、施設の皆、〝アステローペ〟の皆。


    　ありったけの、魂の力を注ぎ込む。矢が強く強く、今すぐ放てとばかりに輝き出す。


    　──わたしに、勇気を！


    「喰くらえ。これがわたしのセンス──〈神威星封ミユートロギア・フイニス〉」


    　一条の光が放たれ──セトを一瞬で貫つらぬいた。


    　まるで命中することが、決められていたかのように。


    「な……」


    　セトのセンスが、みるみるうちに消失していくのがわかる。その身体からだから少しずつ神覚の放つ膨大なエネルギーが消えていった。


    　エリシアの封印が、確実に効いている。


    「く……！」


    　セトの表情が大きく歪ゆがみ、焦燥が色濃く滲にじみ出る。


    　だが、もはや足あ掻がいたところで、どうすることもできない。


    〈時封スワツプアウト〉を維持できなくなったのか、暗黒の渦が崩壊していく。


    　その刹せつ那な──時空の虚数空間に閉じ込められていた七星剣プレアデスが飛び出した。
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    　陽はる翔との眼前で、セトの身体からだから湧わき出るように、スパークが発生する。


    「ぐ、あ……ッ！」


    　セトは身を捩よじり、端正な顔に似つかわしくない、苦く悶もんの表情を浮かべていた。


    　センスを永久に封印する〈神威星封ミユートロギア・フイニス〉。


    　セトの神覚がこの世界から消え、すべてが無に帰そうとしている。


    「これで貴様の野望も終わりだ、セト」


    　ふらつきながらも、エリシアがセトを睨にらみ付けていた。


    　神覚というセンスそのものを失ったセトは、もはや無力。


    「さすがエリシアだな」


    　陽翔がエリシアの傍そばに寄った。


    　立っているのは、陽翔とエリシアだけだ。


    　全精霊を使って、皆を回復してくれた咲さ月つきも。


    〈時封〉を封じて、セトの動きを止めたクライヴも。


    〈時歪デイスアセンブラ〉を解析し、分解した貴たか法のりも。


    〈時遡コンストラクタ〉を跳ね返す神滅剣ペルセウスを創つくり出した希のぞみも。


    　今は精魂尽き果てたように座っている。


    　しかし、今のセトの姿を見て、達成感を得たように笑みを浮かべていた。


    　すべては終わった。


    　力を失ったセトなど、どうとでもできるのだから──。


    



    「終わらせるものか……！」


    



    　セトの右手の紋様が輝き始める。


    〝グノーシス〟の幹部が揃そろって持つそれが、赤く不気味に明滅していた。


    『この世界のシステムの根源にアクセスするためのキーぞ』


    　陽はる翔とはカインの言葉を思い出す。


    「貴様。この期ごに及んで、まだ抵抗するか!?」


    　エリシアがセトに向かって、再び弓を構えた。


    「私の神覚がなくなろうと関係ない。旭姫あさひさえいれば私の計画は止まらない」


    　世界が揺れ、メッキが剥はがれるかのように崩壊していく。


    　まるで宇宙へと放り出されたように、風景が書き換えられた。


    「〝スバル〟。君たちを過小評価していたことは認めよう。しかし、最後に勝つのは……私だ。君たちを排除し、『歴史創造ノルンプロジェクト』は遂行される」


    　セトから闇やみのような黒いオーラが湧わき出て、彼の身体からだを覆おおう。


    　その姿形は、まるで悪魔を思わせた。


    　これまでに感じたことがないほどの、圧倒的なエネルギー。


    　抵抗など無意味だと思えるほどの。


    「もはや、君たちを倒すのに遠慮も油断もない。この場で消滅させる」


    　腕を前に差し出すと、エリシアと陽翔のいる場所に向かってエネルギーそのものを放つ。


    　陽翔はエリシアを抱えて、咄とつ嗟さに横へ大きく跳んだ。床に着弾し、大爆発を起こしたような轟ごう音おんを鳴り響かせる。


    　そして、完全な闇に染まった。


    　そこにあった物質、分子、空気──あらゆる存在がごっそり消えたかのように。


    「存在を消す攻撃だと……！」


    　陽翔がセトを油断なく睨にらみ据える。


    　戦いは、まだ終わらない。
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    　ふと、目覚める。


    　海の底から浮上してきたかのように、自我が自身の中へ戻っていく。


    　まるで魂たましいが元の場所へ帰ってきたみたいだった。


    　──名前、あたしの、名前。


    　寒い。


    　吹雪ふぶく大地に立っているかのように。


    　しかし、胸元には温かい何かがあった。


    　とてもとても優しい、この冷たい中で、それは一ひと際きわ、熱を放っていた。


    　まるで守ってくれているように。


    



    『──お前を守るためなら、俺はいくらだって強くなれるから』


    



    　沁しみいるような声が聞こえた。


    　熱を放っている何かが、どこか安心させてくれる。


    　こうして存在を感じているだけでも、安らかな気持ちにさせてくれた。


    



    『俺は……今度こそ、旭姫あさひを守る！』


    



    　また聞こえた。


    　そうだ。


    　──あたしは旭姫。


    　記憶が、戻ってくる。


    　あの時──心を希のぞみに支配されてしまった時に助けてくれた闘気の残ざん滓しが……陽はる翔とが、最後に残った僅わずかな自我を守ってくれていた。


    　消えていたはずの大半の自我は、束縛から解放されてから、それを道標に戻ってきた。


    　なんて頼もしい。


    　なんて心強い。


    　──約束、守ってくれたんだ……。


    　少しずつ身体からだに感覚が取り戻されていく。


    　まだまだすべてに神経が行き渡らないが、まず旭姫はゆっくりと目を開いた。


    　周囲は真っ暗で、どこかで光が星のように瞬またたいているだけだ。


    　視界はぼやけて、未いまだにはっきりとしない。


    　だけど……わかる。


    〝スバル〟が、皆が戦っている。この煌きらめきは皆が必死にセンスを駆使している痕あとなのだ。


    　ならば──立ち上がるしかない。


    　──あたしだって。


    　未だに身体はまともに動かない。


    　弾丸ひとつ撃てやしないだろう。


    　それでも、旭姫にはセンスがある。


    　皆を助けることのできるセンスが。


    　なけなしの力を込めて、腑ふ抜けた身体を叱しつ咤たし、少しずつ足を動かす。震ふるえながら、必死になって。


    「皆みんなのために──」


    　約束を守ってくれた陽翔のために。


    



    「あたしだって、戦うんだッ！」


    



    　最後の星が──小さく瞬またたいた。
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    　倒れていた旭姫あさひが、陽はる翔との視線の先で立ち上がっていた。


    　その瞳ひとみに、強い意志を湛たたえて。


    　そして、吠ほえたのだ。


    〝スバル〟のために。


    　彼女は自分を失ってなどいない。そこにはしっかりと自我があった。


    「旭姫！」


    「なんだと？　馬ば鹿かな──」


    　セトが旭姫を振り返る。


    　信じられないものを見たかのように、驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。


    「なぜ。なぜ起きている!?　なぜ、自我が残っている!?」


    「陽翔が、守ってくれたから！　陽翔にもらった闘気が！」


    　擦かすれた声だったが、堂々と言い放つ。


    　ボスを倒した時にするような、得意げな顔で。


    　──無理しやがって……！


    　陽翔の心は、彼女の心意気に応こたえるように、これ以上ないほど高揚していく。


    　もう不安など、何ひとつない。


    「そうか、旭姫の心を取り戻させた時の闘気が……。まだ残っていたのだな」


    　旭姫が胸に携たずさえている小さな闘気の光を見て、貴たか法のりが小さく笑う。


    　エリシアはすべてを理解したかのように、


    「セト。貴様のその紋章はサーバーに負荷を与えて、システムにアクセスするものだろう。だからこそ、旭姫を縛っていたシステムが処理限界を迎えて、彼女は目覚めたんだ」


    　そして、旭姫の身体からだが淡い光に包まれる。


    〈未来視プロフエアータ〉。


    　いや、覚かく醒せいした《歴史創造ノルンシステム》が発動しようとしていた。


    「やめ──」


    　セトが制止しようと動くがもう遅い。


    　旭姫の放つ光は、周囲の闇やみを払うように輝く。


    　すると──陽はる翔との視界に、不思議なものが映った。


    　きっと、全員に見えているだろう。


    　幾つもの映像。


    　万に届こうかという映像群が、消えては浮かんでいた。


    　旭姫あさひの見ている〈未来視プロフエアータ〉だろう。


    　旭姫の選択した未来が、実際の未来になる。


    「くだらない未来を選ぶな！」


    　セトが叫ぶ。


    　自身の未来が潰つぶされる。それをどうにかして防ごうと。


    　だが──。


    



    「選ばないよ」


    



    　旭姫はあっさりと、そう返した。


    　セトが不可解な表情を浮かべる。


    　陽翔たちも一瞬、呆あつ気けに取られたが──すぐに意図を察した。


    「……だよな。旭姫はわかってるぜ」


    「当然だよね」


    　陽翔と旭姫はお互い、理解し合ったように目配せする。


    　そう。〝スバル〟にとっては、当然なのだ。


    　旭姫は満面の笑みを浮かべ、


    



    「皆みんながそれぞれ切り拓ひらく未来を、あたしは生きたい！」


    



    　力強く叫んだ。


    　それは周囲へ、清々しいほど高らかに鳴り響く。


    「未来が決まってるなんてつまらないもん！」
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    　陽翔が旭姫を守るために〈未来視〉に逆らって、未来を変えていたように。


    「そうだぜ。こんな力を使わずとも、未来が変えられるってことを証明してやる！」


    「馬ば鹿かな！　旭姫の力を使わずして私に勝てるとでも思っているのか！　旭姫が未来を選ばないと言うのならば、私が選ぶまでだ！」


    「そんなこと、させるわけがねぇだろう！」


    　陽翔が戻ってきた七星剣プレアデスを構えた。


    　相棒が応こたえるように共鳴音を響かせる。


    　そして、七つの宝玉と、ひとつの大きな宝玉が明滅した。


    　まるで、何かを待ち望んでいるかのように。


    「さあ、行くぜ。皆みんな！」


    　陽はる翔とが七星剣プレアデスを天に掲げる。


    　皆はすべてを理解したかのように、剣に向かって手を差し出した。


    「持っていきなさい！」


    　咲さ月つきが腕につけていたアクセサリーが壊れる。そして、咲月のセンスが僅わずかながら回復した。陽翔が出発前に購入していたのは、センスが尽きた時、微かすかに回復させるアクセサリーだった。


    　咲月がなけなしの魔導の力を振り絞り、七星剣へと放つ。


    　ひとつ目の小さな宝玉が、蒼あおい輝きを増していった。


    「僕のもしっかりと使いたまえ！」


    　貴たか法のりが天理のセンスを七星剣へと与え、ふたつ目の宝玉が翠みどりに瞬またたく。


    「わたしの力も！」


    　希のぞみの夢境のセンスが、七星剣へと宿っていった。


    　それは三つ目の宝玉を、紫に光らせる。


    「オーライ！　決めろよ、陽翔！」


    　クライヴの変幻のセンスが、七星剣へと込められ、四つ目の宝玉が黄色に瞬いた。


    「〝アステローペ〟の想い──受け取ってくれ、陽はる翔と！」


    　エリシアの心奏のセンスが、七星剣プレアデスへ入っていく。


    　五つ目の宝玉が、水色に閃ひらめいた。


    　そして──。


    「陽翔！　いっくよ──！」


    　旭姫あさひのセンスが、七星剣へ。


    　六つ目の宝玉が、周囲を照らすような赤を放つ。


    「さあて。俺で、最後だ！」


    　陽翔のセンスが、刃を伝っていく。


    　七つ目の宝玉が、強い白銀のエネルギーを含んで輝き始める。


    　七つの宝玉が光を灯ともすと──大宝玉も凄すさまじい光を放った。


    　周囲をすべて白で染め上げ、世界を塗り替えていく。


    「何をしようと変わらぬ！　消えていけ、〝スバル〟の星々よ！」


    　セトの赤い紋章が輝き、黒きオーラを集中させていく。


    　凄まじい力。


    　放たれれば、世界が崩壊するだろう。そんな力──。


    　しかし、陽翔は恐れることなく、笑みすら浮かべてみせた。


    　当然だろう。


    　ようやくこの剣の真価を解き放てるのだから。


    「消えるかよ！　これが七星剣の、俺たち〝スバル〟の力だッ！」


    　柄に装飾された七つの宝玉は、これまですべて光ることがなかった。


    　エリシアという星を失って、七星剣が本領を発揮したことは一度もない。


    　それが、今、完成した。


    　──夜空の星々すら斬きり裂くと言われた『七星剣』。


    　陽翔が剣を構え、セトを睨にらみ据える。


    　すべての因縁を断ち切るために──。


    　流星のごとく大きく剣が振り抜かれた。


    



    「〈七星スバル〉」


    



    　七色の光が、虹にじの一いつ閃せんを創つくり出す。


    　虹とセトの闇やみが、ぶつかり、凄まじい轟ごう音おんと衝撃波を周囲へと撒まき散らした。


    　だが、それも長くは続かない。


    　輝かしい虹が暗き闇を塗り替えていく。


    　闇やみが消え、セトは抵抗できず、虹にじに呑のみ込まれていった。


    「私の未来を撥はね除のけるか……」


    　セトの身体からだが虹の中に消えていく。


    　足が、胴が、腕が、削られて見えなくなっていった。


    　その表情は寂さびしそうな、あるいはどこかやり遂げたような、どちらとも言えないものだった。


    　真意はもうわからない。


    「お前の未来は必要ない。俺たちは皆みんなで歩いて行く」


    　陽はる翔とがそう言うと、虹の奔ほん流りゆうはさらに強まり──。


    「これも──私の役目ということだろう……」


    　セトの姿は、この世界から完全に消え去った。
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    「あーあ。こういう時はお姫様抱っこがいいんだけどなぁ」


    　背負い込んでいる荷物が、冗談めいた口調で、そんなことを言う。


    「文句あるなら下ろすぞ、旭姫あさひ」


    　陽翔もまるで、いつものように憎まれ口を返した。


    　すると、旭姫はキュッと陽翔に抱き付く。


    「やーだ」


    　甘えるように。


    　温ぬくもりを確かめるように。


    



    　──すべては終わった。


    



    《リユニオン》からセトは消え、まるで時間が止まったように静かだった。


    　それでもまったく不安を感じないのは、仲間たちがすぐ傍そばにいるからだ。


    　周りでは陽翔たちと同じく、希のぞみを貴たか法のりが背負い、咲さ月つきをクライヴが背負っている。皆、ボロボロな姿で、歩くのもやっとというあり様だ。


    「ご、ごめんね、貴法くん……」


    「謝らなくていい。君は恐怖に打ち勝ってよく頑張ったんだ。こんな時ぐらい、甘えてくれて構わない」


    「ちょっと。もっとしっかり背負いなさいよ。クライヴ」


    「やれやれ、我わが儘ままなお姫様だね。ま、最後の一歩を踏み出せたのは、咲月の魔導のおかげだし、ゆっくり休んでくれ。寝ててもいいよ」


    　それでも皆、一様に明るかった。


    　話したいことは山ほどある。


    　こんな『狭はざ間ま』では、落ち着いて話もできない。


    　だから、いつもの場所に帰るのだ。


    「何をイチャイチャしてるんだい。転送魔法陣も設置してるんだ。さっさと帰るよ」


    　エリシアが魔法陣を作り終わったようで、早くしろと促うながしてくる。


    　ここに来てから、現実ではもう十六時間が経過している。


    〝グノーシス〟の世界から、《リユニオン》に戻れる時間だ。


    　貴たか法のりと希のぞみが陣内に入り、続けてクライヴと咲さ月つきが入り、最後に旭姫あさひと陽はる翔とも入った。


    　魔法陣が輝きだし、陽翔たちの視界が一瞬にして切り替わる。


    　風景が闇やみ色から、見慣れた光景に変わっていた。


    〝スバル〟のアジトだ。


    「ようやく……皆みんなで帰ってこられたね」


    　旭姫が万感の思いを込めたように呟つぶやく。


    　全員がいつもの席に座り、各々が小さく息を吐いた。


    　皆も同じく、物思いに耽ふけるように、安あん堵どの表情を浮かべている。


    　だが、ひとりだけ……エリシアだけは違っていた。


    　旭姫の後ろに立ちながら、切なげな顔をして。


    「……わたしはもう戻らなければならない」


    　その言葉に六人が呆あつ気けに取られる。


    　だが、すぐにエリシアの真意に気がついた。


    「もう、行くの？」


    　旭姫が寂さびしそうな表情で呟く。本当の彼女と再会してから、まだ数時間と経たっていないのに。まだまだ話し足りないことはたくさんあるのに……。


    　そう顔に書いてあった。


    　陽翔たちも同様だ。


    　ただ……彼女の抱えているものを知っているからこそ、引き留めることはできない。


    　元々あったセンスをさらに覚かく醒せいさせた彼女であれば、苦戦はするかもしれないが、いつかセトの打倒は果たせるだろう。


    　エリシアは、元いた世界を救いに行かなければならないのだ。


    「ああ。お別れだ。この世界のセトを倒したし、ここに留まっていい理由は……もうない」


    「そんなの……！」


    　嫌いやだと続けて口にすることができない旭姫。


    　彼女の住む世界はここではない。


    　すでに歴史を異にする、未来の世界だ。


    「せっかく、再会できたのに……！」


    　旭姫あさひの瞳ひとみから、ボロボロと涙が零こぼれていく。


    　エリシアを困らせるだけなのにと思いつつも、それでも止められないのだ。


    　誰も口を挟むことができず、静寂が広がる中、


    「……戻って来いよ」


    　陽はる翔とがエリシアに向かって、そんな言葉をかけた。


    「え……」


    　エリシアが目を瞬しばたたかせる。


    　予想だにしなかった言葉を耳にしたようだった。


    「こんなことがあったけど、《リユニオン》は終わらせない。未来からのログインはここにしかできないんだろ？　お前の戻ってくるべき場所は、必ず守る」


    　陽翔は立ち上がり、エリシアに近寄った。


    　そして、拳こぶしを胸の前に差し出す。


    「約束だ。未来のセトを倒して……未来を救ったら、またここで冒険しよう」


    　エリシアは呆あつ気けに取られた顔でポカンとした。


    　やがて、ああ、こういうやつだった──と言わんばかりに破顔する。


    「……そうだな。よくよく考えると、君たちには言い足りない文句が多すぎる」


    　呆あきれながらも、嬉うれしそうな口調で。


    　エリシアは仕方なさそうな微笑を浮かべた。


    「約束しよう。未来のセトを倒してから、わたしはまたここに戻ってくる。いつになるかはわからないが、必ず……だから、待っていてくれ」


    　陽翔がこくりと頷うなずく。


    　そして、他の面々も立ち上がった。


    「絶対に、絶対だからね！」


    　旭姫が力強く、約束させる。


    「思い出してみると、私たちの暴走を止められるのはあんたしかいなかったわ」


    「あはは……。昔は咲さ月つきちゃんもいっしょに暴走してたもんね」


    　咲月と希のぞみがそう言って笑い合う。


    「疑ってすまなかったな、エリシア」


    「ま、オレも正体が掴つかめなかったんだし、仕方ないって」


    　貴たか法のりとクライヴもまた、優しく送り出すように笑みを浮かべた。


    　すると──。


    



    「〝スバル〟はここに、約束しよう!!」


    



    　何の前触れもなく、旭姫あさひが手をエリシアに差し出して、にこやかに宣言する。


    　それに咲さ月つきがすぐに気付き、フッと笑って旭姫の手に自分の手を重ねた。


    



    「仲間を信じ！」


    



    　次に貴たか法のりが、少しだけ照れながら、手を咲月の手に置く。


    



    「センスを磨みがき」


    



    　クライヴがニヒルな顔で貴法の手に手をのせた。


    



    「誰よりも強く」


    



    　希のぞみも笑みを浮かべながら手を差し出し、


    



    「この世界で輝けるように」


    



    　皆がエリシアを見る。


    　すると、エリシアは苦笑をしながら、手を伸ばし、


    



    「諦あきらめずに戦うことを」


    



    　はっきりとアジトの中に、彼女の声が響く。


    　それを聞いてから、陽はる翔とが手を一番上に据えた。


    



    「この絆きずなにかけて、ここに誓おう！　そして──」


    



    　全員が一斉に、拳こぶしを天に向けて突き上げる。


    



    「「「「「「「皆みんなで、伝説になろう!!」」」」」」」


    



    　時を超えた七人幼なじみの誓いが、アジトに木こ霊だました。


    「ありがとう、皆みんな」


    　そう言って、エリシアは陽はる翔とたちから一歩離れる。


    　床に魔法陣が浮かび上がった。


    　旭姫あさひが涙をこらえながらも笑顔を浮かべて、エリシアに向かって叫ぶ。


    「また、一緒に遊ぼう！　絶対だよ！」


    　旭姫はエリシアに向かって叫んだ。


    　すると、エリシアは満面の笑みを浮かべる。


    「必ず戻ってくる。わたしも〝スバル〟だからな」


    　そう言って少しずつ、霧のように消えていくエリシア。


    　これは永遠の別れじゃない。


    　再会を約束した一時の別離。


    　だから皆、泣いたりはしない。


    　陽翔たちは、目を逸そらすことなく笑って仲間を見送った。

  


  [image: ]


  
    ［エピローグ］


    



    　セトの打倒から一年後──また夏を迎えた。


    　アラームでベッドから起きた瞬間、立て続けにＷｉｔｈウイズから着信音が鳴り響く。ディスプレイを見ると今年もクラスメイトになった田た茂もと比ひ屋や根ねからのメッセージだった。内容はまた下らないことだろう。あのふたりはいつもそうだが、去年の二学期以降、陽はる翔とへの態度は軟化していた。


    　陽翔は小さく溜ため息いきを吐つき、そう言えば、あの時もふたりからのメッセージがすべての始まりだったことを思い出す。


    　──本当に色々と激動の一年だったな。


    　この一年が昨日のことのようにフラッシュバックする。


    　エリシアが未来に帰ってから、陽翔たちもすぐにログアウトした。


    　その直後、《リユニオン》はサーバーの不調から、突如サービスを停止する。


    　しかし、ただのトラブルかと考えられたそこから、驚くべきニュースが世界を駆け巡った。


    



    『空く閑が旭姫あさひ、生還』


    



    　と。


    　サービス停止から瞬またたく間に、《リユニオン》の開発会社や大元となるプレローマインダストリィやその関連会社はすべての資産を差し押さえられて操業停止となった。


    　旭姫生還の報からの電光石火の素早い展開は、貴たか法のりと貴法の父親が関わっているようだった。


    　陽翔が貴法に教えてもらった調査結果は、旭姫の両親はナハシュに洗脳されて娘が死んだのだと信じさせられていたことと、遺体も偽装されていたことだ。葬式も含めて、すべてが嘘うそ。


    《歴史創造ノルンシステム》のために、〝グノーシス〟が旭姫を攫さらうことも既定路線だったのだろう。


    　だが、エリシアが旭姫のセンスを封じたことで、〝グノーシス〟の計画は大きく狂った。


    　旭姫の死という世論に押され《ユニオン》を閉鎖せざるを得ず、〝グノーシス〟の研究は一時止まった。〝グノーシス〟はサーバー上に散った封印石を密ひそかに探していたが、すべてを見つけることができず、六年という月日が経過した。


    　その中で幾つかの発見があった。


    　陽翔がゲームオーバーになりかけた時、〈未来視プロフエアータ〉の可能性が大きく広がっていたこと。


    　仲間が危機の時、旭姫のセンスが向上したこと。


    　旭姫に残ったセンスが封印石と共鳴し、引かれ合うこと。


    　これらの結果を元に、セトは《リユニオン》としてサービスを再開し、旭姫をログアウトできない状態で戻すことを決定した。


    　旭姫あさひ自身に封印石を取り戻させ、神覚センスの覚かく醒せいを促うながすために。


    〈未来視プロフエアータ〉を最も向上させ、縁の深かった陽はる翔とは、グノーシスの作為により謂いわば必然の形で再会を果たしたのだ。


    　セトを打倒し、旭姫のログアウトを見送った陽翔たちは、すぐに動き出した。もちろん現実の旭姫を助け出すためだ。


    　ここで、貴たか法のりの父親の影響力がものを言った。貴法から話を聞くと即座に行動を起こし、独自のルートで警察に働きかけ、プレローマインダストリィの闇やみに切り込んだ。ナハシュの洗脳が切れていたことで、開発者たちの発言が一貫しないことも、捜査上プラスに働いた。


    　最終的にプレローマインダストリィに強制捜査を行い、秘ひ匿とくされていた本社地下施設で旭姫を保護。彼女は意識はあるもののひどく衰弱しており、すぐに病院に搬送されたが、命に別状はなかった。


    　その後、嗅かぎ付けたマスコミによって生還が大々的に報じられたというわけだ。


    「……もうちょっと寝ててもよかったかな」


    　陽翔がＷｉｔｈウイズのディスプレイを見ると、九時三十分。


    　約束の時間にはまだ早い。


    　リビングでソファーに腰をおろすと、Ｗｉｔｈに電話がかかってきた。ディスプレイに出た名前は貴法だ。


    「よう。どうしたんだ？」


    『取るに足らない話なのだがな。またマスコミから取材依頼が来たぞ。一応尋ねておくが、どうする？』


    　Ｗｉｔｈのスピーカーからは、聞き慣れた貴法の声が響いてくる。いつものような真ま面じ目めな口調だった。


    「取材なら断っといてくれ」


    『だろうな。わかった。こっちの方で対応しておく』


    「そう言えば、貴法さ……」


    『なんだ？』


    「あの一年前、随分とお前の親父さん、動くの早かったよな。お前の話を信じたってことなんだろうけど、あんな話、どうやって信じさせたんだ？」


    　すると、貴法の苦笑する声が小さく聞こえてきた。


    『なんだ。いきなり、一年前の話を』


    「いや、ちょっと思いだしてさ。丁ちよう度ど、一年だし。なんとなく気になったというか」


    『今いま更さらだな。しかし、そうか……。もう一年か』


    　感慨深く呟つぶやき、貴法は続ける。そして、


    『僕は何もしていない。父に頼んだだけだ』


    　誇らしげにそう言った。


    「なんだ、そりゃ？」


    『これ以上、明かすつもりはないぞ。プライベートだからな』


    「そうかよ」


    　彼には彼なりの話があったのだろう。それに思いを馳はせるのは無粋というものだ。


    　そう思いつつ、電話を切ろうとすると、


    『それよりも、陽はる翔と。忘れてないだろうな？』


    「大丈夫だよ。これから行くところだ」


    『ならいい。では、後でな』


    　それで貴たか法のりとの通話は切れる。


    　Ｗｉｔｈウイズの時計は、すでに出発時間に近い数字を表示していた。


    「そろそろ出るか」


    　玄関に向かうと、妹が目め敏ざとく見つけてくる。


    「あれ～、ハルちゃん、どうしたの。外に行くなんて珍しいね。ハルちゃん夏休み中、ずっとぐーたらしてるだけなのにー」


    　いつだか聞いた台詞せりふのようなことを言ってきた。


    「外に出てないだけでやるべきことはやってるんだよ。ぐーたらはしてないぞ」


    「えー。あたしが部屋に行くと、いつも寝そべってるのにー」


    「お前の間が悪いだけだ」


    「うっそだー！　勉強と同じ言い訳してるー」


    　まるで信じていない。そろそろ兄としての威厳を取り戻さねばと思いつつも、妹に誇れるようなこともあまり思いつかなかった。


    「あ、ハルちゃん。アレなんだけど、あたしもやれるんだよね？」


    「あー。やれるんじゃねーの。なんだ、お前も来るのかよ」


    「友だちに誘われてるんだよね。ハルちゃんに色々と教えてもらうかも」


    「わかったわかった。そのうちな」


    「楽しみにしてるからねー！　外に行くなら熱中症にならないように気をつけてよー！」


    　靴くつを履いて、妹に見守られながら玄関を出た。


    　マンションの通路を歩くだけで、夏の陽ひ射ざしが容赦なく照りつけてくる。


    　建物の外でも、改めて暑さにうんざりしてきた。


    「あいつの言う通り、熱中症になりかねん……」


    　しばらく歩いてから、陽翔は手近なコンビニに待避する。少し遅れるが、命には代えられない。


    　それにアイスでも買っていけば、文句も軽減できるだろう。


    　アイスを入れているケースまで行こうとすると、本棚が目に入った。


    　ゴシップ誌の表紙には、『空く閑が旭姫あさひ、生還の謎なぞ』と小さく書かれている。


    「……まだあるのかよ」


    　一年経たってもまだ特集記事が組まれていることに驚く。とはいえ世界規模の陰謀だ。


    『死んだはずの少女が生きていた！』


    『死を偽装？　その驚くべき手法とは』


    『御み門かど財閥、疑惑の行動』


    　等々……様々な噂うわさが広がっていた。


    　数多くの憶測が今も週刊誌だけではなく、ネットの世界を駆け巡っている。


    　貴たか法のりの父の手配で、旭姫は常に病院や警察の保護下に置かれており、取材は完全にシャットアウトされていたが、メディアのガス抜きで貴法や陽はる翔とたちが取材を受けることがあった。何も言わないと、ろくでもない妄想が飛び交うことも多いのだと貴法の父から説明を受けている。


    　先ほど貴法が聞いてきたのも、そういった事情がある。


    　と言っても、陽翔が対応しても、当たり障りのないことを話しているだけだ。


    　実のところ、世界を救っただのなんだのと、そんな話はしていない。


    　セトの陰謀やセンスに関する話自体、一切表には出ていなかった。


    『ま、話さない方がいいだろうね』


    　ログアウトしてしばらく経ってからクライヴとした通話を、陽翔は思い出す。


    



    『幸いだったのはその他大勢の開発や運営のスタッフはナハシュの洗脳を受けていただけで、センスに関する話がセトとその近しい周辺にしか伝えられてないってことさ。そんなものが表おもて沙ざ汰たになったら世間は当然大騒ぎだし、最終的には利用しようってところに行き着くだろうしね。オレが思うに、センスはまだ人類には早すぎるんじゃないかな』


    「そういうもんか？」


    『センスで身を滅ぼすってセトの話は、わからないでもないからな。ま、センスの話をしたところで、現実でのセトも見つかってないし、ナハシュも肉塊の状態で事切れてたから、説明のしようがないだろうけど』


    「むしろ、セトが見つからないことが不安なんだが」


    『見つかったところで、セトには何もできないさ。センスをエリシアに消滅させられたんだからな』


    「……ま、そりゃそうか」


    『今だったら全力で誤ご魔ま化かせばなんとかなる。セトの創つくったブラックボックスは貴法の親父さんにどうにかしてもらえばいい。プレローマインダストリィの解体も、センス云うん々ぬんじゃなくて、旭姫の監禁を罪状にしたんだしな』


    「貴たか法のりの親父さんならいくらでもできそうだ……。あの人おっかないし」


    『ま、オレたちは根掘り葉掘り聞かれるだろうけどさ。幼なじみとして。というか、そっちじゃ大騒ぎだったんだろ？』


    　通話相手のクライヴが、楽しそうな口調で言う。


    　当然だろう。死んだ人間がこんな形で戻ってくるなんて前代未聞なのだから。


    　誰もが最初は半信半疑だった。


    〝スバル〟以外では、旭姫あさひの両親だけは病院に搬送された旭姫を見て、本人だと確信したらしい。ずっとずっと「お帰り」と言って泣いていた。


    　その様子はクライヴも、Ｗｉｔｈウイズを通じて見ている。


    　一介の女の子をなぜ一企業が誘拐したのかという陰謀論は尽きなかったが、彼女の家族にとってはどうでもいい話だった。死に別れたと思っていた娘と、六年ぶりに再会できたのだから。


    『家族、か』


    　クライヴの呟つぶやきは何気なく出たものなのだろう。


    「どうかしたのか？」


    『ま、ちょっと向き合わなきゃいけない話が、オレにもあるってことさ』


    「そうか……」


    『色々と片付けたら、そっちに行くぜ。楽しみにしててくれよ？』


    「おう。いろんなところ連れてくから覚悟しとけ。寝る暇ひまなんかないからな」


    



    　そして驚いたことに、数週間後にはクライヴは来日し、そのまま日本に居着いた。


    　最初からそのつもりで来ていたらしく高度専門職ビザまで取得しており、いつの間にか陽はる翔とたちの近所に住んでいる。


    「まったく。クライヴらしいよな……」


    　気付けば、コンビニで涼んで十五分が経過していた。


    　陽翔は急いでアイスを購入し、コンビニを出る。


    　そこで──。


    「あ」


    「あ」


    　丁ちよう度ど、咲さ月つきと鉢合わせした。咲月の家の近くなので出会うことは珍しくないが、こんな暑い日に咲月が出歩いているとは陽翔も思っておらず、目を見開いてしまう。


    「ああ、そう言えば、そうだったわね」


    「……何を納得してんだよ」


    「べっつにー。無理をさせないようにしなさいよ」


    「わかってるよ」


    　進行方向が途中まで一緒だったので、そのまま連れ立って歩き出す。


    「さっき希のぞみとＷｉｔｈウイズで話してたのよね。丁ちよう度ど一年ってことを思い出して感慨深かったわ」


    「そうだな。俺も似たようなことを貴たか法のりと話してたよ」


    「……随分と話せるようになったわね。貴法とも」


    「そりゃ、もう全部吐き出したからな」


    　仲なか違たがいも過去の話だ。お互いに皮肉を言ったり、厳しいことを言ったりすることもあるが、昔の言い合いとはまったく違う。


    「そう言えば、知ってる？　少し前だけど、クライヴが旭姫あさひの家に行ったらしいのよね」


    「初めて知ったぞ。何のために？」


    「ほら。ご両親も旭姫が死んだって思ってたでしょ？　葬式を偽装されたんだもの。それで旭姫のご両親に、ナハシュの洗脳した痕あとがあったらしいわ。それが残って悪さをしないかどうか確かめたらしいの。問題なかったらしいけど」


    「……そっか。しかし、懐かしい名前を聞いたな」


    「もう〝グノーシス〟の幹部連中は檻おりの中だし、平気でしょ。心配しなくてもいいわよ。セトは見つかってないけど、センスも使えないし、どうにもできないわ」


    「そりゃそうだけど」


    　そして、分かれ道に差し掛かって、咲さ月つきは陽はる翔とから離れた。


    「重ね重ね言うけど、無理はさせないように。それじゃ、またあとでね」


    「おう、じゃーな」


    　咲月の背中を見送ってから、再び目的地に向かって歩く。


    　さして遠くないはずなのに、暑さのせいで時間がかかっている気がした。


    「そういや、希はこんなクソ暑い中に撮影だったっけ……」


    　噂うわさをすれば影。


    　希から珍しくメッセージが来ていた。


    『返信できなくてごめんね！　今、ちょっと忙しくて！』


    　陽翔もそれで思い出す。昨日、希にメッセージを送っていたのだ。他た愛わいのないメッセージではあったが。


    『いや、むしろ忙しい中、悪かったな。貴法からもいってると思うけど、一応確認』


    　そう返すと、すぐにメッセージが戻ってくる。


    『もちろん、忘れるわけないよ。大事な約束だもん。今帰ってるところだから、戻ったらすぐに準備するね。撮影が慌あわただしかったけど、夏休みはいっぱい皆と遊びたかったからね。ようやく夏休みにあった全部の仕事が終わったんだ』


    　希は精力的に読者モデルの仕事をしているらしく、会うことは少ない。


    　それでも、週に一度は会うのだから、転校した後に比べれば何もかもが違うだろう。


    『そっか。忘れてないならいいよ。貴たか法のりも楽しみにしてるしな。最近、あいつと話してるの？』


    『貴法くんと？　向こうも色々と忙しいらしくてねー。あんまり会ってないんだ。陽はる翔とくんの方が会ってるかも』


    　貴法との話を振っても、すっかり自然体で話せるようになった。


    　七年前の希のぞみは遠い彼方だ。それでも、彼女らしさは消えていないが。


    『それじゃ、陽翔くん。旭姫あさひちゃんによろしくね』


    　それでメッセージは終わった。


    　同時にようやく辿たどり着く。


    　旭姫の家だった。標準的な二階建ての一軒家。家庭菜園をやっているようで、夏野菜を時々くれたりする。


    　──こうして、旭姫の家に来るのは七年ぶりになるか。


    　若干、緊張してインターホンを押すと、スピーカー越しに声が聞こえてきた。


    『開いてるから勝手に入っていいよー』


    　不用心なことである。


    　溜ため息いきを吐つきながら、陽翔は玄関を開けて、言われたとおり勝手に入った。


    　旭姫の家は何もかもが記憶のままだ。


    　まるで旭姫のために時間が止まっていたかのように。


    　階段を上がって、旭姫の部屋の前に立ってノックした。


    「もー。ノックなんて別にいいのに！　入って入って」


    　確かに昔はノックなんてしていなかった。


    　遠慮なく入っていた。


    　思えばデリカシーのない真似まねをしていたものだ。


    　今は旭姫がいいと言っても、どうしても気になってしまう。


    「じゃ、入るぞ」


    　扉を開けて中へと入る。


    　旭姫の部屋も、やはり昔のままだった。


    　だが、旭姫だけはあの頃に比べると成長している。《リユニオン》で見た時よりも、やや成長した姿だった。


    《リユニオン》の中で見ていた時とはまた違う大人っぽさがある。


    　少し大人しめの服を着ているからかもしれない。


    　旭姫は椅い子すに座っており、そのすぐ傍そばには松まつ葉ば杖づえが立てかけられていた。


    「お、本当に車椅子じゃなくなったんだな」


    「もちろん。リハビリ頑張ったんだからね！　陽翔も見てたでしょ！」


    　得意げに言う。


    　助け出されてからの旭姫あさひはとても衰弱しており、元の生活に戻れるかどうかもわからなかった。


    　身体からだは内臓、筋肉、共に著いちじるしく衰えており、固形物など二度と食べられないのではと思ったほどだ。


    　それでも持ち前の前向きな性格が功を奏したのか、彼女は医者が感嘆するほど、リハビリに熱心な患者だったという。


    　今は食欲旺盛に食いまくっていた。大量にあった見舞い品の果物が次の日には消えていたのだから、恐るべき胃袋である。


    　最近は咲さ月つきと一緒にケーキを食べに行ったらしいが、咲月が「まあまあね」というレベルには食べたらしい。間違いなく常人以上の食欲だ。


    「あ、座ざ布ぶ団とん出すの忘れてた！」


    　旭姫は立ち上がって、松まつ葉ば杖づえを取ろうと手を伸ばす。


    「いいよ、座布団ぐらい──」


    　と言おうとした瞬間、旭姫がぐらりと体勢を崩した。


    　陽はる翔とはそれを見て、咄とつ嗟さに手を差し出す。


    　だが、旭姫の身体を支えることができずに、ふたりで倒れ込んだ。


    　旭姫が陽翔にのし掛かるような体勢で。


    　クーラーのきいた涼しい部屋で、ふたりの体温が混ざり合う。


    「あ、あはは。ごめんね」


    「まったく。ダメじゃねーか。またリハビリしなきゃいけなくなるぞ」


    「うーん。それはやだなぁ……。あ、と、早くどかなきゃね」


    「いいよ。どかなくて」


    　陽翔は旭姫の腰に手を回して、そのまま抱き寄せる。
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    「しばらく、こうしててもいいだろ。久しぶりに触れ合ったんだし」


    「む、むー……う、嬉うれしいけど、なんか陽翔、手慣れてない？　女の匂においがする」


    「するか、そんな匂い！　お、俺だって恥ずかしいんだぞ!?　こっちも今まで鈍感だった分を取り返すのに必死なんだよ！」


    「そっかー。えへへー。そういうことならいいかな。やっぱり現実で抱き合ってるのは、《リユニオン》とは違うね」


    「そうか？　そこまで大きな違いは感じないけど」


    「……そういうとこだよ、陽翔」


    　不満そうに言われるが、陽翔にはわからない。


    「……これから精進するよ」


    　その言葉に満足したのか、旭姫はゆっくりと立ち上がった。


    「さ、早速だけど入ろっか。ちゃんと持ってきた？」


    　旭姫あさひがそう言って、机に置いてあったエンセファロンを持ち上げた。


    「持ってきてるよ」


    《リユニオン》は、運営会社プレローマインダストリィの誘拐、拉ら致ちという不祥事による操業停止から、サービス停止という処置を受けている。


    《リユニオン》ごと、すべてが終了すると思われていたが、犯罪が上層部によってのみ引き起こされたものであり、ゲーム開発会社とスタッフは無関係ということが明らかになって、一部関係者が起訴されるに留まった。


    　それからすぐに御み門かど財閥は開発スタッフたちを引き抜き、新しい会社を立ち上げる。インタビューでは、貴たか法のりの父が『盛り上がっているゲーム業界に参入するいい機会だったから』と答えていた。


    　そして、世間的には評判を下げる一因にもなっていた、限られた者しか入れないという垣根を取り払い、誰もがプレイできる純粋なゲームにすると約束したのだ。


    　その新生《リユニオン》のサービス開始が今日だった。


    　貴法はエリシアとの約束通り、ゲームの存在を守ったのだ。もちろん、そこには陽はる翔とたちも開発の人たちと話すなど、力添えをしていた。


    「お前がログインすることに、おばさんもおじさんも、何も言わなかったのか？」


    「心配はされたけど、陽はる翔とが一緒ならいいって」


    　だから呼ばれたのかと、陽翔は得心がいく。


    　皆で一緒に入ろうとしていたのに、ふたりきりなのは他の皆が気を利かせた結果だが。


    　今頃は、他の面々も準備しているだろう。


    　そして、午前十一時。


    　エンセファロンを被かぶり、起動する。


    「さ、入ろう？」


    　旭姫あさひと陽翔は設定に従って、アカウントを登録。


    　旭姫が久しぶりの行為に戸惑っていたが、懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えながら進んだ。


    　そして、


    



    『ようこそ、幻想に彩いろどられた《オールユニオン》の世界へ』


    



    　ふたりは電子の世界へ入っていく。


    　一年ぶりの感触だったが、視界が切り替わって──見えたのは火の明かりがついただけの暗い部屋だ。


    　旭姫はゲームの中では松まつ葉ば杖づえなしで立てることを確かめながら、足を踏みしめた。


    　そして、周囲を少し見渡してすぐに気付く。


    「あれ？　ここアジト？」


    〝スバル〟のアジトがそのまま残っていた。アイテム類は完全になくなっているが、作られたテーブルや椅い子すは昔と同じだ。


    「そういや、ノアキス大陸は変えないって言ってたからな。ここも残ってるのか。でも、なんでアジトに出たんだ？　最初なら街に行くのに」


    　陽翔が疑問に思っていると、横から声がかかった。


    「スタッフの人にお願いしてな。僕らだけ、この地点に指定しておいてもらった。有利になるわけではないから、いいと言われたよ」


    「貴たか法のり！」


    　旭姫が嬉うれしそうに声を上げる。


    「久しぶりだね、旭姫ちゃん」


    　すぐ傍そばに希のぞみもいた。一緒に入ったのかと勘ぐりたくなる。


    「おっと、もう皆みんな集まってたか」


    　次にクライヴがログイン。


    「あら、私が最後？　そもそも旭姫たちが先に来てるなんて、びっくりだわ」


    　続いて咲さ月つきもやってきた。そして、旭姫と陽翔に意味深な視線を向ける。何もしてないの？　と言いたげな目だ。


    　ゲームの中で久々に〝スバル〟の六人が揃そろい踏みとなる。


    「積もる話は色々とあるが……どうせだから、彼女が来てからの方がいいだろう」


    　サービス開始から即座に入るのは元から決めていたことだが、ある日から全員にとって決して外せない用事となった。


    　元はと言えば、貴たか法のりから妙なファイルが送られてきたのが発端だ。


    　サーバーの中に、どうも怪しいデータがあり、ヘッダー情報を見る限りでは〝スバル〟に関係があるものだと言う。


    　それをクライヴがデータ分析したところ、それは──。


    「メッセージだと今日ってことだからね。来ないわけにはいかないでしょ！」


    　旭姫あさひが待ち遠しそうに笑みを浮かべる。


    　そう。


    　彼女が戻ってくるのだ。


    　約束をした、彼女が。


    　そして──。


    　転送魔法陣のあった部屋に、うっすらと円状の光が走る。


    　光は徐々に人影を形作っていった。


    　陽はる翔とたちは万感の思いでそれを出迎える。


    　どんなことを話そうか。


    　いや。


    　どんな冒険をしようか。


    　頭はそのことでいっぱいになっていた。


    「さあ。行こうぜ、皆みんな！」


    　再び、彼らの伝説の幕が上がる──。

  


  
    あとがき


    



    　ガガガ文庫の読者の皆様、お久しぶりです。田た尾お典のり丈たけです。


    　七星のスバル七巻。ついに最終巻となりました。


    　語るべきことは数多くあるのですが、まずはやはり表紙陽はる翔とピン！　五巻から三人の男がピンって、そうそうないんじゃないかと思います。陽翔が仲間外れにならずによかったです。


    　そして、アニメも絶賛放送中ですね！　この作品がアニメ化したのは、本当に関係者に恵まれていたからだと思います。一生の思い出です。もっと語りたいですが、言葉にすると尽きないので、この辺で。最終回が近いはずですが、最後までよろしくお願い致します！


    



    　最終巻にあたって、他の作品のあとがきでも何度か言っていることがあります。


    　皆さんは桃太郎の物語で、鬼退治が終わった後のことを考えたことはありますか？　あるいは浦島太郎でもシンデレラでも構いません。私はこの終わりの続きを考えるのが好きでした。


    　終わるのが寂さびしいからか、単に終わりと思えなかったからか、それは自分でもわかっていませんが、そこにある可能性のすべてが面白かったことを覚えています。子供の頃はどんなことになるんだろうなーと軽く想像をしていました。ただ、そこで気付いたこともあります。


    　人生の物語というものに終わりはありません。今回の話は登場人物たちの人生を一部切り取って描写したものであり、彼らの人生はまだまだ続いていきます。ここまで本編を読んだ方はスバルのメンバーに宿題があることを知ってると思いますしね。


    　ただ、今後の彼らがどんな人生を歩むのか。それは波は瀾らん万ばん丈じようかもしれませんし、新たな恋模様が生まれるかもしれませんし、あるいはさらなる陰謀に巻き込まれるかもしれません。彼らの性格的に可能性は薄いですが、波風の立たない人生という可能性も……。


    　しかし、そのすべては読者のものです。どんな想像をするのも自由です。


    　作品が終わっても皆様の心の中で、ほんの隅すみっこにでも登場人物たちが生き続けてくれれば。少しでも思い出すことがありましたら。作者としてこれに勝る幸せはありません。


    



    　それでは謝辞に参ります。担当のＩ様。この作品に最も真しん摯しに向き合っていただき、本当に感謝しております。ご迷惑をかけましたが、最後までお付き合いありがとうございました！


    　イラストレーターのぶーた様。この作品の繊せん細さいな世界観を作り上げることができたのは、間違いなくぶーた様のおかげです。すべてが宝物のような、素晴らしいイラストでした。


    　また、出版するにあたって関わっていただいた皆様に、重ねて御礼申し上げます。


    　最後に。この本を読んでくださった読者の皆様すべてに、この上ない感謝を。


    
      二〇一八年八月

    

  


  
    田尾典丈


    Noritake Tao


    



    第10回えんため大賞ライトノベル部門新人賞にて優秀賞を受賞しデビュー。横浜出身横浜育ち。ゲームの世界で生きられるようになるまで死ねませんが、その前に積んでいたゲームやＤＬＣを消化しなければいけません。
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